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 たたら製鉄概説  風来坊 和鉄の道・iron road  製鉄関連遺跡を訪ねて    
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鉄の「まばゆい輝き・閃光」と「黒光り・肌光」 

日本には「たたら製鉄」という鉄鉱石や砂鉄の塊から、 

「硬くてねばい鋼」を直接作り出す日本古来の製鉄法がある。  

ヒッタイトが人工鉄を発明した当初の姿を現代まで残し、  

現在の製鉄法にも負けない高品質の鋼を作り出す技術に高め、 

維持している日本独自の製鉄法である。  

 

 

 

 

 

 

 

日本に「鉄」が伝来して、この「たたら製鉄」が行われるまで、約 800 年の長きにわたってたたら製鉄法の摸索が続き、その技術をさ

らに磨き高めながら 1500 年続いてきた日本独自の製鉄技術。  

「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と「鉄」の力が強調されるが、一方で文化を

育み、 そこに住む人たちの生活を豊かにし、現在に至る日本を作ってきた。  

そんな今、急速な社会変革の中で この製鉄にともなう数々のドラマが忘れ

去られ、日本各地の「たたら製鉄」遺跡もろとも消え去ろうとしている。  

 

製鉄炉は生産された鉄塊の取り出しの度に壊されるので 製鉄関連遺跡に

残っている遺構はそんな生産設備の残骸でも、製鉄関連遺跡には、そんな

残骸・生産の痕跡とともに、それに携わった人々の賑わいや数々のドラマが、

周りの美しい景色とともにうもれて残っています。 

  

そんな日本で繰り広げられたドラマ そして その痕跡の風景を少しでも残し

ておきたいと 「和鉄の道・Iron Road」として日本各地を Country Walk しつつ

集めています。  

 

鉄は「文化」をはぐくむとともに数々の「戦さ」を生んだといわれる。   

それだけ 鉄の力の大きさの証明であり、これからも そうだろうと思います

が、大事なのは それを使う人々の力・心である。 

「鉄」の持つ魅力 「鉄のまばゆい輝き・閃光」と「鉄の黒光り・肌光」  

その美しさをこれからも大事にしたいものです。  
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 口絵-1  2011年 見学した製鉄関連遺構 

1.  兵庫県西播磨で初めて出土した古墳時代の鍛冶工房跡 赤穂市有年牟礼・井田遺跡  2011.2.11. 

 
 

2. 豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡 東西に3つの工房が並んでいた 2011.4.16.  
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3. 平城京 朱雀門のすぐ横から出土した奈良時代前半の鍛冶工房   2011.11.25. 

3つの工房に52基の炉跡が出土 平城京造営に関係する鍛冶工房か・・・・ 

 

 

 

 口絵-2 弥生時代前期の広大な水田跡 御所市条 中西遺跡 

     大和は早くから開けた大穀倉地帯だった・・・大和の力の源泉か??  2011.11.25. 
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口絵-4 鉄系超高温伝導体の急速展開と超高温伝導体実用化技術の進歩 

 



口絵-5 鉄のモニュメント 

   1. 神戸 兵庫港にある浮きドック群 

 

  
 

  2. 鉄のアーティスト 榎忠の作品群 2011.11.兵庫県立美術館 榎忠展より  

    

   



 

 



 

               近畿 弥生時代後期 淡路島に西日本最大級の鍛冶工房村が現れた時代の2・3世紀 

   「鉄器は出土しないが急速な鉄器化が進行した「幻の鉄器」の時代」には疑問符    

－鉄器時代のイメージ先行の弥生時代「北部九州以外 実用鉄器は まだ さほど普及していなかったのではないか 」-  

                                       2011.3.5. by Mutsu Nakanishi 

先月 掲載した「和鉄の道」 淡路島「弥生時代の後期の大鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡」の記事の中で、「この五斗長垣内

遺跡が出現した2・3世紀頃 近畿地方では 近畿での鉄器の集落遺跡からの出土は少ないが、 

石器から鉄器への急速な変革が起こったのではないか」とする話を紹介した。 

      【和鉄の道 Iron Road】 

       弥生後期から卑弥呼の時代へ ベールを脱いだ「弥生のIron Road 和鉄の道」 2010.11.21. 

             http://buffalonas.com/mutsu/www/2010htm/iron6/1012gossa00.htm 

   

 

 

 

 

 

 

「 鉄器は腐食で土に帰ってゆくため出土しないが、鉄器 

の木製の柄が多数出土する   」 

「 石器出土数に対する砥石数が急速に増加し、石器が減  

少し、鉄器の研磨が急速に増加したことが推定される 」 

との考え方である。 

この時代 近畿では 九州や 急速に 出土数を伸ば

した日本海側山陰沿岸や安芸・吉備など瀬戸内沿岸に

比しても 鉄器の出土数が少ない。 そして トピッ

ク的な大型鉄器も出土していない。 

記事はけいさいしたものの この「幻の鉄器」の時代・

「卑弥呼の登場前の近畿地方の集落では 急速な鉄器

化が進んでいた」との考え方には どうもしっくりゆ

かず、この疑問について本資料にまとめました。 

鉄の刃を持つ農耕具の一例 

図 弥生時代県別の鉄器出土数 

弥生の後期 九州各地に加え 山陰・安芸・吉備での 

鉄器出土が増加するが、近畿での出土数は依然として少ない

 1. 

中西睦夫
スタンプ

中西睦夫
テキスト ボックス
 ◆   http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron14.pdf
　　( http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012gossa00.htm )

 http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron14.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012gossa00.htm


 

 
 

      

この「幻の鉄」の考え方は次の古墳時代には日本の中心になってゆく近畿にも 日本海沿岸地域と同じく 弥生時代後期には

急速な鉄器化鉄器の集積があったのではないか…との考え方である。 

 「鉄器は腐食で土に帰ってゆくため、出土せず、鉄器の木製の柄が多数出土する」事実や 

「鉄器出土数に対する砥石数が急速に増加し、鉄器の研磨が急速に増加したことが推定される」事実を紹介し、 

「鉄が出土しないが鉄器が急速に普及していったことが読み取れるとした『幻の鉄器』の時代」の存在の可能性を紹介した。 

 

 しかしながら、「幻の鉄」の時代といわれるこの時代に 西日本大級の鍛冶工房村とみられる「淡路島 五斗長垣内遺跡」が

発掘され、そこから出土した鍛冶炉は近畿の鉄器の時代を象徴するには どうもぜい弱であり、出土鉄遺物も小さくて薄いも

のが主で 時代を引っ張るような鉄器は出土していない。 

五斗長垣内遺跡で多数出土している鍛冶炉はすべて防湿構造がなく床面に直接火床がある炉で、 

     高温保持が難しく、大型鉄器の鍛冶加工が行われた痕跡はみられない。薄い素材の鏨切加工が主であったとみられる。 

     また、出土した鉄遺物は薄い鉄素材を鏨切加工した鉄鏃など薄い小型鉄器や薄い鏨切の鉄破片などが主である。 

淡路島・西日本最大級の鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡 出土した鉄器(下左)と鉄素材・鉄切片(下右)  



     一点厚い大きな板状鉄斧が出土しているが、この五斗長垣内遺跡の鍛冶炉では この大型素材を加工できる高温に 

保持することは難しいというのが専門家の人たちの考え方である。 

次の古墳時代には大和・近畿が主役となって大和王権が構築され、前方後円墳など大規模な土木工事が行われ、大規模国土開

拓や古墳工事などには大型鉄器の農耕具・工具が必須不可欠であり、この時代が来る前にはすでに急速な鉄器化が近畿で起こ

っていたと考えるのですが、次の時代に通じる大型の鉄器・農耕具など厚さのある立体的な高温鍛冶加工を可能とする大々的

な鉄器加工工房のイメージからは遠く離れている。ギャップが大きすぎるのである。 

 

冷静にこの時代を振り返えると、  

近畿での鉄器出土数が少ないばかりだけでなく、大阪湾沿岸で数多く繰り広げられた弥生の戦さによる殺傷痕のある人骨に刺

さっていた鏃は石鏃や青銅製がほとんどで、この時代にあった弥生の戦の主武器として鉄鏃が広く戦に使われたとも言い難い。 

「鉄が土中にうずまっている間に錆によって 土に帰るため、出土しない。」また、「実用鉄器はすぐに再加工され実用される

ため、出土しない」とする考えもある。しかし、そうだとしても この状況は近畿のみならず、日本列島全部同じであり、 

一番さびて 土に帰りやすい薄い鉄鏃が数多く出土しているのである。 

また、弥生の集落で出土してくる鉄の遺物などを見ると 依然として農耕具の主役は石器であり、 

弥生時代が「鉄の時代」とはいいがたいのではないか???・ 

 

弥生時代後期2・3世紀 鉄器は出土しないが、「近畿地方では 急速な鉄器化が進行した「幻の鉄器」の時代  

それを促す大鍛冶工房村が五斗長垣内遺跡」とする考えには疑問符を付けざるを得ない。 

弥生後期2・3世紀頃の近畿の鉄器普及の実態はどうなのか・・・事実はどうなのでしょうか・・・ 

また、この時代に淡路に出現した大鍛冶工房村五斗長垣内遺跡の位置づけを含め、即断は無理なようだ。  

 

ちょうど 1月30日 明石で「鳥取発! 弥生文化シンポジュウム  

『とっとり倭人伝 鉄のみち 明石海峡と日本海』」があり、 

弥生時代後期 大量の鉄器を蓄積した日本海側 妻木晩田遺跡や 

青谷上寺地遺跡と淡路島五斗長垣内遺跡を結び 弥生時代後期の 

鉄の道を検討するシンポジュウムがあり、新しい知見を得て、近 

畿地方の弥生時代後期の鉄を考えるよい機会となりました。 

 

これらの知見も入れ、弥生時代の鉄器について考えると  

やはり本当に実用鉄器が日本列島全体に普及するのは古墳時代 

近畿に「幻の鉄の時代」はなかったのではないか・・・・と。 

 

弥生時代後期 大量の鉄器を蓄積した日本海沿岸 

山陰の妻木晩田遺跡 青谷上寺地遺跡並びにと淡

路島五斗長垣内遺跡を結び 弥生時代後期の鉄の

道のシンポジュウムで得た知見・スライドなどを

以下に紹介し、弥生後期 卑弥呼登場前夜の鉄に

ついてフォローさせていただきます。 

  

  

 

「鳥取発! 弥生文化シンポジュウム  

『 鉄のみち 明石海峡と日本海』」 

高尾浩司氏討論スライドより  2011.1.30. 



硬い大型鉄素材を加工するには 高温保持が可能な鍛冶炉技術など高度な鍛冶加工技術が必要で、朝鮮半島・中国に近く、交

流のあった北部九州周辺のみが、稚拙ではあるが、その技術が伝えられたのであろう。 

このため、独自のルートを持たぬ北部九州をのぞく他の地域での鉄器製造は中国・朝鮮半島からの小型鉄素材の加工や薄い板

状鉄素材の鏨切加工が主であったと考えられる。 

朝鮮半島・中国に近い北部九州では比較的距離の近い大陸・朝鮮半島との交流により、限定的とはいえ、豊富に鉄器・鉄器素

材が供給され、鉄器に関連する高度な技術情報も入ってきたと考えられる。しかし、北部九州から離れるにしたがって、それ

らのすべてがさらに先細り、鉄器の普及が進まなかったと考えられる。 

     鋳造鉄斧などの素材である鋳鉄は硬くて脆いため、そのまま鍛冶加工できない。 

     しかし、中国では早くから高温加熱して、表面から脱炭して柔らかく靱性のある脱炭鋳鉄にする技術が開発実用され、 

     鉄素材として用いる技術がすでに開発されていた。 

     日本に伝来した鋳造鉄斧もそんな表面処理がなされていたものがあるが、大型素材であるため、 

高温保持が十分行えない鍛冶加工技術では無理であった。 

     ただし、脱炭鋳鉄の小型・棒状素材は北部九州や独自ルートを開拓した日本海沿岸諸国を通じて搬入され、 

この素材を使った小型鉄器・工具の製作が一部行われた。 

朝弥生中期後葉に北部九州ではヤリガンナや鉄鏃などの鍛造鉄器がいち早く普及し、高度な鍛冶技術を獲得し、大形鉄器の製

作を行うことができるようになったようだ。 しかし、鉄器素材の流通・鉄器加工の技術情報を北部九州に独占隠匿されたそ

れ以外の地域では大型で高品質の鉄器素材はもとより、高度な加工技術そのものも獲得できなかったと考えられる。 

 

村上恭通氏らの研究によると弥生中期後葉以降 北部九州では明瞭な掘形をもつ防湿構造のある鍛治炉がみられ、この高温を

保持ができる炉を得て、高度な高温鍛冶による大型鉄器が現れてくる。  

しかし、その他の地域では 大多数の鍛冶炉が、防湿構造がなく 床面に直接火床がある鍛冶炉しかみられず、しかも 一部

不完全ながらも薄い掘り込みのある鍛冶炉も時代と共に床面を直に火床とする鍛冶炉に退歩する。 

また、この北部九州の防湿構造のある鍛治炉さえもが、弥生時代が進むにつれ、退歩してゆく。  

掘形をもつ防湿構造のある火床・鞴を有する本格的な鍛治炉が広く現れてくるのは古墳時代になってからである。 

 

その原因の一つには 鋳造鉄斧など鉄器の伝来は弥生時代の前期にまでさかのぼれるにしても、日本に鉄器が供給されるルー

トは一部の中国・朝鮮半島からにかぎられ、鉄を造る技術「製鉄技術」や「大型鉄器なども作れる高度な鉄器加工技術」は 

大陸側 そして北部九州で厳しく制限されていたためであろうか。 

また、弥生時代の後期 戦乱に見舞われ、鉄器・鉄器素材の流通は益々先細りになっていったのも原因と言えようか… 

この時期 中国・朝鮮半島は戦乱に巻き込まれた時代であり、日本への供給がままならぬ時代であったとも考えられる。  

 

鉄素材・鉄器技術の供給地から遠く離れた近畿での実用鉄器の普及はまだまだ思うに任せない時代であったと考えられる。 

しかし、魏志倭人伝など中国の史書に書かれた日本と朝鮮半島・中国の交流史によれば、弥生時代「鉄」の重要性が強く認識

されていたことは疑う余地はない。 

そして、弥生の終末期から古墳時代にかけて、この大陸の鉄を求める西日本・瀬戸内の国々は連合して邪馬台国連合・初期大

和王権をつくり、北部九州から鉄の覇権を奪い取り、日本国家形成へと進んでいったとのシナリオが最近では 広く語られる

ようになってきた。 

 

近畿にこの動きが出てくる弥生の終末・古墳時代の始まりまで、近畿で農工具など広く鉄器が実用される状況はどうもなかっ

たようだ。2・3世紀畿内は「幻の鉄」の時代として鉄器が集落内で広く使われたと結論付けることはできず、弥生時代 最大

級の鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡の位置づけを含め、まだまだ議論のあるところであろう。 

 

                  2011.1.30.  近畿の2・3世紀 幻の鉄の時代について 

                        『とっとり倭人伝 鉄のみち 明石海峡と日本海』」シンポジュウムを聞いて 

                                               by   Mutsu Nakanishi 



 

【参考まとめ 添付資料】 

1. 弥生時代 西日本特に日本海沿岸地域を中心とする鉄器 野島永氏「弥生・古墳時代における鉄器文化」より 

2. 写真紹介  西日本・近畿 弥生の鍛冶工房遺跡 並びに 近畿 弥生の鉄  

[鳥取発! 弥生文化シンポジュウム『鉄のみち 明石海峡と日本海』」 

                     村上恭通氏ほか 討論スライドより  2011.1.30.   

3. 高尾浩司氏 「鉄器文化の伝わった道」−とっとりネット「とっとり弥生の王国の謎をさぐる」より-   

 

     

【参考・まとめ資料】  

     1. 【和鉄の道・Iron Road】弥生後期から卑弥呼の時代へ ベールを脱いだ「弥生のIron Road 和鉄の道」  2010.11.21. 

      http://buffalonas.com/mutsu/www/2010htm/iron6/1012gossa00.htm 

     2.  野島永氏  「弥生・古墳時代における鉄器文化」 

     3.  高尾浩司氏 「鉄器文化の伝わった道」−とっとりネット「とっとり弥生の王国の謎をさぐる」より- 

      http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=32826 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

    次のページに まとめに使った資料を収録しています 

添付 まとめ 1  弥生時代 西日本 特に日本海沿岸地域を中心とする鉄器の普及 

           野島永氏「弥生・古墳時代における鉄器文化」より 

添付 まとめ 2  写真紹介  西日本・近畿 弥生の鍛冶工房遺跡並びに 近畿 弥生の鉄   

「鳥取発! 弥生文化シンポジュウム 『とっとり倭人伝 鉄のみち 明石海峡と日本海』」 

村上恭通氏ほか 討論スライド より  2011.1.30. 

           代表的な淡路島 五斗長垣内遺跡 青谷上寺木遺跡・妻木晩田遺跡の写真は省略  

添付 まとめ 3  高尾浩司氏 「鉄器文化の伝わった道」 

−とっとりネット「とっとり弥生の王国の謎をさぐる」より- 
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【 添付 まとめ 1 】 

弥生時代 西日本 特に日本海沿岸地域を中心とする鉄器の普及 

 野島永氏「弥生・古墳時代における鉄器文化」より 

 

弥生時代中期の丹後地域では、水晶や碧玉、緑色凝灰岩を

素材とした勾玉や管玉、小玉などの製作を開始。京都府京

丹後市奈具岡遺跡（河野･野島1997）で作られた玉製品は丹

後の地域社会のなかで消費されたわけではなく、その大部

分が贈答用の装身具として特別に生産されたものであった

と想定できる。 前漢で生産された鉄素材（鋳鉄脱炭鋼）

の存在（大澤 1997）からは、海上交易によって日本列島で

は得られない鉄資源を入手していたことがわかる。 

この鉄素材をうまく加工して玉生産や木器生産に利用し始

めた（野島･河野 2001、村上2005）。 

後期になると、日本海沿岸各地域の首長達は貴重財を原料

とした手工業生産の管理を行うことによって経済的な特権

を獲得し、潟湖を拠点とした海上交流を通して中国大陸や

北部九州をはじめとした日本海沿岸諸地域との交易に成功

した。(たとえば妻木晩田遺跡や青谷上寺地遺跡) 

その結果、瀬戸内海や近畿地方よりも鉄製武器や工具の出

土数が上回ることとなる（図5.5、図5.7）。 

 

 

 

 

  

      鳥取県 妻木晩田遺跡の出土鉄器                    鳥取県 青谷上寺地遺跡出土鉄器 

                                

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



   
青谷上寺地遺跡出土船載遺物 

 

  参考   野島 永氏  「弥生・古墳時代における鉄器文化」 

      高尾浩司氏   とっとりネット「とっとり弥生の王国の謎をさぐる」－鉄器文化の伝わった道－ 

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=32826 

 

 

 

  

  

「鳥取発! 弥生文化シンポジュウム 『とっとり倭人伝 鉄のみち 明石海峡と日本海』」 

高尾浩司氏討論スライドより  2011.1.30. 

 

 

 

 

 

青谷上寺木遺跡・妻木晩田遺跡にみられる朝鮮半島産鉄斧のように北部九州地域以

外に分布する鉄器は朝鮮半島との直接交易路が存在した可能性を示す。 

また、北部九州を除く 他地域での出土鉄器の大半が鉄鏃であるのに対し、 

両遺跡では 鉄鏃は少なく 多種多様な鉄器(農工具)が出土し、集落や周辺地域で

使うというより、日本海沿岸 そして 山を越えた瀬戸内地域との交易品としての

様相がある。また、妻木晩田遺跡には鍛冶工房が出土し、妻木晩田遺跡で鉄器加工

を行っていたことが明らかになりつつある。 

日本海沿岸では 潟湖という天然の良港が点在し、それを最大限に活かした交易が

独自の鉄器文化を生み出していったと考えられている。 



【 添付 まとめ 2 】 

写真紹介  西日本・近畿 弥生の鍛冶工房遺跡並びに 近畿 弥生の鉄   

「鳥取発! 弥生文化シンポジュウム 『とっとり倭人伝 鉄のみち 明石海峡と日本海』」 

村上恭通氏ほか 討論スライド より  2011.1.30. 

        代表的な淡路島 五斗長垣内遺跡 青谷上寺木遺跡・妻木晩田遺跡の写真は省略  

   
    弥生後期末 山陰地方最古の鉄器製作工房跡     弥生時代後期末大阪府星丘遺跡 Ⅱ類の鍛冶炉(写真インターネットより) 

   

弥生時代後期後半の本位田権現谷Ａ遺跡（佐用町）  西京極遺跡  弥生時代後期（１世紀後半～２世紀初め）の鍛冶炉跡 

   

              弥生時代後期中葉の拠点集落玉津・田中遺跡       頭高山高地性集落遺跡の鉄 

弥生時代の明石川流域の集落から出土した鉄 

  
Ⅱ三田盆地の遺跡から出土した弥生の鉄 

シンポで紹介討論された内容掲載していませんが、上記資料を見る視点として 頭に残っていることは下記のとおりです。 

 1. 弥生後期 近畿に現れた鍛冶炉も時代が下がるにつれ、退化の傾向がみられそうである。 

   2. 近畿の弥生の鉄器は 海岸沿いというより、高地性集落や三田など内陸部より出土する鉄に着目 
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【 添付 まとめ 3 】 

  とっとりネット「とっとり弥生の王国の謎をさぐる」 

鉄器文化の伝わった道    高尾浩司（鳥取県埋蔵文化財センター  

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=32826 

 「とっとり弥生の王国」の特徴を示すものの一つに全国屈指の出土量を誇る鉄器があります。

今回は鉄器の伝わった道と山陰弥生社会に花開いた独自の鉄器文化について探ってみましょう。 

 

鉄との出会い  

鉄器は稲作とそれに伴うさまざまな農工具と同じように、朝鮮半島から日本へ伝わりました。弥生時代初め、北部九州に伝わ

った鉄器はまだわずかで、ごく一部の人々しか手にできないものでした。やがて稲作文化が日本各地に定着したころ、中国が

戦国時代をむかえ国内外が動乱した影響で、朝鮮半島製青銅器とともに中国製鉄器が

日本に流入するようになりました。それらを独占した北部九州の有力者は、権威を表

すものとして良質の管玉・勾玉を欲し、日本海を渡り山陰や北陸と交易を行ったよう

です。 潟湖に接した海辺のムラ・青谷上寺地遺跡は、その交易ルート上に位置する

重要な寄港地だったのでしょう。 

山陰・北陸地方で最も古い中国製鉄器（写真①、約２３００年前）は、そうした背景

のもとで獲得されたと考えられます。いち早く鉄に触れた青谷上寺地の人々はその効 

用に感嘆し、ものづくりの有効な道具として強く意識するようになったと思われます。 

 

中国製鉄斧の入手と使用 

日本に伝わった初期の鉄器は中国製で、溶かした鉄を鋳型に流し込んで造った鋳造の斧がほと

んどでした。それらは木を伐採するのに絶大な威力を発揮

しました。また、たとえ割れて破片になってしまっても、

一辺を砥石で磨き刃をつけ、ノミや小型の斧として再利用

されました（写真②）。 

こうした工夫は弥生時代の石器にもみられるもので、倭人

が考え出したリサイクル方法といえます。鋳造された鉄斧

は炭素をたくさん含むために堅い反面、衝撃に弱くて壊れ

やすい特徴があり、これを補うために表面の炭素を減らし

て柔軟性を持たせる”脱炭処理を施していました。青谷上

寺地遺跡の鋳造鉄斧を分析したところ、やはり表面に脱炭 

処理を施した痕跡がみられました（写真③）。初期の鉄器使 

用を可能にしたのは先進地・中国の高度な技術と倭人の知

恵だったのです。 

      
二つの交易ルート 

破片となった鋳造鉄斧を再利用するかたわら、約２０００年前には青谷上寺地遺跡で鉄器が

製作され始めました。あらかじめ用意された棒状・板状の鉄素材を炉で熱して軟らかくし、

打ち延ばしたり、切ったり曲げたりする鍛造という方法で小型の斧などを製作したようです。

弥生時代の鍛造用鉄素材は中国あるいは朝鮮半島で造られたもので、鋳造鉄斧も含め日本海

を通じた北部九州との交易によって入手したほか、石器石材とともに瀬戸内地方からも入手

していたようです。青谷上寺地遺跡の朝鮮半島製板状鉄斧（写真④）とよく似た鉄斧が、伯

耆町・永山馬籠遺跡など山間部を抜ける交通の要衝にある集落遺跡でも出土しており、当

時は鉄を入手する２つの交易ルートがあったと考えられます。 

 

写真② 鋳造鉄斧と破片の 

再利用品（青谷上寺地遺跡） 

写真③ 鋳造鉄斧の断面 

（銀色に輝く鉄の周囲にみら 

れる黒灰色の膜状の部分が

脱炭層・青谷上寺地遺跡） 

写真① 山陰最古級の鉄器 

（鋳造鉄斧破片・青谷上寺地遺跡）

写真④ 朝鮮半島製鉄斧

（青谷上寺地遺跡） 
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山陰弥生社会と独自の鉄器文化 

 少し遅れて、丘陵上に集落を営む妻木晩田遺跡でも鉄器を製作するようになります。 

交易で得た外国産素材から作られた地元製品と、九州から運ばれた製品、そして少数の外

国製品という鉄器の組み合わせは青谷上寺地遺跡も同じで、両集落が最盛期を迎える頃（約

１８００年前）には、他に例を見ないほど多数の鉄器を保有するまでになります（写真⑤）。

同じ頃、朝鮮半島で鉄器の生産がさらに活発となって倭国内での鉄器の流通量が増え、鉄

の効用が広く知られるようになったことで、木製農工具の多くに鉄製の刃が付けられまし

た。その結果、日本海沿岸ルートの交易の比重が大きくなり、山陰は周辺地域との関わり

を深めていきました。特に北陸は鉄と交換する玉材の産地であり、高杯に代表される木製

容器や鉄器・玉の製作技術に共通点が見られることから、強いつながりがあったことがう

かがえます。当時のリーダーには次第に高まる鉄の需要を満たすだけの供給量を確保する

ことが求められましたが、北部九州を窓口とする交易だけでは十分な量は賄えなかったこ

とでしょう。 

そのため、北部九州を仲介しない朝鮮半島との交易を試み、鉄器を獲得しようとした

と考えられます。 青谷上寺地遺跡の大型鉄斧（写真④上）や妻木晩田遺跡の踏み鋤

(土堀具)など、北部九州でも出土していない朝鮮半島製鉄器がみられ、大刀などの大

型武器が日本海沿岸地域の王墓に副葬されることも朝鮮半島との交易を示している

のでないでしょうか。「とっとり弥生の王国」には潟湖という天然の良港が点在し、

それを最大限に活かした交易が独自の鉄器文化を生み出していたのです。 

 

  とっとりネット「とっとり弥生の王国の謎をさぐる」 

http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=32826 

文＝高尾浩司（鳥取県埋蔵文化財センター）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真⑤ 鉄製農工具（妻木晩田遺跡）

青谷上寺地遺跡復元鉄器 

（愛媛大学・村上恭通教授製作）



西播磨 古墳時代後期末の鍛冶炉跡 有年 牟礼・井田遺跡を訪ねる 

初期大和王権の成立に大きな役割を演じた西播磨から出土した鍛冶遺跡   

赤穂市 有年牟礼・井田遺跡 2011.2.11. 

 

2011.2.8. NHK の 18 時兵庫県のローカルニュースで、 

「兵庫県西部の赤穂市の北部の弥生時代中期から古墳時代後

期にかけての集落跡「有年牟礼・井田遺跡」で、 

古墳時代末期の鉄器工房と見られる比較的規模の大きい鍛

冶炉跡が見つかった 」 と報じ、 

鍛冶炉の炉床と推定される楕円形の高熱焼土部や黒い炭や赤茶

けた焼土が集積したこれらの廃棄場所の映像が映し出された。 

周辺部からは 鉄片や鞴の羽口片も出土したという。 

「やっぱり 西播磨で製鉄関連遺跡が出た」とうれしくなりました。 

 

「東西の瀬戸内海路と山陰日本海諸国と瀬戸内戸を南北に結ぶ

クロスポイント」に位置し、初期大和王権の成立に 

大きな役割を演じた西播磨。その勢力の源泉はいったい何なの

だろうか?? 

重要交易路の結節点というだけではなく、ほかに何かある。  

それは やっぱり「鉄」ではないか・・・・と何度か 西播磨

の古い古墳群周辺を訪ねてきました。 

綾部山古墳群・権現山古墳群・養久山古墳群など西播磨の瀬戸

内海岸に近い丘陵には綾部山古墳群・権現山古墳群・養久山古

墳群など初期大和と関係深いとみられる豪族たちの王墓である

初期期古墳群が数多くあり、その中には 初期前方後円墳や中

国鏡や三角縁神獣鏡が出土した初期古墳もある。  

また、千種川河口の赤穂市坂越は渡来の技術集団秦氏の古い進出地。「鉄の道」で大陸と大和とつながっている。 

「この地には「鉄」資源があるのではないか」「きっと 古い鉄関連遺跡が出土するに 

違いない」と。 

「有年牟礼・井田遺跡」とは どこだろうか???   

インターネット検索ですぐに調べると、相生の西側で海岸線沿い

を走る赤穂線を分岐して、山陽本線が丘陵地の中に分け入った

ところに「赤穂市 有年」がある。兵庫県の西の端 岡山と兵庫の

県境近く 相生市の市街地の西の丘陵地南と北を山々に挟まれ

た狭い平地を東から西へ矢野川が流れ、 すぐ南を山陽線・国

道2 号線が山に沿って走る。   

「有年 牟礼・井田遺跡」はJR有年駅のすぐ東側 南の丘陵地の

山裾が迫る崖の上を山陽本線が走る線路沿い北側の畑地にあ

り、北側には 奥の丘陵地へ向かって 集落と田園地が点在す

2. 
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るなだらかな傾斜地が伸びている。 

かつての矢野川の川岸にあり、「2 月11 日の午後に今回の発掘調査の現地説明会がある」と知れる。 

 

       

 

 

「有年」の地名は知っていましたが、この地を歩いたことはなく、調べて

みると この地は弥生時代から開けた地で、数々の古代遺跡がこの平

地部や北側の丘陵に点在しているのにびっくり。 

特に この遺跡の西側 矢野川が千種川に合流する川岸には弥生時代

後期 前方後円墳の祖形と言われる墳丘墓が出土した有年 原・田中遺

跡がある。 

また、この遺跡の北側の山裾への傾斜地には 弥生時代の集落が広が

り、その奥の山にはこの集落と関連するとみられる6世紀後半の古墳群 

塚山古墳群など数多くの古墳群がある。 

 

「 長年抱いてきた西播磨の勢力の源泉を解き明かしてくれる「古墳時代の鍛冶工房」かもしれない。 

  南の山の向こう瀬戸内海岸は 渡来の職能集団 秦氏の進出地 赤穂市坂越。 この有年にも渡来人の痕跡はないか 

  是非とも 現地説明会に行こう。  」と。 

 

【参考資料】 

1.【和鉄の道】 古代 神戸の「鉄」を訪ねて 神戸にも製鉄遺跡があった   「二宮製鉄遺跡」と「求女塚古墳」 

    http://buffalonas.com/mutsu/www/dock/iron/7iron01.pdf 

2.【風来坊】 西播磨 歴史の町に春を訪ねる  西播磨綾部山梅林と江戸の町並みが残る坂越港 

       http://1buffalonas.com/mutsu/www/dock/walk/10walk01.pdf 

    3. 有年牟礼・井田遺跡 現地説明会 資料 2011.2.11. 

       http://www.hyogo-koukohaku.jp/excavation/p6krdf0000001nst-att/p6krdf0000001ntx.pdf 

 

  

  

この矢野川はこの有年で 蛇行を繰り返し、現在の矢野川は 牟礼・井田遺跡の東端で北にカーブして 遺跡の北側 丘陵

地の上を横切って東へ流れ下ってゆく。 今回の発掘調査は 山裾の狭い崖の上を走る国道 2 号線を崖下におろして拡幅

する工事に先立つ遺跡調査であったという。 



1. 赤穂市有年 牟礼・井田遺跡walk   2011.2.11. 

 

2月11日 神戸の朝は大雪。 いくらなんでも今日は言説

ないだろうと念のため、確かめの電話を入れると 西播

磨は天気も回復し、遺跡の周辺も全く雪もなく、予定通り

現地説明会があるという。もう 西播磨と神戸では全く天

候も違う。 

あわてて 11 時過ぎの新快速・快速と乗り継いで、相生

発糸崎行の電車に飛び乗る。 赤穂から左手海岸沿いを

行く、赤穂線の電車を眺めながら、相生の市街地を抜け

るとすぐ電車は 岡山との県境の山岳地帯の入口にあた

る丘陵地の間に入ってゆく。 

  

地図を見ると 南北両側に小さな山並みが連なる幅の狭

い平地部が西の千種川が流れ下る谷筋へ伸びており、 

この狭い平地の底中央を矢野川が流れ下り、この南北を    西播磨の地図 相生から真直ぐ西へ山の間に入ったところが「有年」 

山々で隔てられた狭い平地部の両側傾斜地に点々と田園と集落が点在。 

また、南側山際の一段高いところを国道2 号線と山陽線が岡山へ走り抜ける。                     

この矢野川が西の千種川に合流するまでの東

西に延びる丘陵地が有年である。 西の千種

川との合流点を上へ遡れば 上郡から佐用を

通って中国山地 南へ下ると赤穂。 そのまま 

西へ山中を船坂峠を越えると岡山県備前・和気

へと抜けてゆく。 

あまり 気には留めていませんでしたが、この

「有年」は千種川左岸 瀬戸内と山陰 そして山

陽道の結節点 弥生時代から開けたところで、

弥生後期から古墳時代にかけて 矢野川の北

側の緩やかな傾斜地や山裾には数多くの初期

古墳群があり、吉備と大和を結ぶ西播磨の重

要ポイントとの側面を見せる。 有年周辺の地形と有年地域にある遺跡分布 

西播磨初の古墳時代末の鍛冶工房跡が出土した有年牟礼・井田遺跡 現地説明会 2011.2.11.午後
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相生駅を出て 約 5 分 山間に広がる田園の風景を眺めていると 北側線路沿いの畑の一角にブルドーザーと整地残土の山と共に

横にテントが張られた発掘調査地が見え、これが「有年 牟礼・井田遺跡」。電車はスピードを緩め、有年駅に停車。神戸から約 1 時

間半12時30分到着。 13時30分から現地説明会があるので、もっと沢山人が下りるかと思いましたが、京阪神からはちょっと離れ

たところで鍛冶遺跡では人気がないのか、有年駅では数人がばらっと下車。 

駅前に有年の地域案内板があるのですが、よく判らず。一緒に降りたおばちゃんが 「駅前の国道を戻って 途中踏切を渡るのが一

番早い」と教えてくれる。 周囲を山で囲まれてはいるが、南側の山裾の一段上にある駅から見る北側には奥行きのある傾斜地に

田園が広がり東西に延びる平地部も長いので閉塞感はない。明るい平地が広がる山合いの感じの場所である。 

   

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

山陽線が有年駅に入るすぐ手前線路際に有年 牟礼・井田遺跡が見える    有年駅[上:東 相生側 下;西 上郡側] 

国道2号線に出て、東へ少し戻る。 国道2号線というと片側2車線が標準と思っていましたが、ここでは南側を山腹 北側

を崖になった傾斜地に阻まれた狭い地形で拡幅

の余地がなく、今回この国道を並行する山陽線

の北側の平地部に移す工事が計画され、その道

路部にあたる牟礼・井田遺跡の発掘調査が平成

19年から進められてきた。 

今までの調査で北側奥から南側 かつての矢野

川の岸まで広がる緩やかな傾斜地に弥生中期後

半の集落遺跡跡があり、屋根の上に土がかぶせ

られた土屋根の焼失竪穴 住居2棟が見つかる

など貴重な弥生中期後半の集落跡や古墳時代前

期の集落遺跡であることが分かった。 

今回は一番南側の川岸 集落のはずれ部にあた  牟礼・井田遺跡の南側山際を走る国道2号線 すぐ下を山陽本線が並行する 

る場所の 調査で、弥生中期後半の集落跡に加え、古墳時代の前期・後期の集落跡とその時代を示す遺物が数多く見つかった。  

 

          有年 牟礼・井田遺跡の今回の調査区域(左)と発掘された遺構概略図  現地説明会資料より 

その中で、今回の調査区西側の一角の田圃耕土から約４０センチ掘り下げた地層で炉底とみられる直径約４０センチの焼土面や広範



囲の焼土・炭集積部や多数の土器が見つかった。 また、この区画の中 半径１０メートル以内で掘立柱建物跡と考えられる柱穴列、

鉄滓も出土。また、２０メートルほど離れたところからは炉に空気を送り込む「ふいご」の羽口片も発見され、土器片などから 古墳時

代後期の鍛冶工房に関連する建物跡の可能性が高いという。 西播磨で古墳時代の鍛冶工房の出土は初めてである。 

                                               ( 2011.2.11 現地説明会資料より まとめ) 

左手遠くに遺跡を眺めながら国道を東へ少し歩くと国道から左の平地に降りる道があり、踏切が見えている。 

この道を下りて 踏切を渡ると東西に広い耕作地がひろがっており、この耕作地から北側一帯が有年牟礼・井田遺跡である。 

右手相生側 線路沿いのところが今回の遺跡調査区。区画の端の残土の上にブルドーザが見え、そのブルドーザと山陽本線の間

が発掘調査された部分で、調査区のグランシートが取り外され、出土した遺構の横に遺構名を示す看板が立てられ、今日の現地説

明会の準備がされている。 

 

西側から 有年牟礼・井田遺跡 現地説明会の準備がされた今回の調査区を眺める 2011.2.11.  

田圃のあぜ道を歩いて 遺跡の前に出ると現地説明会の受付テントが設けられ、その横に今回の発掘の概要が写真パネル展示さ

れている。 まだ 1 時前で人もまばら。受付で現地説明会の資料をもらう。 北側奥には両側をこちらへ枝尾根を張り出した小さな

山があり、この二つの枝尾根に挟まれた傾斜地に田畑や集落がこの遺跡まで広がり、この傾斜地を横切って 東西に流れる現在の

矢野川の土手が見える。 言説の資料によればこの矢野川までの広い範囲が牟礼・井田遺跡である。 

 

 

 

現地説明会の準備の整った有年 牟礼・井田遺跡の南側から北側を眺める 

遺跡の北側小高い山までのなだらかな斜面に集落や田畑が広がり その中央部を現在の矢野川土手が横切っている 



発掘調査された調査区は平地の田圃の中にあり、遺跡の端に立っても全体がつかみにくい。 

現地説明会がはじまるまで、まだ時間があるので、東側に高く積み上げられた残土の上に登って、もらった現地説明会資料と突き合

わせながら 遺跡の概要を頭に入れる。 

 

  

   有年 牟礼・井田遺跡 今回の調査区全景とその概要  2011.2.11. 

南側すぐ上を山陽本線が並行して 東西に

延びる今回の調査区は国道2号線付け替えで

道路になるところ。 

後の現地説明で聞いた話では 矢野川は何

度もこの周辺で氾濫し、水路を変更。 

線路側半分斜めに水がたまっている部分は

平安時代の河川跡で、右側の端を斜めに弥生

時代の小河川跡が露出していると。 

そして 調査区の北側から緩やかな斜面で

この川岸まで 弥生時代中期の集落があり、

写真上方に古墳時代の集落跡の東端がみつ

かり、そこに鍛冶工房が出土。 

この調査区の更に西側未調査部にさらに古

墳時代の集落跡が眠っており、この部分の調

査が進まないと今回の鍛冶工房跡の性格も

確定できないという。 

また、写真に写ってはいないが、写真右側北

側奥の山にはこの遺跡の時代の古墳群(塚山

古墳群・木虎谷古墳群)が眠っているという。



残土の上から見ると この「有年」の地も 他の古代豪族の本拠地とよく似通っていることがわかる。 

ぐるりとまわりを見渡すと 四方をなだらかな山に囲まれ、東西にこの地の入口があり、東の口をでると広大な西播磨の平野部 

西の入り口には中国山地から瀬戸内海に流れ下る千種川で、川を下ればすぐ瀬戸内 川を遡れば奥播磨から美作・山陰へと続く。 

北から南へなだらかに傾斜する平地が南側の山裾を東口から西口へ流れ下る矢野川の川岸までひろがり、その時代時代の集落が

営まれ、背後の山腹には 古墳時代 ここに住んだ人たちの古墳群が営まれている。 

 

やっぱり この地は西播磨の豪族が拠を構えた地だろうか  南の山の向こうは 古代の職能渡来集団 秦氏の進出地  

渡来人と関係していないだろうか   この地は「古代の鉄の道」につながっているのだろうか… 

「大和王権の成立に大きな役割をはたした西播磨 その源泉はなにか」 この地もそんな西播磨の拠点  

そして それには「鉄」が絡んでいるのか・・・・・ ますます 夢が膨らむ。 

  2. 有年 牟礼・井田遺跡 現地説明会  2011.2.11. 

午後1 時30 分 参加者は約30 名ばかり。  

有年牟礼・井田遺跡発掘調査の直接担当の兵庫県立考古博物館 岸本一宏学芸員の案内解説で 調査区内の遺構のすぐそばまで

立ち入っての現地説明会が始まった。 きさくな解説に 色々質問が飛び、丁寧に解説いただいて楽しい現地説明会でした。 

   

有年牟礼・井田遺跡発掘調査の直接担当の兵庫県立考古博物館 岸本一宏学芸員の案内・解説で現地説明会 2011.2.11. 

 

   

弥生時代中期の小河川跡と弥生の土器集積出土地から奥 古墳時代の鍛冶工房跡出土地 

弥生中期の土器群 
弥生時代中期の小河川跡 

中西睦夫
四角形



 

調査区の南西端で出土した鍛冶工房跡 古墳時代後期集落跡の東端とみられる 

 

 

 

 

 

 

 

  

              出土した鍛冶炉跡                        出土した鍛冶関連の遺物     

 鍛冶炉跡は 黄白の高温に焼き締められた部分 赤茶けた色の部分がみられるが、 「鍛冶炉そ

のものは すでに削り取られていて、炉の構造の詳細はよく判らない。  

また、この地域の北側山腹にほぼ同時代の塚山古墳群があり、おそらくこの人たちがこの鍛冶工房

をいとなんだのであろう  」と。  

 また、一番興味のあったこの人たちと渡来や大和の職能集団との関係はよく判らなかった 

「一部 朝鮮半島系の遺物も出ていることは出ているが、はっきりしていない」と。 

赤茶けた焼土や黒い炭が集積 廃棄場所 また 奥に楕円形に硬く焼しめられ田場所があり炉跡とみられる 

この区域からは鍛冶炉跡 炭・焼土の廃棄場所跡  建物跡とみられる柱穴穴を伴う平坦面 なと゜の遺構とともに鉄滓・鍛造

剥片 周辺部から 鞴羽口片がみつかり、 古墳時代後期末(6 世紀末頃)の鍛冶工房跡とみられる。 

また、「これらの遺構は今回の調査区の更に西側の未調査区につながっているとみられ、ここに古墳時代後期の集落中心部

があるとみられる。 この鍛冶工房も この集落の「村の鍛冶屋」なのか もっと規模の大きなものなのか さらなる調査に待

たないと何にも言えない」と。 



3. 古墳時代後期末の鍛冶工房跡が出土した赤穂市有年 を歩いて 

 
遺跡の中を歩きながらの約1 時間 ほどの現地説明会。 知らなかった「有年」の昔を知ることができました。 

弥生時代から開けた歴史ある場所。兵庫県に居ながら しかも 何度も通ったことがありながら まったく知りませんでした。  

綾部山古墳群や権現山古墳群などにみる古墳時代 西播磨が初期大和王権成立に大きな役割を果たしたと知って、 

そもそも なぜ この地の首長たちが 大和王権と結ぶほどの勢力をのばしたのか・・・・ 播磨には 西播磨より もっと広大な播磨

平野中心部があるのに・・・・・と 不思議がったのが始まり。 

淡路島で弥生時代後半の大規模な鍛冶工房跡が出土し、この位置づけをめぐって ますます 播磨の重要性がクローズアップ。 

播磨の勢力の源に「鉄・金属」資源があるではないか 播磨には渡来技能集団の痕跡もあるし、播磨の奥の中国山地は古代からの

大製鉄地帯。 また、中国山地まで行かずとも播磨の北には銅など金属資源が出る。 

綾部山など西播磨にも金属資源・「鉄」があったのではないか・・・・・  

その「鉄」が西播磨の首長の勢力拡大のひとつのキー 

そんな夢を描いて 西播磨を眺めていた時に この赤穂市有年 で鍛冶工房出土。 

残念ながら まだ この鍛冶工房がどんな性格の鍛冶工房なのか また 上記したような「鉄のロマン」を秘めた遺跡なのかよく

判らない。  現地説明の岸本さんは「今のところ村の鍛冶屋ではないか・・・・」と。 五斗長垣内遺跡の鍛冶工房遺跡でも 同じ

ことが言われたのですが、それなら もっと各地で鍛冶工房跡が出土してもよさそうなものとも思っています。 

また、この有年 牟礼・井田遺跡で鍛冶工房が営まれたこの時代は大和王権がしっかり確立し、日本でも製鉄が始まり、鉄素材

が広く流通した時代になっていただろう。 その素材はどこから来たのか…・ 千種川を下ってきたのだろうか・・・ 

西播磨の地で古墳時代後期末に出土した初めての鍛冶工房 しかも その地は西播磨の初期古墳群が集積する「有年」の地。 

これからどんな展開が出てくるのか 「鉄のロマンを秘めた鍛冶工房跡」の出土である。 

現地説明の後 北側の古墳群のある山にまで 行きたかったのですが、地図もなく 時間もおそく 古墳群を見ることはできません

でしたが、 遺跡の北を流れる現在の矢野川の土手に立って 遺跡を見ながら 西播磨のロマンに思いをはせました。 

鍛冶工房跡の遺構につながる西側未調査部分の発掘で どんな展開がみられるのか 楽しみ。 

夕日に染まる牟礼・井田遺跡をながめながら 矢野川の土手を JR 有年駅へ 

久しぶりの現地説明会 「鉄のロマン」に浸りながらの一日でした。 

                  2011.2.11. 赤穂市 有年  矢野川の土手より 夕暮れの牟礼・井田遺跡を眺めながら 

                                          By Mutsu Nakanishi 

 

 
 



  参考1  初期古墳群数多く分布する播磨の古墳分布図と古墳時代の幕開けに大きな役割を演じた播磨 

 

               播磨の古墳分布図と古墳時代の幕開けに大きな役割を演じた播磨 

       

                   古墳時代後期末の鍛冶工房が出土した「有年」と周辺西播磨の古墳群 

 
「有年」と周辺の遺跡群    弥生時代中期から古墳時代にかけての集落遺跡群・初期古墳群が集まっている 
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参考2    【有年 牟礼・井田遺跡 現地説明会 現地展示パネル】  2011.2.11. 

一部 現地説明会に参加して撮った写真を加えています 

二部  
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参考 3.       【 有年 牟礼・井田遺跡 現地説明会資料 】 2011.2.11. 
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    鍛冶神大己貴命の伝説の地「神出」   渡来鍛冶技能集団の進出地の伝承も 

その東西に秀麗な姿を見せる神奈備山 雌岡山・雄岡山 Walk 

                       神戸市西区神出 2011.3.11.  

 
    古代伝説の地「神出」集落の信仰の山 雌岡山と雄岡山 渡来鍛冶技能集団の伝承があると知りました 

子午線が走る明石の街をまっすぐ北へ約 10km

の明石平野の北の端 西神戸の丘陵地「神出」

に 美しい三角形状をしたほぼ同じ高さの二つ

の山 雌岡山(標高 249m) 雄岡山(標高 241m) 

が東西に並ぶ。  

「神出」の地名が示す通り、古代から開けた伝

説の地で この二つの山はこの地の神奈備山。     

特に西側の雌岡山の山頂は日本標準時東経 135

度の子午線が通り、古代鍛冶神「スサノオ」「大

己貴(スサノオの子 大国主命)」を祭るこの地

の守り神「神出神社」がある。 

子午線に並行して 明石と福知山をつなぐ国

道175号線を北へまっすぐ北へ明石平野を突き

切った位置で、東側にある西神ニュータウンの

北東数キロのところで、自宅から西の播州や北

の丹波へ行くときに いつも見かける山である。 

 「神出」の地名の由来は神代のころ、大己貴

命（おおなむちのみこと＝オオクニヌシノミコ

ト）が、雌岡山上に天降りして、ここで百八十

一柱の神々を生んだので、この地を「神出」と

いうようになったと伝えられている。 

また、この地域一帯は、平安時代から鎌倉時代にかけて、須恵器生産が盛んに行われ、現在約１００基余りの窯跡の存在が確

認されており、「神出窯跡群」と呼ばれ、製作された須恵器は各地に送られ、東北から九州にまで分布しているという。 

 

春が近づくと毎年北播磨の佐用に「カタクリ」の花を見に行くのですが、「今年はどうか?」とインターネットをしらべてい

たら、偶然すぐ近くの雌岡山の南西山腹の斜面で「カタクリ」栽培して、春には花を咲かしている人たちがいることを知り、

びっくり。この山にはカタクリが群生していて、春 カタクリが花を咲かせると 集落の娘たちが カタクリの花見を兼ねて

この山中にあるお宮(裸石神社・姫石神社)にお参りしたという。 

また、この雌岡山には人工的に掘られた穴が多く、雄岡山の東側押部谷に進出した渡来鍛冶技術集団忍海氏が開発した山で、

「金出」＝神出となったという説もあり、神出では平安時代「罐子（かんす）」と云う茶釜を作っていたという。 

この神出のすぐ北に「金物の街 三木」があり、「神出窯跡群」が出土したときに ひょっとして 「たたらの郷?」ではな

いかと山麓を歩いたこともあったのですが、そのまま忘れていました。 

「やっぱり 鍛冶伝承のある郷だったのですね」 

雌岡山 
雄岡山 

3. 
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いつでも登れる低い山。いつでも行けると山麓は何度も遠めのですが、山の中にはいったことなし。 

まだ ちょっと時期は早く「カタクリの花」は咲いていないでしょうが、その栽培地をたしかめがてら、鍛冶の郷の痕跡を探

そうとやっと暖かくなった3月11日の午後 古代伝承の地「神出」雌岡山・雄岡山walkにでかけました。 

 ( walkを終え 神戸の農業公園の丘に座って 二つ並んだ雌岡山・雄岡山を眺めている時に、家内からの携帯電話で 

   東北関東大震災のニュースを聞き あわてて 家に帰ってきました) 

 

【 参考 】 1. 古代伝承の地「神出」 雌岡山・雄岡山伝承  

 

神出南から眺めた雌岡山と雄岡山  2011.3.11. 

     

1-1. 「神出」の由来となった雌岡山とその山中にある裸石神社・姫石神社 

神代のころ、大己貴命が、三角錐の秀麗な山 雌岡山上に天降りして、ここで百八

十一柱の神々を生んだので、この地を神出というようになったと伝えられ、そして、 

後に雌岡山の頂上には素盞嗚尊、奇稲田姫命大己貴命が祀られて神出神社がと

なった  。また 下記の異説も伝承されている。 

■ 神出神社の社伝 

素盞嗚尊、奇稲田姫命がここに降臨遇会し、両神  

は薬草を採取し住民の病苦を救い、禁厭（まじない）を教えて災厄を祓い農  

耕を指導奨励された。 また、二神の間に多くの神々が生まれたが、大己 

貴命がこの地で誕生されたことから、この地を「神出」という。 大同4 年平 

城天皇諸国を巡幸の際にこの地に立ち寄られ、 神代の古事をしのび、三 

柱の神を勧請祭祀されたのが「神出神社」の起こりであるという。 

神出神社 祭神は素戔嗚命・奇稲田姫命・大己貴命

大同４年(８０９年) 平城天皇の勧請により建立 
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■ 渡来の鍛冶集団忍海部造がこの地を開発 「金出」＝神出となったという説 

雌岡山は人工的に掘られた穴が多く、忍海部造の採鉱冶金族が開発した山で、「金出」＝神出となったという説もある。 

  ( 雄岡山の東側の谷押部谷は大和葛城山麓の渡来鍛冶技術集団忍海氏の進出地との伝承があり、 

押部谷の地名もこの「忍海」に由来するという。) 

また、この地域一帯は、平安時代から鎌倉時代にかけて、須恵器生産が盛んに行われていました。 

現在約１００基余りの窯跡の存在が確認されており、「神出窯跡群」と呼ばれている。 

「神出窯跡群」で製作された須恵器は各地に送られ、東北から九州にまで分布しているという。 

1-2 雌岡山 山中 縁結びの神様 裸石神社と姫石神社 

景行天皇の頃、九州の熊襲を討伐しょうと、大和を出発した日本武尊がこの

あたりに来た時、雌岡山に立ち寄った。山上で勝利を祈り、「スサノオノ神

よ。無事に熊襲を討ち取ることができるなら、この石を羽根のように軽く飛

ばせて下さい」と、一つの石を蹴った。すると、大きな石が羽根のように高々

と舞い上がり、落ちてくるときはガラガラッと雷鳴のような響きをあげた。

そこで人々は、それを雷鳴石と呼んでいたが、いつしかライ石（裸石）と呼

ぶようになった。これが、裸石（らいせき）神社の始まりである。 

 裸石神社のすぐ横の山腹におおきな岩が御神体の姫石神社がある。 

見ようによっては女性自身にみえるので「姫石」という。 

裸石・姫石神社は雌岡山の中腹にあり、いずれも雌岡山の奇岩(磐座)が御神   姫石神社の御神体 姫石 磐座か? 

体で、赤石伝説や神出伝説とも結びついてこの神出の縁結びの神様として 今も親しまれている。   

  

裸石神社                   姫石神社 

1-3.  「 赤石伝説 - 明石の地名由来 -」 雄岡山・雌岡山 

その昔、雄岡山と雌岡山は、遠くから眺めると子牛の角のように見えたことから、男牛（おご）、女牛（めご）と言われていた。 

それが、雄子尾、雌子尾となり、やがて雄岡（おっこ）と雌岡（めっこ）になったといわれる。 

神話によると、雄岡と雌岡は夫婦の神で、男神の雄岡が小豆島の美人神に惚れたことから、妻が止めるのもきかず鹿に乗り会いに

行った。その途中、淡路の漁師に弓を撃たれ、男神と鹿は共に海に沈んでしまった。すると、鹿はたちまち赤い石になり、ここから

「赤石」→「明石」となり明石の名称の起こりとも言われている。昔は、雌岡山の神出神社から小豆島が見わたせたといわれる。 

1-4. 雄岡山・雌岡山の高さ比べと金棒池の伝承 

その昔、雄岡山と雌岡山が、金棒を芯にして土を盛って高さ比べをしていたところ 

雄岡山の金棒が折れて、二つの山の間にささり、その跡が金棒池になった。その

ため、雄岡山（標高２４１ｍ）の方が雌岡山（標高２４９ｍ）より８ｍ低くなった。 

1-5. 弁慶と金棒池 

雄岡山と雌岡山を庭の築山にしようと考えた弁慶は、二つの山の間に立ち、

持っていた金棒の両端を雄岡山と雌岡山に突き刺して持ち上げようとした。

金棒は、弁慶の肩の上でしなり、ついに折れてしまった。この時、金棒の落

ちた跡に水がたまったのが金棒池である。池の中には小さな二つの古墳が

あるが、これは弁慶の足跡だといわれている。 



2. 神出古窯跡群   古代では日太最大の巨大窯発見! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市西区神出(かんで)町で、国道175 号神出バイパス建設に伴い発掘調査を行い、100 基を超える古い窯跡が出土した。 

この辺り一帯は、神出古窯址群と呼ばれ、平安時代末～鎌倉時代の須恵器や瓦の一大生産地。 

長さ 13m、幅3m の大きな窯もみつかり、大窯の規模は、古代の須恵器窯としては、日本最大級。  

また、神出古窯址群中、最古の窯も発見され、同古窯址群のルーツをたどる大きな手がかりとなっている。  

 

備前焼・丹波焼などの中世六古窯とともに、我が国の中世窯業を代表する生産地の一つで、恵器（すえき）と呼ばれる土器、そして

瓦が生産された。 

東播系中世須恵器」とも呼ばれる須恵器の鉢は鎌倉時代にかけて大量に生産され、関東から九州に至る広い範囲に流通し、各地で

料理に使われた。 また、瓦の方は、平安京の寺院からの注文だったようで、京都の鳥羽離宮や、東寺、尊勝寺などの屋根を飾って

いたことが、発掘調査で確かめられている。 

 

   

   

神出窯跡群の発掘調査 と出土した須恵器・瓦 
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2. 鍛冶神 大己貴命の伝説の地「神出」の神奈備山 雌岡山・雄岡山 Walk 

                                                    2011.3.11. 

 

              摂津/播州国境 須磨 旗振山から眺めた 神出 雌岡山・雄岡山 

3月11日 暖かい午後 まだ カタクリの花は咲いていないが、雌岡山の自生地をと雌岡山・雄岡山の登り口を確認しようと

出かける。明石から北へまっすぐ三木へ伸びる国道275号線の傍で何度も通ったところであるが、いつでも行けると登ったこ

とはない。 神戸の市街地の北側 西神戸の丘陵地の新しく開かれた住宅地を縫って西へ走るバイパスを約 20 分ほど原付で

走って、国道175号線とぶつかったところが 神出集落。 いつも見慣れた景色で、気にもとめていませんでしたが、古代か

らの信仰の山・神奈備山と知って 改めて 雌岡山・雄岡山がほぼ同じ高さ・形で二つ並んでなだらかな裾野を左右に広げて

いるのを見ると本当に神々しく見えてくる。 この優美な姿は海岸沿いの須磨・明石からも見え、西からの播磨/摂津国境越

えの目印にもなったに違いない。 

もともとは「この雌岡山山腹にカタクリの花の自生地がある」と知って調らべる中、この地が古代製鉄関連地の可能性が

あると知って、その痕跡も是非探してみたいと。「神出」が古代から開けた地であることはよく知っていましたが、その

伝説が鍛冶神 オオナムチ・スサノウの出雲の神と関連していることを知ったのは最近。 

雌岡山・雄岡山のすぐ東 丘陵地の間を明石川が流れ下る平地が渡来の鍛冶集団忍海氏の進出地。この神出のすぐ北隣は

「金物の街・三木」である。 

「この雌岡山・雄岡山の山麓は古代の産鉄・鍛冶集団にとって魅力ある土地であったに違いない。  

カタクリは氷河期の生き残りであり、北播磨の和鉄関連地 佐用・三日月にもカタクリの花が毎年春を告げる。 

この雌岡山のカタクリも そんな産鉄地の痕跡かもしれない。山にはまだ産鉄地の痕跡があるに違いないと。 

西神戸ニュータウンを抜けて丘陵地を西へ続くバイパスが丘陵地を抜けたところで、明石から北へ登ってきた国道175号線と

ぶつかる。(田井南) 眼前には播磨平野の東の端 広々と明石平野の田園地が広がっている。 この十字路を北に曲がったと

ころが「神出」の集落。 国道の西側には広々と田園地 東側には雌岡山から雄岡山の丘陵地が続き、この山裾を取り囲む形

で「神出」の集落がある。 「京都に田舎あり」というが、「神戸にも 田舎あり」といった田園地帯の小さな集落で、この

集落の中を福知山へ向かって縦に兵庫県を貫く大動脈国道 175 号線が走り抜ける。(瀬戸内と日本海を結ぶ日本で一番低い分

水嶺氷上回廊を結ぶ道である。) 

 田井南交差点から北へ 道に沿って両側に神出の街が広がり、右手に雌岡山がまじかに見える。間もなく雌岡山の山裾がす

ぐそばになって、老ノ口の信号。この辺りが、神出集落の中心地で、右へ雌岡山の南山裾の高台を東の雄岡山から押部谷へつ

ながるかつての幹道が伸びている。もっと狭い道と思っていましたが、舗装道路のいい道が整備されていて、雌岡山・雄岡山

へはこの道を行く。 また この辺りから北側一帯が国道175号線の改良工事で出土した神出古窯群の遺跡が点在する場所で

ある。  

   
  国道175号田井南交差点(東より)  国道175号田井南交差点(南より)   老ノ口周辺より北 右に雌岡山 

Google Map ストリートビューより 国道175号線 神出集落 
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老の口から、東へ雌岡山の南山裾に広がる集落の中を抜け、どこかに登り口はないかと原付を走らせる。道の反対側下にはいくつ

かため池が点在する広大な田園地が広がっている。 神出中学の下を抜けると雌岡山の山腹が道脇にせまり、大きな石の鳥居の

ある神出神社の参道横に出て、舗装された参詣道が山を登ってゆく。  ここから山へ登れる。 

   

見逃した神出中学東門にある子午線標識  雌岡山の登り口 神出神社石の鳥居前  鳥居前にある雌岡山の案内板 

 

山が小さいので 国土地理院の地図では 様子がよく判らなかったの

ですが、すぐ横に雌岡山の案内板があり、雌岡山はよく整備された公

園になっていて、神出神社のある雌岡山頂上まで車で登れ、またしっ

かりした直登の参詣道があることが分かった。  

そのまま車道を登るのも芸がないし、20 分も登れば 頂上まで行け

そう。 「カタクリの自生地」の位置を探すことも考えて、鳥居の横の道

脇に原付を止めて歩いてゆく。 

 山腹を斜めに登る参詣道を少し上ると 直角に頂上へ向かって直登

の道が切り開き道が斜めにクロス。道脇に神出神社まで400m反対側

100m ほど行くと子午線標識の標識が立っている。 先ほど通過した

神出中学の東門から子午線上をまっすぐ神出神社・雌岡山山頂へ登る     子午線上を直登の神出神社参詣道 2011.3.11. 

直登の参詣道である。 (来る時見過ごしていましたが、神出中学東門の所の丘に子午線標識がありました) 



2.1. 整備された神出参道は「赤土」がむきだしに 古代鉄鍛冶集団がこの地にいた痕跡か 

車道と別れて この切り開かれた急な坂道を行く。 幅はひろいのですが、雑木が生い茂る山腹を切り開いて造られた山土むき出し

の急な坂道。 

 はっと気づく「道が赤い 赤土の道」。道のあ

ちこちにむき出しとなった石のかけらも赤い。

鉄分が随分含まれているのでは・・・と。 

 でも ここから北東にある丹生山の辰砂の岩

で見た赤にも近い。この赤は 鉄分なのか 辰

砂なのかよく判らないが、かなり鉱物が含まれ

ている。   

まあ 和鉄の郷の痕跡 鉄分と思いたい。 

この山の北側山腹では水晶が取れたとの話も

あり、 この雌岡山には鉱物資源があり、古代

鍛冶集団が住み着き、古代伝説を生む伝説の

郷になったのではないかと思えてくる。  

ポケットにひょいと赤い石のかけらを入れて持

ち帰ってきました。 

                               整備された参道は赤土がむきだしに 古代鉄鍛冶集団がこの地にいた痕跡か 

  

雌岡山の神出神社への直登参道で見つけた赤い土と石のかけら  2011.3.11. 

 

雑木林に包まれた赤土の参道 子午線の上をまっすぐ歩いて頂上へ登っているんだと思いながら、約 20 分ほどのぽっゆくと

正面に石段が現れ、その上に石の鳥居。  

それをくぐると 雑木林の向こうへ続く道の奥に神出神社の境内と社殿が見え、雌岡山頂上の神出神社到着である 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         子午線上をまっすぐ登る参道 頂上部 神出神社への入口周辺   2011.3.11. 

 



2.2. 雌岡山山頂 神出神社からの明石平野展望と北側山腹にある伝説の姫石・裸石神社 

 

   雌岡山山上 神出神社境内からの南東側の大展望 左端北側に雄岡山 右 正面に明石海峡が見える 2011.3.11. 

   

  神出神社社殿 東に開ける明石平野の大展望を正面に東向いて社殿がある   2011.3.11. 

参道を登り切って雌岡山頂上部の南西端から神出神社の境内に入る。 周囲を雑木林に囲まれた雌岡山頂上 雑木林を背に展望

が開ける南東を向いて社殿が建つ。 眼下に広がる明石平野の大展望の先には 明石大橋と淡路島が春の霞の中にうっすら見え

る。  周囲をうっそうとした森に包まれた中に立派な社殿とそれが見晴らす広大な明石平野と明石海峡。 信仰の山である由縁が

よくわかる。かつては この雌岡山からは 明石から小豆島までが遠望でき、「明石」の地名由来となった「雄岡山・雌岡山」伝承が残

る。 また、社殿の直ぐ脇にはこの神出神社の由来が書かれた碑があり、出雲の三柱の鍛冶神・開拓神が祭神として祭られている。 

 雌岡山はこの地の神奈備山 眼下に広がる郷は古名「神出」がそのまま受け継がれてきた鍛冶の郷との思いがつのる。 

   

      

  雌岡山山頂 神出神社からの展望 【1】 上段: :東の雄岡山(上左)  下段 : 眼下に広がる明石平野から明石海峡  



  
     東奥に須磨海岸の旗振山から横尾山の山並み     明石海峡大橋から淡路島がうっすらと 

 雌岡山山頂 神出神社からの展望 【2】      

気楽な散歩で行けるこんなに素晴らしい明石平野の展望台が雌岡山にあるとは全く知りませんでした。 

山の展望台からはどうしても 山並み越しに平野部を見ることになるのですが、 いきなりどこまでも広がる平野部の展望 

そして その奥に明石海峡。     

神出神社境内をふくめ、雌岡山はよく整備された自然公園。 車道は北斜面側頂上すぐ下の駐車場まで続き、 そのまま東に

緩やかな山腹にひろがる梅林を経て雄岡山との鞍部 金棒池の岸に出られるようになっている。  

お勧めの静かなハイキング コースです。 

 

ゆっくりと明石平野の展望を楽しんだあと 下の鳥居から北側山腹を斜めに

登ってきた車道の終点の駐車場へ出て 山頂北側山腹にある磐座? 裸石神

社・姫石神社へ。 

この駐車場からは東の山腹を梅林へ下って行く車道(遊歩道)があるが、入口

に車止めのロープが張られていましたが、この道が地図にある金棒池へ下

る道である。このまま東へ下ると裸石神社・姫石神社や「カタクリの自生地」も

探せないので、裸石神社・姫石神社を見て 一旦 車道を鳥居まで下って、再

度 原付で登りなおして ちょうど見頃と思われる梅林へ行くことにする。 

 

駐車場から神出神社のある頂上の下を回り込むように車道を下ると車道脇

に姫石・裸石神社の大きな石柱が建ち、まっすぐ斜面を下る階段道が崖下へ

続く。 人っ子一人いない静寂と木々に包まれた山腹につけられた急な階段

道を下ってゆくと山腹にへばりついて、裸石神社の小さな社があり、そこから

少し横へトラバースしたところに石柱垣に囲まれた巨岩が祭られていて、ここ

が姫石神社である。  

どちらも 古代伝承の残るこの地の古くからの縁結びの神様で、裸石神社は

小さな社殿があるが、姫石神社には社殿がない。 

裸石神社は男性 姫石神社は女性シンボルと見立てた奇岩が御神体と聞く。 

裸石は社殿の裏から覗きこむことができました。 

 



     

                裸石神社                        姫石神社 

  

雌岡山の北山腹の山中にある奇岩が御神体の裸石・姫石神社 この地の古くからの縁結びの神様である 

 

「むかし、この地の娘たちは 春「カタクリの花」 が咲くとアワビの貝殻をもって雌岡山に登り、この裸石神社・姫石神社へお参りした

という。」 と聞きました。 とってつけたような話で 信憑性はちょっと・・・・・・。 

でも この地の守り神(神出神社)が見下ろす誰もいない静寂の山中 奇岩に込めた土着の信仰はあったに違いない。 

 

姫石神社からはそのまま南へ山腹に沿ってトラバ

ースしながら下ってゆく小道がついているが、「カ

タクリの自生地」を探したくて 再度元の車道の

ところまで戻る。南へ北側山腹を眼をキョロキョ

ロさせながら少し下ったところ、車道の上の斜面

雑木林を切り開いたところに「カタクリ」の栽培

地がありました。 

 この地に入る階段が通行止めにされていて 中

にまだ入れませんでした。 4 月上旬 可憐な花

を咲かせると聞きましたので、今年はぜひこの神

出のカタクリの花を見ようと思っています。 

       

       

雌岡山 カタクリの自生・栽培地   2011.3.11. 

 

雌岡山の北斜面に沿って南側へ   

ニイ塚(古墳?)の横を通って車道をさらに下って  

石鳥居の登山口まで 頂上から約30分ほどで、戻ってきました。        

今度は原付で車道を登って頂上を乗越して東側の山腹を梅林から金棒池へ。 

 

ニイ塚(古墳?) 



2.3. 雄岡山を見晴らす雌岡山 東山腹に広がる満開の梅林  

 

  

雄岡山を見晴らす雌岡山 東山腹に広がる満開の梅林  2011.3.11.  

   

       雄岡山            農業公園から西神         西神ニュータウンから明石 

  雌岡山東山腹梅林よりみる雄岡山から明石の眺望 2011.3.11. 

雌岡山頂上から東へなだらかな山腹をくだると満開の花が咲く梅林。その向こうに円錐形の雄岡山が実に美しい。 

山が低いので雌岡山と雄岡山の間にある伝説の金棒池は見えない。どうも開園前で満開の梅が独り占めである。 

雄岡山の方が少し低いが、この周辺からは形が整っていて 実に美しい。 

梅林を下りきったところが、金棒池の岸で金棒池側からの雌岡山登り口で、ここにも案内板がありました。

   

梅林から見る雌岡山    金棒池の民話が書かれた案内板が立つ金棒池の西端岸 2011.3.11. 



2.4. 金棒池から雄岡山頂上へ 

 

金棒池民話と金棒池から見る雌岡山と雄岡山  2011.3.11. 

雌岡山の東側登り口を外に出たところが金棒池の西端で、池の向こうに雄岡山が見える。 この岸のすぐ南側で、老ノ口から

雌岡山の南側を通って 雄岡山から押部谷へ抜ける幹線道路にでる。広い金方池の縁を雄岡山の麓へ。 

金棒池の南側に沿って数分 雄岡山に向かって原付を走らせ、雄岡山の端で北側に道が折れまわったところが十字路になって

いて、ちょっと北へ入ったところに雄岡山登山口のバス停がある。 そこで、歩いていた高校生に雄岡山への道を聞くと折れ

曲がりの角 南への細い道を入ったところに登り口があると教えてくれた。 

  

              雄岡山の端 金棒池の東端に雄岡山登山口のバス停 2011.3.11. 

 雄岡山の山腹に沿って雑木林の間

の細い道を入ってゆくと、デイサー

ビスの建物の入り口にぶち当たり、

その前から左手に雄岡山への案内

標識が立っていて、雑木林の中を細

い登山道がまっすぐ頂上へ続いて

いた。 

 この雄岡山の登山道のある山腹

全体がどうも私有地のようで、雌岡

山のように整備された公園にはな

っていないが、ただ一本細い山道が

まっすぐ頂上を越えて北の神鉄緑

ケ丘駅へ伸びていてハイキングコ

ースになっているようだ。        雄岡山への登り口 南側のこの登山口から真直ぐ北へ 頂上への登山道 

    

           雑木林の中 山腹を北へまっすぐ続く雄岡山への登山道 2011.3.11. 



雌岡山では道が鉄分を含むと思われる真っ赤な土だったので、この雄岡山の登山道にも赤土がないかと探しながら登りました

が、赤土の部分は見つかりませんでしたが、なだらかな雑木林の中を歩いて約 15 分ほどで 小さな祠がある頂上の広場に出

ました。そして 雑木林に包まれた中 南側が開け、明石方面が見渡せるのですが、残念ながら うっすらと淡路島が見える

だけで 明石海峡大橋は確認できませんでした。  

でも ここも 霞が取れれば 遮るもののない素晴らしい眺望ポイントになると思われます。 

 

雄岡山頂上241m からの眺望  うっすらと淡路島が見える明石海峡遠望  2011.3.11. 

  

              雄岡山頂上標高241m  小さな祠と一等三角点がありました  

       

        祠の横にある雨乞い石              一等三角点 

雄岡山では古くからこの祠の前で雨乞いが行われていたという。 

祠に祭られているのは木花佐久屋比売命(このはなさくやひめのみこと）という女神と帝釈天。旱魃の時・石のご神体に墨を

塗り雨乞いをする。ご祭神はきれいな女神であるため、早く雨を降らして黒色を落とそうとされると言うのである。 

古くから伝承されてきた素朴な祭りで、数々の伝承とともにこの優美な姿の雄岡山が信仰の山である証拠であろう。 

信仰の山 雄岡山の祠 そして雌岡山の神出神社の社殿いずれもが 明石海峡を正面になるように祭られており、明石海峡を

強く意識していたことがわかる。 また、この雄岡山の東側は 渡来の鍛冶集団忍海氏の進出地 押部谷であり、この雄岡山・

雌岡山に強く惹かれていたに違いないが、この山にまつわる古代伝承や山との関係についてはよく判らない。 この登山路で

雌岡山で見た赤土の露出を見つけることができなかったが、インターネットには この雄岡山の登山路でも赤土がみられると

の記述があり、この山にも鉱物資源があったのかもしれない。 



  2.5.  雄岡山・雌岡山walkの打ち上げに 二つの山が両方並ぶ姿をとらえる 

  

       農業公園から見た雄岡山・雌岡山      雌岡山の神出神社参道 子午線道は鉄分の多い赤土の道 

こんな近くで 素晴らしい眺望が楽しめるめる気持ちの良いwalkができるとは全く知りませんでした。 

また、古代伝承がある「神出」が渡来の鍛冶集団 忍海氏の進出地 押部谷のすぐ隣であるのに和鉄関連地と結びつけて考え

てみたのも今回が初めて。  

こんな近くで 知らなかったのだから こじつけか・・・・とも思っていたのですが、山に入って 赤土で真っ赤な神出神社

の参道をみて、この鍛冶神伝承は本物ではないかと思えてきました。もう びっくりです。 

Walkの終りに やっぱり 雄岡山 雌岡山 二つの山が立ち並ぶ姿を眺めてみたいと地図を持ち出して検討。 

帰り道を神出集落の南のため池の横の田園地帯からは両方の姿がとらえられるだろう。 そして、 東寄りの神戸農業公園の

丘も雄岡山 雌岡山展望の一等地のはずと帰り道に立ち寄ろうと原付を走らせる。 

 

a. 神出南集落から眺めた雌岡山・雄岡山 

眺めた位置が雌岡山に近いため 雌岡山が大きく 形も少しいびつで 二つの山が相似には見えず 

神奈備山の神秘性はすこし薄いなあ…・と。 

 

 



b. 神出集落の南東 押部谷 神戸農業公園の丘から眺めた雌岡山・雄岡山 

神出集落から少し南東にはなれ、雌岡山・雄岡山の距離にあまり差がなくなった 押部谷 神戸農業公園からの 

雌岡山・雄岡山。 神戸ワインのブドウ畑に二つ並んで優美な姿を見せる雌岡山・雄岡山がみられました。 

 
押部谷 神戸農業公園の丘から眺めた雌岡山・雄岡山 【1】 

 
押部谷 神戸農業公園の丘から眺めた雌岡山・雄岡山【2】                             

【参考】 
1. 六甲山系周辺の岩石にまつわる民話と伝承 

    ⑮ 雄岡山と雌岡山（神奈備山） 

    http://www.eonet.ne.jp/~yamauo2005/minwa2.html 

2. 神の座す山と神出の里 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~rekihaku-bo/historystation/legend2/ html/006/006.html 

  3.【和鉄の道・Iron Road】 

        1. 神戸の北端 丹生山に古代の赤「朱土・辰砂」を訪ねる   神戸和鉄の山郷 押部谷・志染・丹生山・淡河 Walk 

                     http://buffalonas.com/mutsu/www/dock/iron/6iron02.pdf 

       2. 金剛・葛城山麓 葛城氏の鍛冶工房「忍海」 

                          http://buffalonas.com/mutsu/www/dock/iron/5iron05.pdf 

中西睦夫
テキスト ボックス
 http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron02.pdf

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron02.pdf
中西睦夫
テキスト ボックス
  http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/5iron05.pdf.pdf

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/5iron05.pdf


豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡 (大阪市中央区森ノ宮2丁目) を訪ねる  2011.4.16. 

 

  

豊臣時代の大坂城南側から見つかった大規模な鍛冶工房跡 

 

      豊臣時代 大阪城の鍛冶工房跡が出土したと伝える記事    朝日新聞 2011.4.15. 大阪版朝刊 

 

2011 年 11 月 14 日夜 ラジオのローカルニュースで「大阪城の鍛冶工房跡出土」のニュースが流れ、翌日の新聞にもその記事が掲

載された。 

 「大阪城跡の南側から豊臣時代 大阪城の鍛冶工房跡が出土。 出土地が工事現場で 現地説明会はないが、 

4 月16 日・17 日に近くの大阪歴史博物館で出土品が展示される。」 

安土桃山時代から江戸時代へ移る戦乱の豊臣時代  その中心にあっ

た大阪城の城郭の中に出土した鍛冶遺跡。 

鉄製品は出土していないというが、戦乱と直接関連付けられる鍛冶工房

が出土したのを聞いたことはなく、詳細は分からないが、どんなところで

出土したのか 是非見に行ってこようと 4 月16 日(土)に出かけました。 

大阪城の南側には広い難波宮跡史跡公園が広がり、その東端 かつて

大阪城の城郭 南東の一角 出会ったところが出土地でした。 

桜の名所 大阪城は桜の散り染め 葉桜が美しく、緑が少ないといわれ

た大阪の中心。 難波宮跡 史跡公園が整備され、かつての殺伐とした 

法円坂一帯がこんなに緑があったのかと。 鍛冶遺跡跡を訪ねるとともに 新緑の大阪城周辺walk を楽しんで帰りました。   

4. 

中西睦夫
スタンプ



1. 豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡地(大阪市中央区森ノ宮 2 丁目) walk 2011.4.16. 

  

中央大通り法円坂交差点角         法円坂西側から 東側 大阪城・難波宮史跡公園を眺めたgoogle画像 

 

大阪歴史博物館ロビーに展示されていた出土遺物を見学後、出土した鍛冶工房跡の位置を確認して 表に出る。 

大阪城の堀端南西端にあるNHK・大阪歴史博物館から一筋南へ行くと道の上を阪神高速道路が走る大通り「中央大通り」の「法

円坂」。今いる法円坂の交差点の西側 本町の方向から、大阪城の南側を通って東の森ノ宮へ、道の上を走る阪神高速ととも

に大阪の中心を東西に横切る幹線「中央大通り」。 

大阪城の鍛冶工房跡が出土した位置はこの中央大通り沿いの南側 難波宮史跡公園の東端の中央大通り森ノ宮ランプ入口 

「森ノ宮入路」の標識がある交差点の東南側マンションビルの建設工事が今進められている場所でした。 

( 森ノ宮2丁目 工事現場の西側沿いの道端に難波宮東端の案内板がある) 

ビル工事に伴う難波宮遺跡の東端の発掘調査の過程で、上層の地層からこの鍛冶工房遺跡が出土したという。 

 

   

北側大阪城公園 天守閣が見える    法円坂交差点 北西歩道橋より  南側 難波宮跡史跡公園から森ノ宮 

                        中央大通り法円坂交差点から東側 森ノ宮方面  2011.4.16.   

中央大通りの南側に沿って広がる広大な難波宮史跡公園の中を東へ歩き出す。 

かつて この辺りは難波宮跡が眠っていることから開発から取り残され、殺伐とした場所であったが、びっくりするほど広い

緑いっぱいの史跡公園に整備されている。 大阪には緑がないと良く言われたものですが、こんな大阪の中心に真っ青な青空

と新緑が眺められる公園に整備されているとは…・。 この辺りに来ても ついつい大阪城の方へ眼が行って全く知りません

でした。中央大通りの北側にはビルが立ち並び、大阪城全体を見ることはできないが、北側 100m 弱の位置が大阪城の南御堀

端で、ビルの間から時折、大阪城の天守閣が見える。 

   
 難波宮史跡公園の中を中央大通りに沿って東へ (左:西の歴博・法円坂 中央:北の大阪城公園 右:東の森之宮方面)  

 

中西睦夫
四角形



この中央大通り沿いを東へ5・600mほどで 難波宮史跡公園の東端に出る。ここから東へビルが立ち並ぶ中に、大きな起重機

が何本も並び立ち、工事真っ最中のビル建設の工事現場ある。高速道路「森ノ宮ランプ入口」の下で「森ノ宮入路」の標識が

ある交差点の南東側で、工事現場の囲いの道端に難波宮東端の案内板が立っている。 

この工事現場の中が大阪城の鍛冶工房跡 出土地である。 

工事現場に立ち入れないので、鍛冶工房跡を見ることはできないが、現場の入口からは 工事現場全体が見渡せ、一番奥 東

南端に青いシートがかぶせられた一角があり、これが鍛冶工房跡だった。 

    

 難波宮跡公園の東端周辺中央大通り と その東 森之宮ランプ入口周辺 鍛冶工房の出土した工事現場( 西側より)  

大阪城は中央大通り北側に沿うビル街でみえないが、中央大通りを挟んで北側 約50mに大阪城の南お堀端である 

  

工事現場  中央王通り正面より 左奥が出土地     工事現場 西南角より 奥が出土地         

   
 大阪城の鍛冶工房が出土した工事現場の北西角 阪神高速の中央大通り森ノ宮ランプの入口と難波宮東端の案内板 

       豊臣時代の大阪城の鍛冶工房が出土した森ノ宮二丁目 工事現場    2011.4.16.  

  
      大阪城南側で発見された豊臣時代の大規模な鍛冶工房跡 ( 注 左写真の上が北 中央写真の上が南 である  ) 

 

 

 

 

 

城外郭の軍事的な重要地点に存在した規模の大きな鍛冶工房であり、豊臣方の勢力が設置した工房だ

ろうとみられるが、鉄製品の遺物が出土せず、目的など詳細は不明である。 

大坂夏の陣（１６１５年）を前に豊臣方が軍事的に利用した可能性や、大坂城普請のために近隣に屋

敷を構えた大名が土木用の鍬などを作る工房として設置した可能性もあると考えられている。 



小高い高台になっていて、鍛冶工房跡がよく見える工事場の東側にまわっ

て、前日インターネットからコピーした資料(大阪歴博の展示場でもらっ

たものと同じでした)を取り出し、位置関係を照らしあわせる。 

 

この辺りは 上町台地の東北端にあたり、この東北端の台地の上に大阪城

が築城された。そして 鍛冶工房が出土した位置は当初鍛冶工房跡の南東

側下に谷があった様ですが、工房廃絶後すぐに盛り土で埋められてしまっ

たため、工房跡がしっかりと残っていたらしい。 

また、この高台の起伏も 上町台地の起伏の名残なのかもしれぬ。 

 

この小さな谷に面した位置に3区画に区分されて 鍛冶工房が3つ東西に

立ち並び、それぞれには2基の鍛冶炉と作業場があったようだ。 

そして、谷は鍛冶工房から出た鉄滓や炭が捨てられていたようだ。 

 

出土した鍛冶工房跡(写真上が北)  東西に3つの鍛冶工房区画が立ち並んでいた 

鉄製品が出土していないので、刀などの武器の製造所であったかどうかは不明であるが、長さ約1m 幅0.2m の木枠施設が見

つかっており、内部に詰まった砂は赤く発色し、粉末化した鉄が多く含まれていて、高温の鉄を急冷させて、表面を硬化させ

る焼き入れに用いた水槽と考えられ、刀などの長い製品を製作した可能性があると資料にあった。 

大阪城築城後も防護機能拡充のため、秀吉が死去するまでに二の丸、三の丸、総構えが建設され、3 重の堀と運河によって

囲まれた難攻不落の白となった。秀吉は三の丸の完成を見ず、1599年死去する。そして、1600年 関ヶ原の戦いを経て、江戸

時代が始まったが、豊臣と徳川が大阪城を舞台に対峙し、大阪夏の陣・冬の陣(16014・1615 年)を経て大阪城が落城し、豊臣

氏が滅んでゆく。この三の丸築造(1598年-)に伴う大規模な盛り土の上に作られた大阪城の鍛冶工房。 

 

滅び行く豊臣氏 大阪城を必死に守るための土木工事に使われた工具類や武器の製造や補修が行われたろう。 

そして 数々のドラマを見聞きし、大阪城落城をも見たのだろうか…・ 

そんな豊臣氏が滅び行く過程 大阪城落城前夜に大阪城にあった鍛冶工房。そして 廃絶後 すぐに埋められてしまう。 

テレビドラマや映画に出てこぬ大阪城落城過程の一ページである。 

 

ぐるりと工事現場の後を一周して 中央大通りを北にわたって、大阪城公園へ。 

葉桜と淡い新緑の緑が入り混じる春の息吹を感じながら 御堀端を北へめぐって 天満橋から大川へ出て 梅田までぶらぶ

らのwalk。 大阪は緑が少ないとよく言われるのですが、緑いっぱい 大阪新緑探訪のおすすめコース。 

また 大阪城から難波宮史跡公園へ 大化の改新で遷都された難波宮の歴史探訪。 もっと遡れば、縄文時代 森ノ宮は大阪

湾に面する上町台地の北端で、台地の東側に広がる河内湖の入口にあたり、数多くの縄文人が暮らしていた。今回大阪城の鍛

冶工房跡が出土した位置から1ブロック東には西日本最大の縄文貝塚遺跡である森ノ宮遺跡。 

大阪城周辺へはいつも地下鉄でいって 地下鉄で帰ってしまうため、こんなに気持ちの良い空間が作られていたとは知りませ

んでした。 新緑探報・歴史探訪にお勧めです。 

 

出土した鍛冶工房跡(写真上が北)



2. 大阪城の鍛冶工房跡(大阪市中央区森ノ宮2丁目)から出土した遺物  

 大阪歴史博物館ロビーで  2011.4.16. 

  
   馬場町 大阪歴史博物館と NHK                    中央大通りより鍛冶工房が出土した工事現場を見る     

  

     大阪歴史博物館ロビーに展示された大阪城の鍛冶工房跡の出土品展示  2011.4.15. 

   

  竹筒と木製鍬            鍛冶炉 羽口      鍛冶炉の碗形滓 

大阪城築城後 さらに 二の丸、三の丸、総構えの建設と秀吉が死去するまで防護機能拡充がすすめられる、3 重の堀と運河

によって囲まれた難攻不落の城となる。 秀吉は三の丸の完成を見ず、1599年死去し、豊臣と徳川が1600年 関ヶ原の戦いで

雌雄を決し、江戸時代が始まったが、豊臣と徳川が大阪城を舞台に引き続き対峙し、大阪夏の陣・冬の陣(16014・1615 年)を

経て大阪城が落城し、豊臣氏が滅んでゆく。 

この三の丸築造(1598 年-)に伴う大規模な盛り土の上に作られた大阪城の鍛冶工房。城外郭の軍事的な重要地点に存在した規模の

大きな鍛冶工房で、豊臣方の勢力が設置した工房だろうとみられるが、鉄製品の遺物が出土せず、目的など詳細は不明である。 

大坂夏の陣（１６１５年）を前に豊臣方が軍事的に利用した可能性や、大坂城普請のために近隣に屋敷を構えた大名が土木用の鍬などを作る

工房として設置した可能性もあると考えられている。 
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3. 写真アルバム 新緑の難波宮史跡公園・大阪城公園から大川端へ  2011.4.16. 

1. 新緑の難波宮史跡公園 (古代 大化の改新に伴う難波遷都以来 約150年間の都跡) 

    

  

 
      法円坂周辺から 東南側 難波宮史跡公園  左端木々の向こうに復元された大極殿基壇が見える 2011.4.16. 

 
 難波宮史跡公園 東側から  大極殿基壇 並びに西側のビル群  2011.4.16. 
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2. 新緑と葉桜が美しい大阪城 御堀端 
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3. 桜満開の大川の堤(天満橋から天神橋へ) 八軒家浜界隈 

大阪城のお堀端の北西角大手町前から北へ坂を下って 大川端の京阪天満橋へ。天満橋・天神橋と大川端を歩いて中島へ。 

大川端は今が桜満開。 造幣局桜の通り抜けも始まって、天満橋を渡って桜ノ宮へ向かう人の群れが川端から見える。 
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資料 大阪城南側で豊臣時代の大規模な鍛冶工房を発見 
2011.4.14.大阪市home page  イベント・観光 2011.4.14.新着情報 (大阪文化財研究所・大阪歴史博物館)より整理 

http://www.city.osaka.lg.jp/kyoiku/page/0000121181.html 

 
        大阪城南側で発見された豊臣時代の大規模な鍛冶工房跡 

 

大阪市教育委員会と財団法人大阪市博物館協会大阪文化財研

究所は、平成22年6月から中央区森ノ宮中央2丁目で発掘調

査を実施しており、今回、大阪城南側で豊臣時代の大規模な

鍛冶工房を発見しました。 

  昨年10月には、調査地北西部でみつかった谷内から前期

難波宮の宮殿建物に使われていたと考えられる大量の壁土が

出土し、成果を公表したところですが、今回、調査地南部で

新たに別の谷がみつかり、ここでも豊臣時代を中心とした重

要な発見がありました。  

（注記：江戸時代以前の大阪を指す場合は大坂としていま

す。） 

 

   

1. 豊臣氏大阪城と調査地の位置        2.  調査地の位置       3. 豊臣時代の鍛冶工房 配置模式図 

 

調査の概要 

調査地南部の調査区で、西から東にのびる谷の北斜面部を検出しました。 

この谷は 1598 年に開始された豊臣期大坂城の三の丸築造に伴うと考えられる大規模な盛土造成によって埋め立てられ、調査

区の東側は西側より2m以上低くなっており、この低い東側の平坦地から豊臣後期（1598～1615 年）の鉄製品を製造する鍛冶

工房が発見されました。                                                      
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この鍛冶工房は大坂の陣までには廃絶したとみられ、廃絶直後に豊臣後期の盛土で直接埋め戻されていたため、極めて良好な

状態で遺存していました。 

工房の規模は東西15m、南北4～5mあり、内部が東西に並ぶ3つのグループ（東部・中部・西部）に分かれています。 

また、工房の外と考えられる南側に、炭や鉱石の不純物であるスラグ（鉱滓・こうさい）などが廃棄されていました。 

各グループには鍛冶炉が2基ずつあり、合計6基あります。 

一部の炉には鞴（フイゴ）の羽口が設置された状態で残されており、このことから、鞴（フイゴ）の設置位置や工人の 

作業空間が想定できる可能性があります。 

炉に接した作業空間の周りには複数の竪穴が設けられており、作業穴や水槽と考えられるものもあります。 

また、1基の炉の脇には木製の鍬先とともに、鞴（フイゴ）と羽口をつなぐ送風管と考えられる中をくりぬいた竹筒が 

置かれていました。                                            

   

写真1. 鍛冶工房全景  北側から            写真2. 東部の一区画  東側から   

 

 

 

     

写真3. 羽口が設置された鍛冶炉     写真4.鍛冶炉の横で見つかった竹筒と鍬先 写真5. 水槽と考えられる木枠施設 

 

  

 

今回見つかった工房で製作された鉄製品自体は未発見ですが、上述した木製の鍬先は、隣接した竪穴からも出土しており、い

ずれも未使用であることから、この炉で鍬に装着する刃先を製作した可能性があります。 

また、長さ 1m ほどの長方形の木枠施設もみつかっており、焼入れ用の水槽と考えられることから、ここで刀などの長い製品

を製作していた可能性もあります。現在も調査が進行中ですが、調査区西端の谷頭部分では、16世紀代の中頃（大坂（石山）

本願寺の時期）の礎石建物や大量の瓦が出土しており、寺院に関連する施設があった可能性があります。 

2 基の鍛冶炉の間に作業空間があり、そのまわり

に複数の竪穴が設けられていました。 

東西に並んで 3 つのグループに分かれており、

人がいる場所がそれぞれ作業空間と考えられる 

鍛冶炉の一方に羽口が挿入さけ

ており、周囲を年度で、固めて鍛

冶炉に固定されていました。 

長さ約1m 幅0.2mあり、内部に詰まっ

た砂は赤く発色し、粉末化した鉄が多く

含まれているようです。高温の鉄を急冷

させて、表面を硬化させる焼き入れに用

いた水槽と考えられ、刀などの長い製品

を製作した可能性があります。 

竹筒はフイゴと羽口をつなぐ送風

管と考えられ、鍬は未使用であるこ

とから、この炉で鍬に装着する刃先

を製作していた可能性があります。



調査成果の意義 

今回の調査では、敷地北側で発見された谷とは別の谷が調査地南部に存在していたことが判明し、豊臣時代後期の鉄製品の鍛

冶工房という、重要な遺構が発見されました。工房の遺構は、廃絶直後に埋め戻されたため、極めて残りが良好であり、工房

での工人配置や作業工程を解明することができる貴重な資料となります。 

また、調査地は大坂城三の丸南部の推定範囲内にあたり、調査地南側の玉造一帯には諸大名の屋敷があったとされます。 

これまでにも三の丸南西部の調査で、豊臣時代の鍛冶炉が発見された事例はありますが、今回のように工房全体の様子がわか

る大規模な遺構が発見されたのは初めてです。 

鍛冶工房は大坂城内に位置する施設となりますので、豊臣方のいずれかの勢力によって設置されたものであることは明らかで

すが、目的など詳細は不明です。 

鍛冶工房の規模が大きいこと、土木具である鍬の刃先や刀などを製作していた可能性があること、大坂城外郭の軍事的に重要

な地点に立地していることなどから、大坂城の普請のために近隣に屋敷を構える大名によって設置された可能性も考えられま

す。 

大阪文化財研究所・大阪歴史博物館資料 大阪市のhome pageより、4月14日 資料採取し、整理 by Mutsu Nakanishi 

 http://www.city.osaka.lg.jp/kyoiku/page/0000121181.html 

 

  

 

 
中央大通り 

大阪城天守閣   



日本で一番低い分水界[水別れ]を越えて 瀬戸内海と日本海を結ぶ氷上回廊  

加古川から由良川水系域へ 山越のない「水別れ街道」を行く 2011.5.14 

古代 大陸・朝鮮半島から日本へ 日本海沿岸から大和を結ぶ鉄の道  

  

           日本一低い中央分水界 丹波市氷上町石生 「水別れ」   2011.5.14. 

 

丹波市氷上町石生の「水分（みわ

か）れ」は、本州で最も低い標高

の中央分水界で、日本海に注ぐ由

良川と瀬戸内海側へ流れる加古川

をつなぐこの低地帯は「氷上回廊」

と呼ばれている。 

 

日本列島を太平洋側と日本海側と

に隔てる“高い壁””日本列島の

背骨“ 中央分水界を容易に越え

られるわずか95.4m の標高の氷上

回廊は太古の昔から、現在に至る

まで 重要な人の交流・交易路であるばかりでなく、数多くの生物の

南北の移動経路として重要な役割を果たしてきました。 

 

弥生末から古墳時代にかけての日本誕生の黎明の時代  

大陸・朝鮮半島の鉄を必要とする卑弥呼邪馬台国・大和初期王権にと

って 出雲・妻木晩田・青谷上寺地 そして但馬・丹後と鉄の王国が

連なる日本海沿岸へ瀬戸内側から安全・容易に出られるこの氷上回廊

は 重要な大陸・朝鮮半島との交流路。 

瀬戸内海とともに古代の鉄の道をイメージし、何度となく古代の鉄

を求めて訪ねた道である。 

 

この4月 書店で「邪馬台国と「鉄の道」-日本の原型を探索する-」

という新刊文庫本が目に留まりました。 

ここにも日本の源流を鉄と結びつけ、氷上回廊を見ている人がいる

と「鉄の道」の表題に惹かれて読みました。 

 

5. 
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まだ、その評価が定まった説ではありませんが、

魏志倭人伝に記された北部九州から邪馬台国への

道の謎が、 

「 朝鮮半島→北部九州から  

山陰日本海沿岸→氷上回廊  

→淡路島→紀ノ川を通って大和へ 」と 

実に明快に謎解きされていました。 

また、この氷上回廊の鉄の道が日本での製鉄の始

まりとともに琵琶湖経由の鉄の道へ移ってゆくと

の説も新鮮で気に入っています。 

何度も通ったことがある氷上回廊周辺ですが、「本当に山越・峠越なしに瀬戸内側から日本海までゆけるのか???」 

古代 まだ馬がいない時代 陸路では平坦さが本当に重要だったろう。 

瀬戸内の海路では島が多く 海賊や多くの国々との和睦なしには海路は厳しく、平坦で安全が確保できる日本海沿岸から氷

上回廊を通るルートは古代の重要路に違いない。 国土地理院の地図上でねーとをしらべると 本当になだらかな道筋。 

分水界の低さもさることながら、瀬戸内から山越え・峠越えなしで 日本海へ行けそうである。 

これは おもしろそう 是非やってみなければ…・  

  

 
      国土地理院の地図での氷上回廊並びに分水界の標高トレース 氷上回廊の面白さが一目 



また、尼崎で育った私には摂津の国 武庫川水系を遡って篠山から氷上・水別れを越える道 現在の福知山線が通る道の方に

昔から親しみがあり、 この道との比較も実際に確認してみたい。 

 

 日本で一番低い分水界「水別れ」を直接見たのも随分昔。以前とは全く違う美しい公園に整備されていると聞く。 

是非 きっちりと周囲の地形を眺めながら 分水界「水別れ」を越えて氷上回廊を行こうと。 

この氷上回廊の中を国道175号線が明石から加古川を遡り、丹波市氷上町石生「水別れ」で分水界を越えて由良川水系の竹田

川沿いを福知山へ抜け、 そのまま由良川の河口の日本海(舞鶴)を結んでいる。 

何度もミニバイクや車で走った道である  

 

今まで気にも止めていなかったのですが、今回この国道175号線を「水別れ街道」と名づけられていること初めて知りました。  

また、福知山から西へ由良川に合流する牧川沿いの国道9号線を進むと但馬和田山から円山水系の日本海側の豊岡・出石へも

容易にたどることができて この氷上回郎は今もに瀬戸内側と日本海を結ぶ重要路である。  

さらに中央分水嶺を挟んで北にある市島町と南側の氷上町が合併して丹波市を形成しているのも、  

分水嶺が低く合併に抵抗感がなかったためでしょうか・・・・珍しいケースです。  

地図を見ながら 少し調べはじめると次々と面白いことが出てきて、実に面白い。  

私の好きな青と緑色グラディエーションの美しさにびっくりした「九谷焼 徳田八十吉展」が  

ちょうど篠山立杭の郷 兵庫陶芸美術館で開催されているのに合わせて、  

五月晴れの5月14日朝 本当に山越えなしで瀬戸内側から日本海まで行けるか??」を確かめに  

家内と二人神戸を出て 一番の興味「氷上回廊は 新緑の

中を流れ下る加古川から由良川へ「水別れ街道[国道175号

線]」を走りました。  

 

 日本で一番低い中央分水界 丹波市氷上町石生「水別れ」 

 北側は日本海へ 南側は瀬戸内へと水が別れる  

 

 



 2. 【資  料】 氷上回廊 概要 と 古代 氷上回廊周辺の古代遺跡分布 

1.  氷上回廊 氷上回廊と日本で一番低い分水嶺 丹波市氷上町石生水別れ 

     風が出会い、水が入り混じるところ 雪国の風と南国の風が、ここで出会い、 

水が生まれ、川が入り混じり、そして また二つの海へと分かれていく・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波市氷上町石生の「水分（みわか）れ」は、本州で最も低い標高の中央分水界で、日本海に注ぐ由良川と瀬

戸内海側へ流れる加古川をつなぐこの低地帯は「氷上回廊」と呼ばれている。 

中央分水界は、日本列島を太平洋側と日本海側とに隔てる“高い壁”のようなものであり、わずか95.4m の標

高の氷上回廊は、多くの生物の南北の移動経路として重要な役割を果たしてきました。 

例えば、カナメモチやリンボクなどの照葉樹林(*)構成種は氷上回廊に沿って日本海側に入り分布域を拡大し、

アブラボテ、ニゴイ、ホトケドジョウなどの魚類も氷上回廊を北上して分布域を拡大したとの報告もあります。

南下の例としては、日本海側を分布域とするユキグニミツバツツジが六甲山や淡路島諭鶴羽山に分布し、六甲

山のブナも日本海側のブナに由来するものと考えられています。 

このように、多種多様な生態系が県内に存在する背景には、動植物が出会い、交わった氷上回廊の存在が重要

な役割を果たしたと考えられている。 

ひょうごの生物多様性ひろば 

 http://www.pref.hyogo.jp/JPN/apr/topics/biodiversity/index.html より 

 

氷上回廊は１０００～３０００ｍ級の山々が 連なる本州の内陸部にあって、標高わずか９５ｍで本州を南から

北へまたぐことができる兵庫県から京都府の内陸部を南北に貫く細長い低地帯。この特殊な地形によって、 

雪国と南国の気候が出会い、生命が不思議に入り混じり、 豊かな文化と歴史が培われてきました・・・ 

 

● 日本海側と太平洋側に大きく分断された川魚たちの世界 

氷上回廊の低地帯では、かつて、日本海側へ流れていく川と太平洋側へ流れていく川とが、洪水のたびに 

入り混じり、北国と南国の二つの世界で進化してきた魚たちが、この入り混じった水の中で頻繁に出会い、

相互に広がっていった。氷上回廊を通り抜けて、日本海側と太平洋側の境界線を越えていた。 

日本海側の河川にのみに生息するといわれていたヤマメが、太平洋側に生息するアマゴ（ヤマメの近縁種） 

と混生しているのが見つかった。(丹波市青垣町の佐治川（加古川上流域）) 

オヤニラミやイトモロコ、ナガレホトケドジョウなどの南方系の魚は北の由良川 に、北方系のホトケドジ

ョウやアブラハヤ、ミナミトミヨ（※今は絶滅）などは 南の加古川に分布を広げた。 

その結果、ホトケドジョウとナガレホトケドジ ョウ、アブラハヤとタカハヤなど、本来北と南で別々に 

暮らしていた近縁種同士 が同じ河川で共存するとても珍しい水域となっている。 

● 陸の生き物たちも、この氷上回廊を南北に駆け抜けてきた。 

低地に暮らす植物たちにとって、高い山々に登ることは容易ではありませんが、氷上回廊は、標高100m内

外で本州をまたぐことができる低地帯。 

太古の昔から、寒冷な氷河期と温暖な間氷期という気候変動を繰り返してきた地球の気候変動のリズムに 

あわせて、植物たちも、この氷上回廊を北から南へ、南から北へと駆け抜けていた。 

氷上回廊を取り巻く地域では、今もなお、南国の森に栄えるカナメモチやリンボク、ヤマモモ、モチツツ

ジなどと、 北国の森に栄えるユキグニミツバツツジやカタクリ、エゾエノキなどが豊かに混在しています。

  丹波市ホームページ 「氷上回廊」より  http://www.tamba-hikamikairo.com/index.html 
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2. 【資料】氷上回廊周辺 但馬・丹波・丹後の主要古墳分布図   

2.1. 氷上回廊周辺 但馬・丹波・丹後の主要古墳分布図  

 氷上回朗は日本海/瀬戸内を結ぶ重要な交流路  

     大陸・朝鮮半島と大和を結ぶ重要な交流路であったに違いない  

インターネットにあつた資料を集めましたので、時代の異なるものやプロット漏れがあるとおもいます。  

古代日本の黎明の時代に氷上回廊周辺から日本海にかけての地域に大きな勢力(国)があり、初期大和王権と大きくかかわって 

いたことやこの時代に氷上回廊が重要な役割を果たしていたことを示す参考資料とお考えください。 

 
  兵庫県の主要全貌後円墳        丹波・丹後の主要古墳分布        日本海沿岸の大型円墳  
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 2.. 2. 但馬・丹後は古代鉄の王国  そして 氷上回廊は日本海沿岸と瀬戸内・大和を結ぶ古代の鉄の道   

      
【弥生時代 鉄製品が出土した丹後の遺跡】  

邪馬台国大研究・ﾎｰﾑﾍﾟー ｼ  ゙／ 丹後半島の歴史 ／ 遠所遺跡遠所遺跡より     http://inoues.net/tango/enjyo_iseki.html  

 

     【但馬・出石  砂鉄を副葬していた入佐山3 号墳】     【但馬の大王の墓 和田山 茶すり山古墳(巨大円墳)】  

  和鉄の道 コウノトリが結ぶ古代和鉄の道 但馬 出石・豊岡より 

           



3. 新緑の加古川から由良川へ 氷上回廊を南北に走る水別れ街道 [国道175号線]を行く スナップ 
.     「氷上回廊を通れば 本当に山越・峠越なしに瀬戸内側から日本海までゆけるのか???」  

   

 1. 陶芸の里 立杭で「九谷焼 徳田八十吉展」を見た後、 篠山から国道176号線[デカンショ街道]で丹波市氷上町へ 

 

篠山から直接氷上回廊の氷上盆地に入るには鐘ヶ坂の峠越えが必要だった   2011.5.14.   

 篠山から加古川に合流する篠山川沿いを西に山南に下れば、氷上回廊に入れるが、大きなロスになる 

 2. 加古川が氷上盆地から南へ流れ出る盆地南端部にでて、南から氷上回廊を登ってきた水別れ街道 175号線に出る  

    この加古川の土手周辺に広がる田圃では5月の休みが過ぎ、田植えが始まっていました 丹波市氷上町新郷  

  

周囲を緑に包まれた山に囲まれた氷上盆地の田園の中をゆったりと加古川が南へ流れ下っていました  

              田園では田に水が入り、田植えの真っ最中 そんな中に レンゲ畑が加古川の土手まで続いていました  

3. 日本一標高の低い中央分水界 丹波市氷上町石生「水別れ」   

  氷上回廊はこの水別れの分水界を越えて 北の由良川水系の地域を日本海までなだらかに下ってゆく 

 



   

街の中を日本一低い分水界が走る丹波市氷上町石生  ここが分水界だとはとても思えない 

丹波市氷上町石生水別れ この谷川が分水界の上を走る 左側が日本海側 右側が瀬戸内側  

  

     東西に走る中央分水界を形成する東の丹波山地と西の中国山地        丹波市氷上町石生水別れ 分水界を越えた北側の街道筋  

  その尾根筋の切れ目が 氷上町石生 水別れ公園 水が二手に分かれる  

 

 



4. 水別れの分水嶺を越えて 北側 由良川水系竹田川が流れる丹波市市島町へ 北へ流れる竹田川を見る  
     丹波市は中央分水嶺を越えて 表日本・裏日本両方に広がる珍しい街 

   

 石生の街をぬけ、分水嶺の山々を眺めながら 少し下っていると感じながら北へ  

       春日の街並みを抜けると広い田園地が広がる市島町 竹田川がゆっくりと北へ下っていく姿が見えました 

   

市島町を北に走る水別れ街道から少し西へ 分水嶺の山並みに痴被いたところに九尺の藤で有名な古刹 白毫寺  

            ちょうど満開で ほのかな花の香がただよう淡い紫の花に顔を突っ込む 

5. 由良川に合流する竹田川が北に注ぐのを確認して、水別れ街道を明石までまっすぐ氷上回廊の中を引き返す  
  氷上回廊はすごい回廊 やっぱり 瀬戸内から日本海まで 高い山越え・峠越えはまったくなし  
     古代 大陸と大和を結ぶ鉄の道の本街道 卑弥呼の道だったのかもしれぬ 

 
 

 

加古川の土手を南へ山間地をぬけると広い播磨平野 

古代 大陸と大和を結ぶ鉄の道の本街道  

卑弥呼の道だったのかもしれぬ 

 

 

 

 

氷上回廊はすごい回廊   やっぱり 瀬戸内から日本海まで 高い山越え・峠越えはまったくありませんでした 

 「氷上回廊を通れば 本当に山越・峠越なしに瀬戸内側から日本海撫でゆけるのか???」  氷上回廊の謎解きの Walk もこれで完了 



       日本で一番低い分水界[水別れ]を越えて 瀬戸内海と日本海を結ぶ氷上回廊 

3. [まとめ] 加古川水系域から由良川水系域へ 山越・峠越のない「水別れ街道」を行く        

 風が出会い、水が入り混じるところ  雪国の風と南国の風が、ここで出会う  

水が生まれ、川が入り混じり、 そして また二つの海へと分かれていく・・ 

 

本当に氷上回廊を通れば 瀬戸内海から日本海まで、山越えの峠通らずに行けるのか????  

これを確認したくて、氷上回廊を走る水別れ街道を走りました。 

新緑に包まれた陶芸の郷で 素晴らしい九谷の陶芸展を見て、水別れ街道を

走る山々は新緑に包まれ、 街道筋の田圃には水が入り、田植えが始ってい

ました。また、一面ピンクのレンゲ畑も。             

そんな中を日本で一番低い分水界から  北に由良川に流れ込む竹田川  

南へ加古川がゆったりと流れ下っていました。  

今でないと見られぬ春から初夏へと移り変わる季節の素晴らしい田園風景

でした  

 

1. この氷上回廊を行く水別れ街道は 日本海まで 本当に山越え峠がありませんでした  

2. 加古川水系と由良川水系の分水界 日本で一番低い分水界 氷上町石生の「水別れ」  

  久しぶりでしたが、美しい公園に整備され、水の流れの分水には作られた分水の感じがしましたが、分水界を越え 

る道にしゃがんで見通すとここが分水界と判る。 ( 国道176号線が国道175号線にひきつがれる水別れ橋で )  

3. もう一つ 「武庫川水系の篠山から山越えなしに水別れの分水界を直接越えられる」と思って  

   いましたが、篠山盆地と氷上盆地の間の鐘ケ坂の山越えがありました。  

   

氷上回廊を通って、福知山に出ると由良川を下って丹後の日本海に出られる。  

また、福知山から 西に国道 9 号線の道を取れば、大きな峠を越えることなく和田山から但馬の 中心を日本海に流れ下る円

山川に出られる。  

 氷上回廊は大きな山越・峠越なく、瀬戸内海と日本海側の但馬・丹後をつなぐ道であること確認。  太古からの動植物移動

の重要路 古代 大陸と倭を結ぶ「和鉄の道」 「卑弥呼の道」  そして 今も 国道175号線が走る地域交通の要である 

丹波市氷上町石生の「水分（みわか）れ」は、本州で最も低い標高の中央分水

界で、 日本海に注ぐ由良川と瀬戸内海側へ流れる加古川をつなぐこの低地

帯は「氷上回廊」 と呼ばれている。  

中央分水界は、日本列島を太平洋側と日本海側とに隔てる“高い壁”のような

ものであり、わずか 95.4m の標高の氷上回廊は、多くの生物の南北の移動

経路として重要な役割を果たしてきました。  

例えば、カナメモチやリンボクなどの照葉樹林(*)構成種は氷上回廊に沿って

日本海側に入り分布域を拡大し、アブラボテ、ニゴイ、ホトケドジョウなどの魚

類も氷上回廊を北上して分布域を拡大したとの報告もあります。  

南下の例としては日本海側を分布域とするユキグニミツバツツジが六甲山や

淡路島諭鶴羽山に分布し、六甲山のブナも日本海側のブナに由来するものと

考えられています。 このように、多種多様な生態系が県内に存在する背景に

は、動植物が出会い、交わった氷上回廊の存在が重要な役割を果たしたと考

えられている。 

 ひょうごの生物多様性ひろば   

http://www.pref.hyogo.jp/JPN/apr/topics/biodiversity/index.html より 

氷上回廊 
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参考資料 【 和鉄の道 】  より 

1. 古代鉄の王国 丹後    天女の通った道は和鉄の道  羽衣伝説 

2. 丹後国 もうひとつの邪馬台国   大陸と日本を結ぶ鉄の大加工基地 遠所製鉄遺跡 

3.  コ ウノトリが大陸と日本を結ぶ古代和鉄の道 「古代 和鉄の郷但馬 出石」 

4.  古代 神戸の「鉄」を訪ねて 神戸にも製鉄遺跡があった   神戸市内の 「二宮製鉄遺跡」と「求女塚古墳」 

5.  卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若狭・北近江の「若狭街道」  

6.  古代 大和への道【4】 紀ノ川水系【2】  古代「紀路」紀ノ川の流れに沿って大和へ  Country Walk  

                                    ほか 
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     神戸でも北の縄文と交流  遮光器土偶[部分]が出土した 神戸篠原遺跡 

      縄文後期・晩期には  関西にも日本列島をつなぐ広い縄文交流路がつながっていた 

               2011.5.13.  by Mutsu Nakanishi 

 

       

 

 

 

 

 

 

神戸市内 六甲の山裾の縄文遺跡 篠原遺跡から出土した縄文土器片と遮光器土偶 

   西神戸 神戸市埋蔵文化財センター企画展、「神戸古代史探検－縄文から古墳時代へ-」で 2011.5.3. 

 

5月3日 ぶらっと次の歴史講演会の予定をチェックしようと西神戸ニュータウンにある 

神戸埋蔵文化財センターを覗くと、「神戸古代史探検－縄文から古墳時代へ-」を開催中 

でした。 

 思いもかけず、縄文晩期[3000年前]の篠原遺跡から遮光器土偶(部分)がほかの東北系 

縄文土器片と共に展示してあるのを見ました。 東北津軽の亀ヶ岡文化を代表する遮光 

器土偶がなんで 神戸で…。 それも 神戸六甲のすぐ下の市街地で????。 

余り良く知らなかった神戸の縄文時代。急峻な六甲から流れ出る川が作る山裾の扇状地周

辺の森に縄文早期から、数多くの縄文人が暮らしていた。 

現在はいずれも神戸の中心市街地ですが、山裾に長田・生田・そして 篠原・岡本へと数

多くの縄文遺跡が点在する。                                    篠原遺跡 出土 縄文晩期の石棒 

また、神戸三宮駅のすぐ東 雲井遺跡からは縄文早期の

土器片が出ている。そして 六甲・摩耶山のすぐ下 六

甲川と杣谷川が合流して都賀川となる合流点付近 現在

の阪急六甲の西側の「篠原縄文遺跡」から遮光器土偶や

縄文土器片 石棒等が出土した。 

いずれも 東日本系の出土品だという。 

 

縄文の交易というと翡翠・黒曜石・サヌカイトなどの流

通にかかわる日本海・瀬戸内の交流路のイメージが強い

のですが、津軽の遮光器土偶が神戸で出土していてると

は・・・・・。 

学芸員の人に聞くと 

「この遮光器土偶は出土の状況から、間違いなく東日本で作られた土偶で、神戸での出土は遮光器土偶の最西端だ。 
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また、なぜ 神戸で出土したのか どんな交流があったのかはよく判らない」と聞きました。  

 夢にも思えない東北を代表する遮光器土偶の神戸での出土。それも 本当に身近な神戸の市街地の遺跡で・・・・・。 

もう びっくり。 今さらですが、本当に縄文時代 日本列島全域をつなぐ広い交流があったのだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市内から出土した縄文時代の遺物     

 

   

 

 

 

 

 

 

縄文後期 生田遺跡出土土偶部分  

西神戸 神戸市埋蔵文化財センター企画展、 

「神戸古代史探検－縄文から古墳時代へ-」で 2011.5.3. 

 

縄文というと 

「火焔土器と縄文のビーナスの中部山岳地域から新潟」「三内丸山遺跡の大集落とストーンサークルに土偶・漆の東北」がイ

メージされ、 関西には有名な遺跡がなく、あまりなじみがない。 

でも 日本全土につながる広い交流の足跡を示す面白い縄文が神戸にもある。  

まだまた よく知られていない縄文が関西にはあるのだと。 

 

そういえば、土偶というと東日本出土のイメージが強いが、日本最古の土偶は鈴鹿山脈をはさんだ滋賀と三重で出土している。 

また、前回紹介した古代伝承の地「神出」の雌岡山と雄岡山に挟まれた金棒池周辺も縄文人の地である。 

 

      でも 神戸の縄文遺跡と言っても とっさには思い浮かばず。  

      そもそも 縄文人が神戸周辺に住んでいたのかどうかも 私にはあやふや。 

 



      そんな眼で神戸市埋蔵文化財センター企画展「神戸古代史探検−縄文から古墳時代へ-」を見ると 

      神戸市内 六甲連山の山裾周辺には 縄文時代の初めから縄文人が住み着き 実に数多くの縄文遺跡がある。 

      この篠原遺跡のある六甲下の篠原都賀川流域 生田神社の森 長田神社の森 等  々 びっくりでした。 

 

【篠原縄文遺跡 概要】   

       

篠原遺跡の位置  阪急六甲の西 灘区篠原中町から篠原北町周辺 

六甲川と杣谷川が合流し、都賀川となる付近の標高50～85mの扇状地 

篠原遺跡は、六甲山南麓を流れる六甲川と杣谷川が合流し、都賀川となる付  

近を中心に灘区篠原中町から篠原北町周辺に位置し、標高50メートル～85 

メートルの扇状地上に立地する縄文時代から平安時代までの複合遺跡。 

 

この遺跡から出土した土偶は、縄文時代晩期に東北地方で多く出土する遮光 

器土偶（しゃこうきどぐう）のもっとも特徴的な目の部分（右目）であり、 

神戸の地においても遮光器土偶が出土した珍しいもの。 

石棒は、縄文時代から弥生時代前期頃の祭祀（さいし）に使われたと考えら 

れている棒状をした磨製石器。子孫繁栄や豊穣（ほうじょう：穀物などが豊に実ること）を祈願した呪術的な道具で 

あると思われる。東日本に多く、西日本は比較少なく、神戸市内では、篠原遺跡の他に、縄文時代のものとしては、 

北青木遺跡淡河中村遺跡、弥生時代 のものとしては、大開遺跡・戎町遺跡などで出土している。 

 

5月21日この神戸市埋蔵文化センターで今回の展示にあわせ、「縄文時代の神戸」の講演会があるのを申し込んでいたので、

これは楽しみである。 

 また、この遮光器土偶を出土した篠原遺跡 三宮から新神戸・王子動物園の上を通って阪急六甲へ行くバス道の途中。 

 良く知った場所ですが、記憶では 北に摩耶・六甲を見上げ、南に下ってゆくスロープ上に広がる市街住宅地の向こうに神

戸港・大阪湾を見渡せるロケーション。完全に神戸の市街住宅地地の中に埋没してしまっているなあ・・・・と。 

地図でみると六甲ケーブルの下で六甲の山が少し奥へ引っ込んで傾斜地が少し広がったところ。 

それぞれの谷筋を流れ下ってきた六甲川と杣谷川が谷筋を出て合流して都賀川となり、扇状地・氾濫原を形成していた場所に

見える。やっぱり 景色のいい場所である。 

実際にどんなところなのか しっかり見てこよう 長いこと六甲ケーブル下から六甲山へ登る油コブシのハイキング道も長

いこと歩いていないので、合わせて歩こうと5月20日の午後出かけました。 

また【篠原縄文遺跡 概要】と5月21日神戸市埋蔵文化センター講演会「縄文時代の神戸」資料より、 

神戸市内の縄文遺跡の分布図とリストを掲載しました。 

 

参考資料 

西岡誠司氏「縄文時代の神戸」講演資料(平成23年5月21日 神戸市埋蔵文化財センター歴史講演会「神戸の歴史探検」) 

 

篠原遺跡から出土した縄文晩期 

 
最西端で出土した遮光器土偶と石棒



 篠原遺跡周辺の今 

 

     六甲ケーブルの下 六甲の山裾の傾斜地が広がる杣谷川と六甲川が合流する扇状地にあった篠原縄文集落遺跡 

 

阪急電車の橋梁がかかる合流点 都賀川から六甲を眺める  2011.5.20. 

  
六甲油コブシ登山道より篠原遺跡周辺を遠望   2011.5.20. 

 



 

 
篠原遺跡が埋まる 左 杣谷川 右六甲川の合流点 篠原公園周辺   2011.5.20. 

   

杣谷川・六甲川の合流点から下流側 都賀川周辺  2011.5.20. 

  

            杣谷川に沿って広がる住宅地  合流点の上 護国神社周辺  2011.5.20. 

   

六甲川上流 鶴甲・篠原北町周辺 一番上に六甲ケーブル下駅がある  2011.5.20. 



  神戸の遺跡からみた縄文                               

神戸市埋蔵文化財センター歴史講演会「神戸の歴史探検」 

平成23年5月21日 西岡誠司氏「縄文時代の神戸」講演資料より 要旨・図面抜粋 

西日本の神戸からも 亀ヶ岡の遮光器土偶が出土した 

1. 縄文時代とは 温暖化が進む気候激変を乗り切る知恵 

○ 土器の発明  食生活の一大変革をもたらす大発明 煮炊きを可能にし、どんぐりなど食物の安定確保 

         縄文人の食事  狩猟採取といわれるが、植物5 魚・貝4 獣1 でイメージがだいぶ異なる 

         縄文人が土器に込めた思いが何か よく判っていない  実用から大きく変化する装飾 

縄文晩期 西日本の縄文土器にはほとんど模様がない 

○ 石器の著しい進歩  狩猟具の発達 気候変動に対応した小動物の増加に対応 弓矢の使用  

2. 縄文人の暮らしを特徴づける不思議  まつりと祈り   埋葬・抜歯・土偶  

    1. 埋葬は屈葬が主であるが、その理由は分かっていない 

    2. 成年のほとんどに上あごの犬歯2本を抜く 10本以上の歯を抜いている例もある 

    3. 土偶の変遷   草創期からあるが、中期以降東日本で急激に増加   

その表現も体部のみから顔・手足そして 様々な表現へ変化してゆく 

3. 現代に生かすべき??? 縄文の暮らし    縄文がえりの勧め 

  1. 縄文人は現代人より健康的な暮らしであったが、医療の発達していなかったので短命 

  2. 自然と共生した暮らしと知恵  自然と共生した継続的な暮らし 

  3. 縄文人は平和的・友好的な暮らし  大きな争いのない暮らし 

    争いは水田耕作による定住が水争いを生んだのか  縄文人は定住地を持ちつつ移動の生活か・・ 

4. 縄文のまとめ  縄文人の暮らしは 豊かであったのか・・・・・ 

    豊かさの指標を虫歯にとると・・・ 

     現代人の虫歯     約14本 

     現代の狩猟未開人   ほとんど0本 

     縄文人 早期       0本 

                  前期遺構     3本 

          弥生人         4本 

 

       

人骨の成長異常 

 江戸庶民の人骨の成長異常の方が  

縄文人の成長異常よりはるかに多いという。 
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◆ 六甲連山の麓 幾筋もの川が流れ下る扇状地には 縄文早期から縄文人の暮らしがあった 

そんな 縄文晩期の篠原遺跡から 遮光器土偶が出土した 

     

     

      

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



京都の新しいパワースポット 磁石が吸い付く平野神社の「すえひろがね・餅鉄」 を訪ねる   

東北と関係深い清水寺にも久しぶりにゆきました  2011.5.22 

東日本大震災・津波・原発事故  被災されたみなさまに 心からお見舞い申し上げます   

   困難な中で 互いに声かけあって 生き抜く力が与えられるよう   

       一日も早く 手が差し伸べられ立ち直られますよう  お祈りしています  

   

 

京都平野神社境内の御神木「大楠」の傍にある「すえひろがね」 

夜 テレビを見ていたら 京都の北野の天神さんのすぐ北側 桜の名所 

平野神社の境内 御神木の大楠の下に磁石が吸い付く不思議な石「すえひ

ろがね」があり、「大楠に手を触れながら木の周りを一周し、その下にあ

るこの霊石に触れると新しいエネルギーが体内に入って来る」と若い人た

ちのパワースポットとして人気があるという。 

そして、若い人が大楠の周囲をめぐり、お守り袋に入った磁石をこの不思

議な石に吸い付けている姿が大写しになりました。 

 学生時代 花見というと平野神社 何度も訪れたことがあるのですが、

「そんな話 聞いたことなかったなあ 知らないなあ…・」と。この磁石

が吸い付く石は「天然の磁石石か? それとも鉄鉱石??  京都でも餅鉄が

とれるのだろうか???」 京都の東山から比叡山にかけては 古代の鉄鉱

石の産地。そこから奉納されたものだろうか…。磁石が引っ付く石がパワ

ースポットとして京都の町の中にあることに興味を覚えました。 

                                    平野神社の霊石「すえひろがね」 

東日本大地震と原発事故で頭がもやもやしていた時で、パワースポットにされるほど強い吸い付き力があるとすると かつて 

釜石でもらった「三陸の川筋で採取される餅鉄??」が頭にうかんできました。 

そして、長いこと東北蝦夷の族長 アテルイの顕彰碑のある「清水寺」などが かつて東北の鉄を訪ねて歩いた街々とともに

7. 
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頭に浮かびました。5月22日 京都に行く機会があるので、「平野神社へこの不思議な石の奉納元を確かめに立ち寄って 前々

から頭にあった清水寺にも行って 東日本大地震で大きな被害を受けた東北復興の祈願をしてこよう」と。 

 

5 月 22 日午後 北野天満宮を抜けて北門から西へ数分。 御土居に沿う

天神川を渡るとすぐ、平野神社の赤い鳥居。 

この鳥居から石畳の参道が中門を潜り抜け、境内に入る。 

かつて境内地は1.5ｋｍ四方と広大で、ほぼ京都御苑と同じ広さであった

というが、現在は 200m 弱四方であるが、そこに、染井吉野や枝垂桜をは

じめ珍種を含め約50種・約500本が植栽されている。 

花見の頃は 鳥居をくぐると一面ピンクなのですが、今は緑に包まれてい

る。 平野神社の神紋も桜である。 

最近はどうなのかよく知りませんが、かつては数多くの屋台が立ち並び、

桜の下でぎっしり宴が繰り広げられる京都一の夜桜見物の名所だった。 

 

境内に入ると広い境内の正面に舞殿が見え、その奥に社殿は春日造りを二

殿連結した「平野造」（比翼春日造）とよばれる国の重要文化財の社殿が

ある。舞殿の南側手前の参道横にしめ縄が張られた御神木樹齢約400年楠

の古木が青々と葉を茂らせ立っているのが見え、その前にもしめ縄を張っ

た自然石が祀られている。そこに数人 人が見える。 

楠に手を置きながらじっと黙想している人も見える。 ここが最近若い人

が数多く訪れる平野神社のパワースポットと直ぐ判った。 

  
           舞殿の手前横の参道脇に霊石「すえひろがね」 奥に社殿が見える  2011.5.22. 

                     平野神社の新しいパワースポット 

  

大楠や舞殿があったのは覚えていますが、こんな風になってい

るのは全く知らず。 

しめ縄が張られ、数個磁石が吸い付けられている霊石の前にこ

の霊石の由来が書いてあり、名前が「すえひろがね」・「餅鉄」

と知れる。 

また、社務所で教えてもらったのですが、数年前に東北から奉

納されたものを祀ったものと知れる。 



 

かつて たたら製鉄原料としての「餅鉄」を探しに東北・釜石へ出かけ、もらって帰ったことがある。 

餅鉄というと川に落ちた磁鉄鉱石が流れの中で丸く削られ、みんなきめの細かいつるつるの肌をしていると思っていましたが、

こんな大きな自然石に近いものもあるのだと知りました。 

和鉄の道  田舎なれども南部の国は 西も東も金の山  

3. 釜石 鉄の歴史館に「餅鐵」を訪ねて 岩手県・南部 蝦夷の鉄 北上山系 大槌・釜石 

   http://buffalonas.com/mutsu/www/dock/iron/kmaisi.pdf 

 

また、私の好きな東北と京都の清水寺が関係深いと思ってきましたが、平野

神社にも東北と関係深い「餅鉄」が祀られている。 

東日本大地震の東北をぼんやりと平野神社のパワースポットと重ねて 出

かけてきましたが、その結びつきにもビックリ。 

 

霊石に吸いつけられていた磁石をつかんで離れさそうと引くのですが、本当

に強く吸い付いていて、磁石石の自然石よりこの霊石の鉄分が多いことがわ

かる。 

東北の復興を願って 私の持っている磁石をこの霊石に引っ付けてきまし

た。近づけるとピッタシと吸いつけられました。 

 

 

 

【 参考 】 

1.「餅鉄」の解説 和鉄の道より 

2. 清水寺と古代東北とのつながり 和鉄の道より 
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【参考 1. 餅鉄 和鉄の道より 】 

 

釜石後背の北上山系の川から採取された餅鐵   釜石市 鉄の歴史館で 2002.9.23. 

山中に鉄鉱石（磁鉄鉱）鉱脈として眠っていた鉄鉱石

が川に流され、流れ下る過程で磨かれ丸くなったもの。 

従って 鉄鉱石（磁鉄鉱）の鉱脈がある山から流れ下

る川流域で産出される。 

鉄分は 70%を超え、非常に純度が高い。ほかの鉄鉱石

と比べ炭素量の高いのも特徴。 「餅鉄」の名称は製錬した鉄の性質が粘性に富むことに由来し、形状から来たものではない。 

 

【釜石後背の北上山地と餅鐵が出る川】      【餅鉄の出る甲子川 北上山地から流れ出て釜石を流れ下る】 

釜石の後背地の北上山系には大規模な磁鉄鉱の鉄鉱脈があり、ここから流れ下る甲子川や鵜住居川・小鎚川などの 

域で産出される。東北では北上川や秋田県米代川流域などでも産出すると聞きましたが、資源が偏在するのもこれで理解。 

70%を超える鉄分と高純度は砂鉄では得られぬものであり、砂鉄による「たたら製

鉄」に替わる近代洋式高炉が最初に釜石周辺の北上山中に建設された(陸中大橋 

大橋高炉)のも、後背の山中で鉄鉱脈が発見された事と共に、古くからこの餅鐵が

製鉄原料として使われてきた歴史があったためであろう。 
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【参考 2. 清水寺と古代東北とのつながり 和鉄の道より】 

 

北上市の市民憲章には  

「 あの高嶺 鬼住む誇り その瀬音 久遠の賛歌  

 この大地 燃えたついのち ここは北上 」 と誇らしく歌う。 

   

東北人の心情として感激し、私の頭に強く残っている言葉です。 

この鬼とは古代日高見(北上)川沿いのこの地にすんだ自分たちの祖先 

蝦夷の族長 日高見の鬼「アテルイ」とその一族 蝦夷をさす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 

 

 

 

 

今から約1200 年前 奈良時代の末から平安時代の初期にかけて 坂上田村麻呂を征夷大将軍とした蝦夷征伐があった。この蝦

夷征伐のもう一つの側面は今まで輸入に頼っていた「金や鉄(くろがね)」がこの蝦夷の支配地で出たことによる鉱物資源の支配。

坂上田村麻呂が出るまで、大和朝廷が苦しめられ続けた蝦夷の族長が「アテルイ」 

蝦夷の心情に共感しつつも戦わねばならなかった征夷大将軍坂上田村麻呂 

長年にわたる戦争の中で、アテルイは蝦夷の和平を願い、盟友モレと約500人の兵と共に田村麻呂に降伏。 

坂上田村麻呂の「蝦夷支配に活用できる人材」との助命嘆願もむなしく、アテルイは河内国で斬首されたという。 

この坂上田村麻呂が建立したのが、京都 清水寺。そして清水寺の境内 清水の舞台のすぐ下に  

この田村麻呂とアテルイ・モレの心の交流を顕彰するアテルイ・モレの顕彰碑がある。 

 和鉄の道「蝦夷の鉄」   東北地方 和鉄の 道 9 編 取りまとめ 2004.1 

1.  岩手県の人達が作った長編アニメ映画「アテルイ」に今の時代を重ねて      和鉄の道Ⅲ 15.  

2.  7 世紀 畿内王権の蝦夷征伐の兵器庫 「行方製鉄遺跡」を訪ねる         和鉄の道Ⅰ 4.  

3.  岩手県北上川流域の和鉄 一関博物館へ                     和鉄の道Ⅱ 8.  

蝦夷の主要武器「蕨手刀」・日本刀のルーツ「舞草刀」を訪ねて  

4.  心残りだった東北 和鉄のふるさと walk 北上江釣子・砂鉄川・蔵王             和鉄の道Ⅲ 8.  

「あの高嶺 鬼住む誇り・・・・・ 北上市市民憲章 」 と歌う  

5. 『田舎なれども南部の国は 西も東も金の山』                                  和鉄の道Ⅲ 2.  

岩手県・南部「蝦夷の鉄」 北上山 系大槌・釜石へ  

6.  古代 出羽国 秋田 和鉄の道を訪ねて  奥羽山脈越えの和鉄の道は蝦夷の生命線    和鉄の道Ⅲ 5.  

北上川流域の陸奥から奥羽山脈越 出羽・秋田そして津軽十三湊へ  

7.  奥州 蝦夷の心臓部を貫く和鉄の道-北上（和賀）仙 人 峠 越-                   和鉄の道Ⅲ 6.  

東北 鉄の山 気にかかっていた「和鉄のさと」を歩いて－  

8. 「弘前ねぷた」と岩木山北山麓「鬼伝説の里」                                  和鉄の道Ⅰ 8.  

「鬼沢・鬼神社」・「十腰内・厳鬼神社  

9.  岩木山北山麓の製鉄遺跡群と鬼伝説                                           和鉄の道Ⅰ 6. 

 京都 清水寺にある蝦夷の族長「アテルイ」の顕彰碑 2011.5.22. 
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   【 清水寺 東北エミシの族長アテルイの顕彰碑に詣でる 2011.5.22 .】 

平野神社の境内から 西大路道理に出て、市バスに乗って清水寺へ。 東北の復興を祈願してこよう。  

清水寺は蝦夷征伐の征夷大将軍 坂上田村麻呂が建立した寺で、清水の舞台のすぐ下の境内に東北蝦夷の族長アテルイ・モレの顕彰碑がある。 

征夷大将軍として東北の蝦夷と戦火を交えた坂上田村麻呂は蝦夷の族長アテルイと副将モレこそ東北経営に最も力を発揮してくれると信じ、 

ふたりの助命を嘆願する。しかし、願いは聞き入れられず、二人は河内で斬首された。 

共に平和を希求し、人々の血を流すことを避けようとした坂上田村麻呂とアテルイとモレ。 

この精神は、現代の東北の人々にもしっかりとうけつがれているといわれる。 

 東北人はこの二人に強く心を惹かれ、北上市の市民憲章には 

 「 あの高嶺 鬼住む誇り その瀬音 久遠の賛歌  

 この大地 燃えたついのち ここは北上 」 と誇らしく歌う。 

   

  
   蝦夷征伐の征夷大将軍 坂上田村麻呂が建立した清水寺と境内にある蝦夷の族長アテルイ・モレの顕彰碑  2011.5.22.  

  

八坂の塔             清水寺仁王門前 清水坂  2011.5.22. 



 南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄(てつ)の道」 

魏志倭人伝の時代 朝鮮半島の鉄との交易品は何か・・・・ 

2011.8.25. by Mutsu Nakanishi 

  

  

魏志を読むと「国出鉄、韓、濊、倭皆從取之」という記事と一緒に倭人伝 壱岐・対馬の記事の中に「南北市糴」という言

葉がでてくる。「糴」を何と読むのか不思議で 読めなかった漢字。「テキ」と読み、「米を買い入れる」ということから

「交易」を意味するという。弥生の末期 北部九州諸国に独占されていた鉄器の集積が、山陰日本海沿岸諸国(麦木晩田 青

谷上寺地 丹後 北陸)から畿内へと広がってくる時代である。   

昨今の纏向遺跡の発掘などによって 邪馬台国大和説が大きくクローズアップされ、「古代国家形成に至る黎明 邪馬台

国・魏志倭人伝の時代 卑弥呼の邪馬台国連合を結びつけていたのは朝鮮半島の鉄の流通路を安定確保する支配力」として

朝鮮半島と日本列島を結ぶ 和鉄(てつ)の道が大きく注目されるようになった。 

 

 

紀元前3世紀 大陸や朝鮮半島から 新しい技術や人々の渡来があって 集落から地域集団そして国へと日本の国づくりが

大きく展開されてゆく時代である。 豊かさを求め、群雄割拠・連合の戦乱の中で、「鉄」は農耕・・国土開拓にとって必

須で、朝鮮半島の鉄入手を求めた。 

この和鉄の道で倭の国々は「朝鮮半島の鉄器素材と何を交換したのだろうか ? 

また 遠く離れた列島諸国とこの朝鮮半島との鉄の道の交易 海の道を渡ったのは誰か ?? 

翡翠・水晶などの宝石鉱物・銅・貝類などの加工品(威信財・装身具・祭祀具) 織布(麻・錦) 海産物 穀物 

木材 等  々 数々の説が発表され、最近読んだ本には「硫黄」や「塩」を倭側交易品と考えている人もいる。 

今まで 数多くの研究が発表されているが、いまだ確論がない。 

日本での製鉄が始まりを解く謎のひとつであり、邪馬台国から大和王権の成立へ 古代国家の成り立ちを解く謎として 

多くの人たちのロマンを掻き立ててきた謎のひとつであり、私にとっても いつも不思議に思いながら解けぬ謎。 
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つい 先日も 知人から「『朝鮮半島の鉄 朝鮮半島の鉄』と言う

が、その日本側の交易品はなになのか?」と問われ、自分でももやも

やしていますので、よい機会 資料を調べ直し始めました。 

まだ、結論は出ていませんが、この朝鮮半島の鉄を巡る諸国の交易

品について、まとめてみました。 

 

この時代の朝鮮半島と大和との交流を知る手掛かりは 中國の魏書に 

書かれた朝鮮半島並びに日本列島諸国の記事と発掘調査によって年  々

明らかになってきた事実をあわせ考えることである。 

■ 魏書によると まだ製鉄技術のなかった倭国の諸国は朝鮮半島 

の鉄を求め、活発に交流し、勢力を伸ばした邪馬台国は北部九 

州から朝鮮半島に至る出発港である伊都国に「一大卒」を置い 

て、朝鮮半島と行き来する物品・人を監視していたという。  

■ また、この時代 農耕が乏しい壱岐・対馬には 航海術にたけた「海

人」族の勢力があり、積極的に朝鮮半島と北部九 

州や日本列島諸国との間を自由に行き来し、「南北市糴」中継貿易を行っていたという。 

■ そして、朝鮮半島・日本で広く現れたバチ状薄鉄板「鉄テイ」が魏書にある物品交易の貨幣の役割を担った鉄とも言わ 

れている。 

朝鮮半島や日本で大量にみつかる「鉄テイ」が数多くの実用鉄器の鉄素材とは考えにくく、これが貨幣の役割を果たしてい

たとすると中継貿易が大いに隆盛したことがうかがえ、かつ倭諸国が直接朝鮮半島に行かずとも北部九州や壱岐・対馬で朝

鮮半島の鉄が手に入れられたと考えられる。 また、この中継貿易をイメージするとその交易品も広く考えられる。 

いままで、朝鮮半島の鉄について 壱岐・対馬の役割をあまりイメージしていませんでしたが、近年の発掘調査で次第に明

らかになってきた壱岐・対馬の「海人」の活躍を考えねばならない。 

 

1. 魏書に記載されている弥生時代末 ３世紀頃の倭と朝鮮半島の交流 

1.1. 魏書(286)に書かれた鉄関連記事 

■「 魏誌 東夷伝・弁辰条 」 

国出鉄、韓、濊、倭皆從取之。諸市買皆用鉄、如中國用貨、又以供給二郡。 

国、鉄を出す。韓、濊、倭 皆従がいて之を取る。貨幣がわりにも鉄を用いる、また以て二郡に供給す 

 ■「 魏誌倭人伝 」 

自女王國以北、特置一大率、檢察諸國、諸國畏憚之。 常治伊都國、於國中有如刺史。  

王遣使詣京都、帶方郡、諸韓國、及郡使倭國、皆臨津搜露、傳送文書賜遺之物詣女王、不得差錯。  

女王国の北方の諸国には「一大率」という官が置かれて国々を監視している。 

一大率は伊都国にあり、魏の刺史のような役目を果たしている。 

伊都国は外交の中心地で魏や韓の国々の使節はここに停泊して文書や贈物の点検を受けて女王に送っている。 

 

1.2. 「魏志倭人伝」に描かれた倭国 壱岐・対馬・伊都国   

 < 倭 国 >                            

「 倭人在帶方東南大海之中依山島爲國邑舊百餘國 漢時有朝見者今使譯所通三十國 

從郡至倭循海岸水行歴韓國乍南乍東到其北岸  狗邪韓國七千餘里           」 

倭人は帯方（今のソウル付近）の東南大海の中にあり、山島に依りて国邑をなす。旧（もと）百余国。 

漢の時朝見する者あり、今、使訳通ずる所三十国 

郡（帯方郡）より倭に至るには、海岸に循（したが）って水行し、韓国（主に馬韓）を歴（へ）て、 

乍（あるい）は南し乍（あるい）は東し、その北岸狗邪韓国（くやかんこく）に到る七千余里。 
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< 対 馬 > 

「 始度一海千餘里至對海國 其大官曰卑狗副曰卑奴毋離 所居絶島方可四百餘里 

土地山險多深林道路如禽鹿徑  有千餘戸無良田食海物自活乗船南北市糴          」 

始めて一海を度る千余里、対海国（対馬）に至る。其の大官を卑狗といい、副を卑奴毋離（ひなもり）という。 

居る所絶島、方四百余里ばかり。土地は山険しく、深林多く、道路は禽鹿の径の如し。 

千余戸あり。良田なく、海物を食して自活し、船に乗りて南北に市糴（してき）す。 

< 壱 岐 > 

「 又南渡一海千餘名曰瀚海至一大國 官亦曰卑狗副曰卑奴毋離 方可三百里 

多竹木叢林有三千許 家差有田地耕田猶不足食亦南北市糴                 」 

また南一海を渡る千余里、名づけて瀚海（かんかい）という。一大国（壱岐）に至る。官をまた卑狗 

といい、副を卑奴毋離という。方三百里ばかり。竹木・叢林多く、三千ばかりの家あり。やや田地あり、 

田を耕せどもなお食するに足らず、また南北に市糴す。 

< 伊 都 > 

「 東南陸行五百里到伊都國官曰爾支副曰泄謨觚柄渠觚  有千餘戸 丗有王皆統屬女王國郡使往來常所駐 」 

東南陸行五百里にして、伊都国に到る。官を爾支といい、副を泄謨觚・柄渠觚という。千余戸あり。世々王あるも、

皆女王国に統属す。郡使の往来常に駐（とど）まる所なり。 

<邪馬台国への道程> 

「 東南至奴國百里官曰馬觚副曰卑奴毋離有二萬餘戸  

東行至不彌國百里官曰多模副曰卑奴毋離有千餘家 

南至投馬國水行二十日官曰彌彌副曰彌彌那利可五萬餘戸  

南至邪馬壹國女王之所都水行十日陸行一月 官有伊支馬 

次曰彌馬升次曰彌馬獲支次曰奴佳可七萬餘戸 」 

東南奴国に至る百里。官を馬觚といい、副を卑奴毋離という。二万余戸あり。 

東行不弥国に至る百里。官を多模といい、副を卑奴毋離という。千余家あり。 

南、投馬国に至る水行二十日。官を弥弥といい、副を弥弥那利という。五万余戸ばかり。 

南、邪馬壹国に至る、女王の都する所、水行十日陸行一月。官に伊支馬あり、次を弥馬升といい、 

次を弥馬獲支といい、次を奴佳タイという。七万余戸ばかり。 

 

2. 南北市糴（してき） 朝鮮半島との中継貿易を担った壱岐の王都 原の辻遺跡  

  
         壱岐  原の辻遺跡                   原の辻遺跡から出土した外洋につながる船着き場           

北部九州と朝鮮半島の間にある対馬・壱岐について、魏志倭人伝は 「山ばかりで農

耕ができない島で、人々は南北に「市糴」して暮らしている」と書かれている。 

「良田なく、海物を食して自活し、船に乗りて南北に市糴（してき）」した対馬 

「やや田地あり、田を耕せどもなお食するに足らず、また南北に市糴」した壱岐 

 

「市糴（してき）」とは何か・・・・ おぼろげには「交易」と思いながら、調べた

ことなく、魏志倭人に接するたびに気になっていた言葉である。 

市糴とは「米を買うこと」これが交易を表す熟語となったもので、対馬・壱岐が市糴
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した南は日本列島、北は朝鮮半島にほかならない。玄界灘に浮かぶ壱岐・対馬は古くから朝鮮半島や日本列島を行き来する

「海人」の人々の本拠地であり、自給自足のできない対馬・壱岐では、南北に市糴（交易）することが当然の道。 

航海術にたけ、朝鮮半島の事情をよく知るこの人たちが魏志倭人伝に描かれた朝鮮半島との交流の道を握っていたと考えら

れる。また、弥生時代の後期から古墳時代 交易拠点・港には建ち並んだ大型穀物倉庫群遺構が出する。 

○福岡比恵遺跡倉庫群・吉野ヶ里遺跡高床式倉庫群・紀ノ川 鳴滝倉庫群・大阪法円坂倉庫群 など 

  これは 穀類が主要な交易品であることを示しており、交易のベース商 

品として朝鮮半島の鉄 日本諸国の穀類の仲介であつた証拠かもしれな 

い。また、海産物なども同じ性格をもっていたのだろう。 

これら穀物や海産物の現物は見つからぬが、壱岐・対馬そして 北部 

九州側の拠点伊都国や、４世紀伊都国にとって代わり、大和と深い関係 

を持つ新たな貿易港となった博多湾の拠点(博多西新町遺跡など)には 

日本各地の物産や交易品を入れていたと考えられる日本各地の土器 

や朝鮮半島の土器類が多数見つかっている。               紀ノ川河口 鳴滝倉庫群 イメージ図 

 

             魏志倭人伝に記された一大国の王都を復元した 壱岐 原の辻遺跡 

 

原の辻遺跡は，弥生時代を中心とする大規模な多重環濠集落であり，

中国の歴史書『魏志倭人伝』記載の「一支国(いきこく)」の王都と

して特定された極めて重要な遺跡である。 

遺跡は，平野に張り出した台地と低地一帯に立地し，１００haほど

の範囲が推定される。環濠内と低地には居住域が拡がり，台地中央

の頂部に高床建物をもつ祭儀場跡

が存在する。６箇所ある墓域では，

石棺墓・土壙墓(どこうぼ)を主体と

して，中国鏡・銅剣・腕輪の青銅器，

ガラス玉・勾玉(まがたま)などが副

葬された有力者の墓も認められる。

台地西側の低地では，これまでに確

認されている中では東アジア最古

の船着き場跡が発見され，中国や朝

鮮半島へ渡り、交易をおこなってい

た海洋民の姿を今に伝える。また、

周辺の低地では稲作を行っていた

ことが確認されつつある。 

遺物は，青銅製馬車具，三翼鏃(さ

んよくぞく)，中国貨幣（五銖銭(ご

しゅせん)・貨泉(かせん)・大泉五



十(たいせんごじゅう)），鉄器，朝鮮半島系土器，床大引き材，ココヤシ製笛など，大陸との交流・交易を物語る遺物が多

く出土している。指定面積は，１８４，４００．２３㎡（H21.2.12追加指定分1,741㎡を含む）。 

集落形成は、弥生時代前期末に始まり、中期前半に多重の環濠を掘削して大集落となり、後期には環濠が再掘削されましたが、

古墳時代前期に環濠は埋没して集落は衰退した。環濠内側では掘立柱建物群・住居域・土坑（どこう）群・墓域などが、環濠外側で

は墓域・船着場状遺構・水田遺構・通路状遺構などが検出され、北部九州地方を中心として近畿地方、さらには、大陸・朝鮮半島

にいたる地域からの多量の搬入品が出土しており、海を介した広域交流が行われた交易拠点であったと考えられている。 

また、原の辻には 海からの陸揚げ船着き場・市場とともに、石器→鉄器の工房があり、変化する国際情勢に対処して中継貿易

の機能を維持が図られていた。 (環濠・船着場整備・工具の製作修理など)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     南北市糴（してき）原の辻遺跡 市場推定位置       原の辻遺跡の生産工房跡   

原の辻遺跡ノ北部 外洋につながる川の船着き場に接する        各種石器製作から鉄器製作へ 

朝鮮半島の遺物が数多く出土している 

    半島・中国・日本各地との交流を示す大量の出土品原の辻遺跡の出土品     

  朝鮮半島・日本各地の土器・石製品・銅製品・鉄製品・中国の銅貨・鏡・玉類・ 

  紡錘車そして穀物類等  々 ・ 



3. 魏志倭人伝に見る 邪馬台国から魏への貢納品 白珠・青珠・倭錦・丹など 

 

魏志倭人伝によると 魏と倭との交流の中 倭が魏に朝貢した時の物品が記載されている。 

生口、布きれ( 倭錦・絳青兼・緜衣・帛布・雑錦など)、丹、弓矢、珠などが運ばれ、 

倭には印綬，銅鏡、刀、金、真珠、鉛丹、黄ドウ(黄色の旗) 布きれなどを授けられたと記されている。 

このことから 倭から運ばれた「布きれ、丹、弓矢、珠」などは貴重な日本の特産物であり、朝鮮半島との交易にも重要な産品であ

ったに違いない。  

■ 其四年倭王復遣使大夫伊聲耆掖邪狗等八人  上献生口倭錦絳青兼緜衣帛布丹木付短弓矢 

掖邪狗等壹拝率善中郎将印綬 

正始四年(西暦二四三年)､倭王は再び大夫伊声誉(崇神天皇皇子､伊邪眞若命か)､掖邪狗等八人を派遣して､生口､倭錦､緑青 

兼､畠系衣､帛布､丹､木付､短弓､矢を貢献してきました。掖邪狗らには等しく率善中郎将の印綬を授けました。 

■ 政等以檄告喩壹与 壹与遣倭大夫率善中郎将掖邪狗等二十人送政等還因詣臺献上男女生口三十人 

貢白珠五千孔青大句珠二枚異文雑錦二十匹 

政等を派遣して､倭女王台与に貢献するように告げました。倭女王 

台与は､大夫率善中郎将の掖邪狗等二十人に命じて政等の帰還に 

随行させました。掖邪狗等は､皇帝のいる都にも立ち寄り､男女生 

口三十人を献上し､白珠五千個､青大句珠(穴の開いたヒスイの大 

玉)二枚､異文雑錦(錦に似た織物)二十匹を献上しました。 

 

このうち「丹」は辰砂 「珠」は白珠が真珠 青珠が翡翠と推察され、様々

な装身具・祭祀具・威信財に加工されていただろう。 

これらは 山陰日本海沿岸や四国阿波などの諸国がそれら名産品の主要産地で 数多くの生産工房が営まれ、加工具として鉄

が必須であった地であり、この時代に新たに鉄の集積が大きく伸びた地と重なっている。 

また、布きれと記した「雑錦・倭錦・絳青兼・緜衣・帛布」は養蚕を紡いだ絹織物とみられ、中國から伝わった養蚕技術が、倭国の独

自技術へと進化してゆく過程の中にあり、貴重品として中国へ逆に貢納されたと推定される。 

    

         倭錦(復元)             真珠(白珠) 表示は後世のもの 青珠(翡翠・碧玉の勾玉)        丹  

 

4. 朝鮮半島の鉄入手のための倭側の交易品の検討 

4.1.  邪馬台国から魏への貢納品でもあった 白珠・青珠・倭錦・丹 

 

● 白珠・青珠などの玉類 

朝鮮半島での玉類の出土を調べた当初 そのほとんどが翡翠を原石とする５世紀以降の勾玉で、魏志倭人伝の時代とは年代が

異なるのでびっくりしました。 

3、４世紀の朝鮮半島から出土した勾玉がないかと調べるうちに 1992 年に京都国立博物館で開催された「よみがえる古代王国伽

耶文化展」の図録に金海大成洞古墳群から出土した 3・4 世紀の玉類や琥珀製勾玉が掲載されているのをみつけました。 

材質はよく判りませんが、図版から見ると碧玉と思えるものや水晶・琥珀(図番81-85)が掲載されていました。 

この当時 「出雲や北陸の玉造工房では翡翠のほか碧玉 丹後では水晶」の原石から玉類が製作されており、詳細確認できてい

ませんが、朝鮮半島の南岸 鉄の集散地金海での出土であり、倭から持ち込まれた可能性があると推定しています。 
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勿論、山陰海岸や北陸で作られた珠が朝鮮半島に渡らずに、中継貿易の中で日本国内の各地に運ばれて消費された可能性もな

いとはいえませんが・・・・・。 

朝鮮半島に弥生末期 でも大量の鉄素材が玉造り工房に持ち込まれ、鉄製工具として加工されて実用されているにもかかわらず、

その製品が逆方向に朝鮮半島までたどれないとは思われず、 翡翠の勾玉がこの時代の倭側交易品であったかどうかは別とし

て 水晶や碧玉製の玉類が朝鮮半島の鉄素材入手に対する倭側交易品であったと推定される。 

  
                  朝鮮半島で出土した勾玉出土例と主要倭系遺物出土地 

(  出土時期ははっきりせず、5 世紀以降の大量の翡翠勾玉出土地や子持勾玉出土地をも含むと推定 ) 

 

  

4・5 世紀 金海大成洞古墳群出土玉類      5-6 世紀 朝鮮半島で出土した玉類 冠垂飾り・首飾など 

【参考】  

1. 高久健二氏歴博シンポ「古代東アジアにおける倭と伽耶の交流」資料より「韓国の倭関係遺物 4 世紀～6 世紀」 

ならびに 2. 弥生末期 玉造工房の展開と同時期 鉄の集積が急伸した山陰から北陸 日本海諸国玉造工房と鉄について 

資料を添付させていただきました 

 

● 白珠 「真珠」 

現在対馬・壱岐がある長崎県は愛媛県に次いで全国で2位の真珠生産県で、特に対馬の中央に広がる浅茅湾では、古代より

天然真珠が採取され、朝廷への献上品とされてきた真珠の名産地で、現在も、真珠養殖が

盛んに行われている。3・4世紀に対馬で真珠が採取されていたかどうかはわかりませんが、

日本書紀には「アワビから真珠が採取した」との記事もあり、海人族の本拠地であった壱

岐・対馬で 海産物・貝類の採取とともに真珠も採取されていたと考えられ、この時代 海

産物と共に真珠は壱岐・対馬の主要名産品で、鉄入手のための主要交易品と考えられる。 

(なお、この時代の朝鮮半島遺跡から真珠が出土していたかどうかは調査できていない。)   正倉院御物 白珠・真珠 

なお。白珠には「水晶」を含むことがあり、水晶は丹後の玉造り工房 奈具丘遺跡が主生産地である。 

 

● 倭錦などの布 

魏志倭人伝に「雑錦・倭錦・絳青兼・緜衣・帛布」などと記載された布切れは養蚕を紡いだ絹織物と

みられ、紀元前2世紀頃中國もしくは朝鮮半島を通じて伝わった養蚕技術が倭国独自技術へと進化し、

次第に日本の特産品になってゆく過程にあり、貴重品として中国へ逆に貢納されたと推定される。弥

生時代の布は、多くは大麻を原料とする麻布であるが、絹織物も早くから織られていたといわれる。

弥生時代前半期と後半期とでは様子が異なる。前半期の絹織物は、糸の分析よれば蚕が四眠蚕で中国



の河南系、後半期のものは、三眠蚕山河北系・楽浪系である。 

絹織物の種類も多く、吉野ヶ里遺跡では一般的な目の詰まった平絹・すきめ織りの平絹・ねじり織りの薄絹や糸を茜や.貝

紫で染めた錦様の織物もあり、4世紀には養蚕を含めて、広く国内産が流通 

するようになったといわれる。 

        

貝紫で染色した布・糸  朱の付着がみられるすきめ織り   縫い目の残る絹織物       

吉野ヶ里遺跡で見つかった絹 弥生時代中期  図録「弥生時代の吉野ヶ里」より    金海大成洞古墳群出土の紡錘車 

 

絹などの織布は魏志倭人伝の時代においても きわめて貴重品であり、中國や周辺諸国それぞれの特産品であったろう。 

従って 倭錦・綾など布が邪馬台国から魏への貢納品として贈られたと同様に、朝鮮半島諸国にとっても日本の特産品であ

り、中継貿易を担った壱岐原の辻遺跡や対岸の金海大成洞古墳からも紡錘車が出土し、倭錦などの布が倭側の重要な交易品で

あったと考える。 

 

● 丹・辰砂 

 

辰砂は、不透明な赤褐色の塊状、あるいは透明感のある深紅色の鉱石と

して産出し、練丹術などでの水銀の精製の他に、古来より高貴な色・呪

術的な意味を付与された色としての赤色（朱色）の顔料や漢方薬の原料

(不老長寿の妙薬)として珍重されている。 魏志倭人伝の邪馬台国にも

「其山 丹有」と記述されている。 

弥生時代代 古墳の内壁や石棺の彩色や壁画に使用されていた。漢方薬や漆器に施す朱塗や赤色の墨である朱墨の原料とし

ても用いられ、古くは吉野川上流や伊勢国丹生（現在の三重県多気町）などが特産地として知られた。 

弥生の末期この「丹」の生産工房があった阿波国矢野遺跡ではこの辰砂を砕き加工精製するのに鉄工具が使われるようにな

り、数多くの鍛冶工房や玉造り工房が同時に営まれていた。 

朝鮮半島諸国もこの「丹」を珍重していたと推察すると、中国へ卑弥呼が貢納したことを考えるとやはり「玉類」と同様に

この阿波ほかの「丹」が朝鮮半島との交易の日本側の交易品となった可能性があろう。 

 

辰砂の産地 四国阿波の朱生産工房 若杉山遺跡  

 
四国阿波の鍛冶工房 矢野遺跡周辺で出土した鉄器・鉄素材 

弥生の末期 四国阿波の鍛冶工房・朱の生産工房の出土品例 



4.2. そのほかの日本側交易品の候補 

● 材木  高貴な木材 高野槇     ● ゴボウラ・夜光貝などの南海の貝類 装身具・宝石  

               

 高野槇                 吉野ヶ里遺跡出土のるゴボウラやイモガイの腕輪 

日本では弥生時代から古墳時代にかけて、防腐効果のあるコウヤマキが木棺材として用いられていた。 

この日本特産のコウヤマキが百済 武寧王陵(6世紀)の木棺材にも使われている。 

当時の百済が王族の木棺をつくるために、常時コウヤマキ材を入手・管理していた可能性が考えられ、武寧王以前にもすで

にコウヤマキが交易されていた可能性があるといわれるが、その信憑性は確認できていない。 

また、ゴウホラ・夜光貝など南海の貝の美しさに魅せられ、弥生時代日本では広く流通。 

 

● 穀物類 海産物 

壱岐・対馬には農耕ができず、南北市糴（してき) 市を開

き、自由に朝鮮半島 日本諸国を行き来して、交易で生計を

立てていたという。この「糴」には「米を買い入れる」とい

う意味があり、穀類や海産物がこの鉄の道での重要な交易品

であったとも考えられる。 

朝鮮半島の南岸並びに北部九州の沿岸拠点(湊)や壱岐では、

高床式の穀物倉庫群が建ち並び、日本各地の土器や半島の土

器が多数出土する。そして、この時代 朝鮮半島もまた戦乱

の時代である。 

この大量に海峡を行き来する土器 海を渡った交易品の容

器であったとも考えられ、倭・朝鮮半島両国の穀類・海産物

などが、相互に海を渡った可能性は否定できないと思う。            朝鮮半島出土の倭系土器 

少なくとも 壱岐・対馬には穀類・海産物が交易を通じで集まったのではないだろうか…・ 

 

 

            壱岐・原の辻遺跡から出土した朝鮮半島並びに日本各地の土器 



5. 魏志倭人伝の時代 朝鮮半島の鉄と交換した日本側の交易品の整理まとめ 

   穀類・海産物・絹布・白珠・青珠・勾玉・朱・木材などが 日本側交易品ではないか 

朝鮮半島への交易品の記載を示す古文書は見つかりませんが、魏志倭人伝には中国との交流に邪馬台国が貢納した品物の記

載 並びに 倭国と朝鮮半島の交流の様子の記載があり、これは重要な手がかり。 

これらと当時の鉄の集積や日本特産品並びに朝鮮半島・日本側の湊拠点の発掘調査レビューと照らし合わせながら日本側の

交易品の可能性を調べた。 

その結果 ダイレクトに日本側交易品を示すことはできなかったが、日本側の交易候補品そして朝鮮半島の鉄入手交易の様

子がおぼろげながら整理できた。 

その結果をまとめると下記のとおりである。 

 1.  邪馬台国から魏への貢納品でもあった 白珠・青珠・倭錦・丹などが記載され、当時これらが日本の 

    貴重な特産品だったと考えられる。 

2. 朝鮮半島と北部九州の間にある壱岐・対馬は 魏志倭人伝が記載する通り、交易・航海術にたけた海人族の国で、

そこには朝鮮半島・日本各地の物産が集まる市場があり、日本各地・朝鮮半島と活発な中継貿易を行っていたこと

が、膨大な出土遺物からわかる。 

3. この中継貿易を円滑・活性化する貨幣の役割を 鉄テイが担っていた可能性が想定できる。 

この広汎活発な中継貿易により、鉄を入手するためには必ずしも朝鮮半島に直接行って交易する必要はなく、 

北部九州・壱岐・対馬・朝鮮半島などの貿易拠点で交易が可能で、鉄の入手がはるかに容易になっていったと考え 

られ、国内向けであった各地の特産品・穀物・海産物などがそれぞれ、重要な交易品になりえたと考えられる。  

4.  日本各地の特産品の生産工房の展開が鉄製工具を要求し、玉加工や朱などの生産工房の展開と鉄の集積とが 

密接につながって 相互展開している。 

5.  朝鮮半島の南岸並びに北部九州の沿岸拠点(港)や壱岐には日本各地の土器や半島の土器が多数出土する。 

   これは この土器に入れられ海を渡った交易品の容器と考えられないか 

   魏志倭人伝の記事と合わせると 穀類・海産物などが、海を渡った可能性は否定できない。 

これらの結果をもとに 朝鮮半島の鉄入手と交換された倭側の交易品を考えると、魏志倭人伝に記載された「絹布・白珠・

青珠・勾玉・朱」や「穀類・海産物」そして、木材や南海の貝類などが日本側交易品の候補ではないかと。 

また、壱岐・対馬が海人族の拠点であることは知っていましたが、半島の鉄入手にこの壱岐・対馬が中継貿易

の担い手として きわめて大きな役割を演じていたと気づきました。 

同時に この時期 朝鮮半島から大量に持ち込まれた薄鉄材「鉄テイ」の性格がよく判らなかったのですが、

中継貿易の繁栄の中、魏志倭人伝の記載にある「鉄が貨幣の役割」と考えるとこの鉄テイの性格が見えてきた

ように思っています。 

これら すべて 確証はありませんが、朝鮮半島と日本をつなぐ「和鉄の道」を往来した交易品が見え、今後

の検討のなかで、もっとクリアーにできればと思っています。 

 

【 整理に使った資料ほか  整理とともに掲載図面につかわせていただきました 】  

 1. 第五回歴博国際シンボ 「古代東アジアにおける倭と伽耶の交流」論文集 2002.3.13.-3.16. 

2. 大阪弥生文化博物館 発掘「倭人伝」海の王都、壱岐・原の辻遺跡展図録 2002 

  3. 京都国立博物館「伽耶文化展」図録 1992 

 4. 大阪弥生文化博物館 特別展「北陸の玉と鉄 弥生王権の光と影」図録 2005.10.  

  5. 大阪弥生文化博物館 渡来人登場展 図録 1999.4. 

  6. 近つ飛鳥博物館 鉄とヤマト王権展 図録 2012.10. 

  7. 京都国立博物館 倭国 邪馬台国と大和王権展 図録 1993.3. 

  8. 石田あゆみ 朝鮮半島出土弥生系土器より復元する日韓交渉 

  9. 弥生時代の初期鉄器の船載時期とその流通構造の解明 (H17-19科研費基盤研究報告書 代表 野島永 

   ● インターネット検索 朝鮮半島の鉄 交易品 魏志倭人伝 等 検索より  
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参考 1.  日本海沿岸諸国(山陰から北陸へ) 玉造工房と鉄  

    弥生末期 玉造工房の展開と同時期に鉄の集積が急伸した山陰から北陸 日本海諸国玉造工房と鉄 
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● 北陸の玉造工房 

 

北陸の玉造・鍛冶工房 (1) 

 

北陸の玉造・鍛冶工房 (2) 

 

 

● 丹後の玉作り 

        水晶・ガラスを主な素材とした玉造りと鍛冶工房  丹後半島 奈具丘遺跡・遠所遺跡ほか  

   

  

丹後の国の玉造工房 玉類 水晶・ガラスを主な素材とした玉造り 



● 出雲の玉造工房 

 

出雲の玉作りは、弥生時代前期に始まり、古墳時代後期まで一貫して継続する。 

弥生時代 規格性のある朝鮮半島産の碧玉製玉類が大量に持ち込まれ、その影響

により、列島の各地域に玉作りが拡散し、山陰でも管玉製作が始まる。 

そして、弥生時代から古墳時代へと移行する中、北陸で管玉製作が拡大し、腕飾類など石製品の生産が開始、全国的に流通する。

山陰では玉作り集落が出雲に集約し、古墳時代前期には花仙山産の碧玉・瑪瑙・水晶を素材とした勾玉生産が開始され、古墳時

代中期以降、出雲の玉はそれまでの北陸の玉と入れ替わるように列島の各地域に流通。 

                                             ( 島根県立古代出雲歴史博物館 ホームページより) 

 

この時期  朝鮮半島の鉄器素材を集積し、交易する麦木晩田遺

跡や青谷上寺地遺跡などの交易集落が現れ、山陰でも鉄器が供

給されるようになり、出雲の玉造工房が展開される過程で、玉造

の加工工具が硬い原石の細密加工ができる鉄器へと急速に代替

されてゆく。                                    

出雲の玉造遺跡は、松江市玉湯町を中心に現在約１００遺跡が知

られており、弥生時代前期から平安時代にかけ、盛んに玉造が行

われた。特に青メノウ（碧玉）は出雲石と呼ばれ、出雲しか産出し

ないという。 

特に宍道湖の南岸に位置し、旧玉湯町と松江市にまたがる花仙

山の山麓には 50 カ所近い玉作りの集落があり、出雲地方の玉作

り遺跡の大半がここに集中。花仙山周辺の多数の玉作り遺跡のう

ち、「出雲玉作跡」として 3 ヶ所が国史跡に指定されている。 

 

 

 

松江市玉湯町 花仙山の西南の麓、玉湯川右岸の緩斜面に古墳時代前期から

平安時代にかかる30棟近い玉作り工房が発見され、その中から、玉の原石、

管玉・勾玉・丸玉などの半製品、玉磨き砥石、穿孔用の鉄製ドリルなど数万

点の玉作りに関する資料が見つかった。(宮垣地区) 

また、宮垣地区から約500ｍほど南側、玉湯川の右岸にある宮ノ上地区は花

仙山周辺の玉作り遺跡では、最古弥生時代終末期の玉作り工房跡である。 

 

松江市玉湯町 出雲玉作跡 

（宮垣地区・上宮地区・玉ノ宮地区) 

      

  

 

 

 

古墳時代前期の勾玉と管玉碧玉、

メノウで作られた玉類 

松江市上野１号古墳 



参考 2.   高久健二氏「韓国の倭関係遺物 4 世紀～6 世紀」  

歴博シンポ「古代東アジアにおける倭と伽耶の交流」資料より 
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清水坂から清水寺の山門前は日曜日と修学旅行シーズンが重

なって、ぎっしりと人の波。 

やっぱり 京都一番の名所。 

でも、この寺が坂上の田村麻呂ゆかりの寺で、境内に蝦夷の

族長アテルイの顕彰碑があることを知っている人は少ない・ 

さすがに 東北と関係深い清水寺 清水の舞台の上 

本堂の中央 御本尊の正面に大きく大書された募金箱

が設置され、多くの場所で募金が呼びかけられていま

した。 

私も 東日本大震災に被災した東北の復興を祈願して

きました。 

清水の本堂を抜けてたところから、石段を下りて 舞台の下にまわった崖の縁の広場にアテルイ・モレの顕彰碑がある。 こ

こへ来るのは数年ぶり。多くの人が、顕彰碑の傍を通り過ごして行く中、何人かが足を止め、碑文を熱心に読んでゆく。 

ここだけは喧騒から逃れた静かな場所 新緑の中 碑文の横の崖の所に置かれたベンチに座ったり 谷をのぞきこんだり 

東北を想う。  

清水寺の境内にある 蝦夷の族長アテルイ・副将モレの顕彰碑  2011.50.22.  

  

しばらく 碑の傍で 新緑を楽しんだ後、  

東山の山裾を久しぶりに清閑寺まで足を延ばし、 

帰ってきました。 

京都を歩いた一日 

今日は「私の東北の日」でした。 

 

 2011.5.22.夕 東山大谷の墓所の中を下りながら 

 

            Mutsu Nakanishi  



     鉄のモニュメント 奈良 三輪山 大神神社 鉄の大鳥居 

    久し振りに 奈良 巻向・三輪を歩く  2011.8.2. 

 

巻向 三輪山の麓から 大和平野の眺め  正面に箸墓 奥左:葛城・二上山 奥右:竜田・信貴・生駒の山並 2011.8.2. 

   

 三輪山と鉄の大鳥居                箸墓                     大和平野に浮かぶ大和三山    

山の辺の道 巻向周辺を歩くとどこからでも見える大神神社の大鳥居・箸墓・大和平野に浮かぶ大和三山 

  

8 月 2 日 朝早く家を出て、奈良国立博物館で

開催されている特別展 「天竺へ 三蔵法師 3

万キロの旅」 を見にいって、その後 久しぶり

に巻向・三輪を歩いてきました。 

 「西遊記」のモデルとなった三蔵法師のシル

クロード・天竺―への旅の各地場面が絵巻に

描かれた藤田美術館所蔵の全 12 巻・全長総計

190 メートルを超える長大な国宝の絵巻が全巻公

開。  最近はイヤホーンを耳に憑けて、作品

それぞれの前でゆっくり解説が聞けるようにな

り、自分の知らない時代背景や描かれた場面

の解説を見れるようになって ゆったりと博物

館巡りの楽しみが一つ増えました。 

 展覧会は出足が大事 一歩先に行くに限る。 

ゆっくりと見て、 それからお茶して、街を歩く。 

久しぶりに緑に包まれた奈良の街を歩いて 

午後 色々発掘が進んで、クローズアップさ      大和平野南部 巻向周辺 google 鳥瞰写真 

れている巻向がどうなっているのか また、三輪山の鉄の大鳥居にも出会いたくて、纏向から三輪へ 三輪山の山裾をぶらぶら歩い

てきました。 特別展 「天竺へ 三蔵法師3 万キロの旅」 の話はインターネットに沢山書かれていますので、そちらをどうぞ。 

また、ゆっくりの奈良散策には奈良町を抜けての元興寺がおすすめ。ゆったり行ったことがな

かったのですが、元興寺の鬼(がごぜ) 

に出会いたくて立ち寄りました。奈良町の真ん中にある世界遺産に登録された南都７大寺の一

つの大寺ですが、一般受けするような観光資源がなく 今はひっそり。もう 境内には桔梗が咲

いて 現代風のちいさな鬼が数個 境内の片隅にちょこっと置かれ、京都の大文字山かと見間

違う奈良の大文字山「高円山」が本堂の屋根越しにみられました。    ● 元興寺と元興寺の鬼「がこぜ」  

 9. 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1109gakoze.pdf
中西睦夫
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1.  鉄のモニュメント 三輪山大神神社の大鳥居 

  

山の辺の道を南に歩くとどこからでも 大和平野の山際に見える三輪山大神神社の大鳥居  

奈良へ出かけるついでに、どこへゆこうか・・・。 

ふっと 「三輪山大神神社のあの鉄の大鳥居はどないなっているやろか 錆がでてないやろか・・・」ゆっくり眺めてみたいと思

ったのがきっかけ。 鉄の山 三輪山を訪ね 山へ参拝登山した後 帰りに大鳥居を眺めたのが2004年。  

その時は 「鉄製や」とさほど気にもとめなかったのですが・・・・・・・・・。 

インターネットをチェックしていて この大鳥居が無塗装でサビがでない耐

候性鋼でできていることや日本各地の神社の大鳥居は鉄製でしかも無塗装

で錆がでない耐候性鋼板でできているものが多数あると知ったのがきっか

け。 

 あの霧島神宮 熊野本宮 戸隠神社 靖国神社に北海道神宮の大鳥居 

そして 赤く塗られた談山神社の鳥居も。  

(JFE エンジニアリング 耐候性鋼板の鳥居 より)。  

鉄と関係深い金山彦命を祭る岐阜県垂井の南宮神社の赤の大鳥居も鉄製で

ある。最近は新素材の鳥居もある   

高度成長期 鋼の新分野開拓が始まった 1960年代 無塗装で使える鋼板

として脚光を浴びた耐候性鋼板でしたが、初期鋼表面の錆が中々安定化せ

ず、流れ錆がでて、限られた構造物にしか実用の道が開けず、苦難が続いた。 

やがて 表面錆安定化処理技術が確立して やっと数多くの用途に実用化

が進んだ鋼。高級新分野開拓の先駆けとして、苦難を克服した鋼として印象

に残ってきた鋼である。  

大神神社の大鳥居が建設完成したのは昭和61 年(1986)。日本の高度成長からオイルショック(1974)を経て 鉄鋼業では 円高・

鉄鋼不況が続く1980年代。 そんな時代に建設された無塗装の耐候性鋼を用いた大鳥居。 その後も 耐候性鋼の開発と錆安

定化処理技術の開発がさらに続く。「三輪山大神神社の大鳥居は昭和の鉄の歩みを思い起こす鉄のモニュメントだ」と・・・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        三輪山 大神神社の大鳥居の概要 大鳥居の傍にある説明版より 

   



2. 巻向 箸墓から 三輪山大神神社の大鳥居へ歩く 

● 巻向 箸墓 ・ 箸中の集落から東 山の辺の道へ 三輪山の山裾を登る 

昼食を済ませた後 桜井線の巻向へ。 巻向から 三輪山の山麓の山の辺の道をぶらぶら箸墓から大神神社に出て、大鳥居ま

で歩こうと。奈良からは何本も電車があると思っていた桜井線 平日の昼間は1時間に1本しかないのにびっくり。時間にせ

かれるわけもないのでのんびりと。  

奈良から約 30 分ほどで、JR 桜井線巻向駅で下

車。 桜井線に沿って田園の中を箸中の集落を

抜けてゆく古道をたどる。 

東側には 南北に続く山並みの山裾がひろがる

なだらかな緑傾斜地がつづき、 すぐ南にゆっ

たりした三角のスロープで樹木におおわれた三

輪山が見える。 何度も歩いた道 天理から三

輪山山麓を飛鳥へぬれる上ツ道。 

直ぐ上には山の辺の道が同じく南北に続く。 

10 分ほどで 邪馬台国の卑弥呼の墓と言わ

れる箸墓の縁の池の所に出る。 緑の森に包ま

れて東西に横たわる巨大な前方後円墳の後円部

の端で、古墳に沿って池があり、大和平野の向

こうに二上山が見えている。 昨年 巻向駅の

直ぐ周辺の所で、弥生時代末期の宮殿跡とみら

れる東西軸に整然と並ぶ大きな建物跡が見つか

り、この巻向の地が邪馬台国の中心部(纏向遺跡)邪馬台国大和説ブームが起こって 巻向周辺も人の波だろうと思ってきたの

ですが、 平日はいたって静かで、この箸墓の周辺もなにも変わっていないようだ。 

  

    天理から飛鳥へ伸びる古道 上ツ道(上街道)がすぐ横を通る卑弥呼の墓といわれる箸墓古墳   2011.8.2.  

  
 後円部をかすめて街道が続く箸中の集落    箸墓古墳の端から西に葛城・二上山が遠望される 



古い家並みが続く箸中の集落の中を箸墓の後円部に沿南へ回り込んだ街中で整備された遊歩道と交わる。街細い十字路「山の

辺の道」の案内標があり、確かこの道を東にたどれば、ホケノ山古墳の所から三輪山の山裾まで登ってゆけるはず。 

ＪＲ桜井線の踏切を渡るとすぐ、国津神社」の横で、東から流れ下ってきた小さな川「巻向川」に出合う。 

子の直ぐ北側のところがホケノヤマ古墳で、この纏向川を東にたどれば、三輪山の山裾を北から南へ続く山の辺の道である。 

巻向川は東の奥にある纏向山・三輪山南山腹に沿う谷間(車谷)から流れ出し、 丘陵地の田園集落の中を西に流れ下る古代か

ら歌に詠まれた由緒ある川である。 

南側の三輪山は「鉄」の山 そして 谷のすぐ北側の集

落 穴師には「鉄」と関連する兵主神社があり、古代鉄

の関連地で、この川に砂鉄が流れ込んでいないかと何度

か辿ったことがある。 

また、北の天理から山裾を縫って桜井へ続く山の辺の

道がこの谷の出口周辺でクロスし、この辺りからは広大

な大和平野がながめられ、すぐ下には纏向の古墳群が眺

められ、南の三輪山の麓には大神神社の大鳥居が街並み

の中から頭を出して浮かんでいる。 

多くの人が「国のまほろば 大和」を眺めるのに推奨す

る場所で、私も一番好きな場所の一つである。 

  この川に入っている人がいて、聞くとこの川のごみ

掃除。地元の人たちによって、清らかな川の環境が守ら          

れている。やっぱり 砂鉄は出ないらしい。         

  国津神社の横を東に登ったすぐ北側にホケノ山古墳である。「あれ・・ 印象が違う」前に来たときには草が生えていな

くて、ホケノ山の頂上に登れたのによく整備はされているが、草で覆われている。 地元の人にマムシ注意とおどかされ、草

履でこの草の中に入る勇気はなし。何度も来たように思うのですが、草が生い茂っているのにはびっくりですが、纏向のルー

ツ的古墳 昔のままの静けさ。 ホケノ山のてっぺんから巻向全体を見ようと思っていたのですが断念。 

   

       ホケノ山古墳                 現在の様子     こんな時もありました 

南西から北東に横たわる古墳時代前期初頭の纒向古墳群に属するホタテ貝型の前方後円墳 左前方部 右後円部 

まあ、 もうすこし東へ登って、ゆっくり大和・巻向を眺めよう。 

集落を抜けて、ぱっと田園と果樹農園がひろがる傾斜地が三輪山の山裾に広がり、南側田園の向こうに三輪山 大神神社の大

鳥居が街並の上に頭を出している。 

   
田園と果樹園の広がる一本道 東の三輪山山麓へ登る   南には広い田園の向こうに大神神社の大鳥居 2011.8.2. 

三輪山の谷から流れ出て箸中 国津神社の横を西に下る纏向川



● 車谷の池の所から「国のまほろば 大和平野」を眺める 

ホケノ山古墳からさらに東へ果樹農園が続く丘陵地を少し上ると上下に二つの池が並んでいる場所に出る。 

さきほど、村の人に教えてもらった場所であるが、前にも来たことがある。 

 ここが車谷の素晴らしい大和平野展望地で 広大な大和平野全体が見渡せる。 ふと池の畔を見ると川端康成書の「国のま

ほろば」の碑があったり、横の果樹園の樹木の下にもいくつか碑がある。大和を眺める一等地  

 
 

 
     三輪山西の丘陵地 車谷から見る 巻向の古墳群  左一番大きいのが箸墓 本当に大きい 2011.8.2. 

         後方左手二上山から右へ竜田・信貴・生駒の山並みが大和平野を取り囲む  

 

車谷の池之端にある碑 

碑の後ろ池の向こうに 

二上山や大和三山が顔を 

覗かしている  

 

池の端から角度を変えて 巻向遺跡周辺を眺める 

後ろ正面は生駒山  2011.8.2. 



下の池の端からは大和平野の南側がよくみえ

ないが、場所を変えて、果樹園や池の上へあ

がると大和三山が平野の中にぽっかり浮んで

いるのが見えました。また、南の山裾 飛鳥

の方には天香久山がみえ、その手前に大神神

社の大鳥居も見える。 

 西側の大和平野ばかりに目が行っていまし

たが、振り返ると池の向こうに秀麗な三輪山

が池にその姿を映していました。 

 

 

  南西側には二上山から南へ葛城・金剛の山並みの前に ぽっかり大和三山が浮かぶ大和平野が見える 2011.8.2. 

 

      大和平野の南の端 明日香から 風の森・金剛山・葛城方面 大和三山が三つとも綺麗に見える 

また 左端 天香久山の手前に 大神神社の大鳥居が見える 

 
 
 



  
 池の東側には三輪山が池に影を移していました 

 

● 檜原神社から 山の辺の道を三輪山の山裾を大神神社へ 

       三輪山の山裾 僧都之滝 河床に堆積した鉄分を見つける 人工なのか??? 

池の展望所からさらに東へ森の中の坂道登ると檜原神社。ここで山の辺の道に入って 南へ静かな林の中を大神神社へ 

   

 
 檜原神社は大神神社の摂社で、御三輪山を神体として祀っている。 

本殿も拝殿もなく、3つの鳥居が連なった珍しい形の「三ツ鳥居」が玉垣に囲まれて立っている。 

 



「鉄の山」三輪山周辺の山の辺の道に来るといつも気になるのが、砂鉄。 小さな谷川を見ると覗き込んで、磁石を引っ付け

てみ見る。以前狭井川の谷川で砂鉄を見つけたことがあるのですが、他では不思議に見つからない。 

今回 檜原神社から少し南へ行った三輪山の小さな谷から流れる僧都之滝の石組が真っ黒になっているのが、不思議で滝の河

床を覗きこむと鉄分が集積していました。 石組が人工的で、かつ滝口が鉄パイプなので、ちょっと疑問もあるのですが、三

輪山から流れ出した砂鉄かもしれません。 また、石組に使われた石が本当に真っ黒で、この岩かなあ・・・と。 

今回 磁石をつけられなかったので、次回は砂鉄採取とともにこの岩にも磁石を当ててみたい。 

これで、三輪山から流れ出した砂鉄の集積の可能性地が２ケ所になった。 

   

        山の辺の道 玄賓庵 横の僧都之滝 万葉歌碑 13.の所の河床に堆積した鉄分 人工なのか??? 

「山吹きの立ちしげみたる山清水 酌みに行かめど道の知らなく」 

そのまま三輪山の山裾の森を巡る山の辺の道を行けば狭井神社から大神神社であるが、三輪の郷の中に浮かんで見える大鳥居

をみたくて、山の辺の道を離れて少し西に下って西へ下って 三輪山の傾斜地にでると視界が開け、南に大鳥居が見えてくる。 

田園の中を三輪の街中にでて、大神神社の正面から 大神神社へ。 

 

 

       西へ下って 三輪山の傾斜地に出ると視界が開け 南の端に大鳥居が見える 2011.8.2. 



 

 

   

   

三輪山 大神神社  2011.8.2. 

  

● 鉄のモニュメント 

 三輪山 大神神社 大鳥居 

 

晴天に恵まれて 本当にすがすがしい。  

久しぶりの大神神社のお詣りを済ませ

て 大鳥居に出会いに行く。  

「錆が出てないだろうか 表面あれて

ないか」とちょっと心配。 

2004年以来の大鳥居との出会いである。 

無塗装といいながら、初期の耐候性鋼は

錆がでていたし、北海道 

百年記念塔はちょっと赤く錆が出てい

たので、ちょっと心配。 

大神神社正面から まっすぐ西に伸び

る参道を大鳥居に向かう。 

「昭和の大鳥居でホンマものでない。一ノ鳥居は別にすぐ横にある」 

という人もあるが、鉄屋にとっては まぎれもない昭和の鉄のモニュメントである。 



 

  

 

 

大鳥居の横に立って柱に触れる。 久しぶりの鉄の感触。外観も表面も綺麗だ。 

以前に出会った時とほとんど変化なし。 

ようここまで、持ちこたえて 錆がでない無塗装の技術が進められたものだとう

れしくなる。かつて 耐候性鋼板の無塗装使用は山の中の塗装ができない谷渡り

の橋梁などの適用などに限られた時代があり、苦難の用途開発鋼板とのイメージ

が私にはつよく、いつも耐候性鋼板の構造物を見ると気になって「頑張れよ」と

声をかける。 

暑い夏 ここまで 足を延ばしてよかった。 うれしい一日でした。 

 

【参考資料】 

1. 耐候性鋼板の鳥居 JFEエンジニアリング㈱ カタログ 

2. 和鉄の道 古代 初期大和政権が王城の地に求めた産鉄の地 鉄の山「三輪山」とその山麓を縫う山辺の道 2004.3. 

 3. 和鉄の道 元興寺の鬼「がこぜ」  四季折  々 2009年2月 Iron Roadより 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1109torii.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/4iron08.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1109gakoze.pdf


     古代 初期大和政権(三輪王権)が王城の地に求めた産鉄の地 8. 

鉄のやま「三輪山」とその山麓を縫う山辺の道 

 
大和盆地を大阪に流れ下る大和川(初瀬川)が青垣・吉野の峰々が連なる東の壁から大和盆地に流れ出る所に

秀麗なピラミッド型の三輪山がそびえている。この奈良県桜井市「三輪山」の麓は古代日本誕生の黎明の時

代「やまと」の枕詞「しきしま」と呼ばれた王城の地。４世紀三輪王権と呼ばれる初期大和政権成立の舞台。 
ここで大和朝廷の基礎が養われたという。 
また、北に伸びる三輪山山麓には３世紀に遡れる巻向

地区には纏向古墳群があり、邪馬台国畿内説を唱える

人はこのこの三輪山北山麓の地が卑弥呼 邪馬台国の

地という。 
この山裾を縫って明日香から北へ古代の道 山辺の道

が王城の地を貫き、麓にはこの三輪山をご神体とし、

出雲の神「大物主命」を祭神とする日本最古の神社大

神神社がある。 
鉄との深い関連が考えられる神社で、産鉄地・産鉄の

民と関係の深い地と見られ、今もその山麓には金屋・

穴師・金刺などの産鉄地名が残り、南麓の金屋からは

鉄滓が出るとの文献もある。 
そう考えるとこの三輪山山麓は古代の重要な産

鉄地で三輪山は鉄の山ではなかったか・・・。 
この地を得た人たちが、この三輪山の鉄および

鉄の技術を背景にこの地を本拠として、日本誕

生がなしとげられたのではないか・・・・・・ 
おぼろげに三輪山は古代の産鉄地と思っていま

したが、もっと強く 三輪山の鉄が直接に日本

誕生に重要な役割を演じたのではないか。。。。と

思えてくる。 
 

ちょうど 畿内の製鉄遺跡を歩こうと思っていた矢先である。また、大神神社の神域 三輪山へは届を出せ

ば登拝出来るという。 

中西　睦夫
テキストボックス
参考　和鉄の道　2004
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三輪山へ行けば、何か鉄の痕跡が見つかるかも・・・・そんな期待をもって出かけました。 
期待にたがわず 三輪山は今も砂鉄が見られる鉄の山  
また、この王城の地は時代を越えて脈々と鉄の系譜と共に続いていると思えてくる。 
また、大神神社の巨大な大鳥居は現代の鉄のモニュメント。これから１３００年も三輪山の前に立って王城

の地 やまとを見据え続けるという。もうビックリ・・・・・・。 
古代 畿内には三輪山・石上と同時に河内にも大きな鍛冶工房。それが三輪王朝に続く河内の王権へ・・・ 
そして北近江・越の鉄をバックに畿内へ入った継体天皇の誕生へ。 
畿内の「鉄」が面白くなってきた一日でした。 
  
                

 内  容 

 

古代 初期大和政権(三輪王権)が王城の地に求めた産鉄の地 

産鉄の地「三輪山」とその山麓を縫う山辺の道 

 
 

    1.  産鉄の地「三輪山」とその山麓を縫う山辺の道 Walk 

 1. 産鉄地名の桜井市金屋集落 そこは古代王城の地「しきしま」 

2. 三輪山をご神体とする日本最古の神社 大神神社 
3. 三輪山 登拝  三輪山に鉄の痕跡を探して 
4. 卑弥呼の地 箸墓界隈 三輪山麓の丘より夕日の大和盆地を眺め

 

 

 

 

     2. 『 古代の鉄の山「三輪山」と初期大和政権 』 思いつくままに 

1. 三輪山は古代鉄支配のシンボルでなかったか・・・・ 

2. 三輪山 大神神社 三輪山山麓は産鉄の地 

3. 鉄をめぐる朝鮮半島諸国と日本の関係 

4. 邪馬台国大和説と三輪山山麓 山辺の道 
 

  
        三輪山山麓山辺の道からの大和眺望 
    【 (左) 大和三山   (右) 箸墓古墳を中心とした纏向古墳群 】 
 

 



1. 産鉄の地「三輪山」と山麓を縫う山辺の道 Walk 

   
 

3 月２３日の朝 難波から近鉄に飛び乗り、桜井へ久しぶりの大和である。 

古代産鉄のシンボル三輪山とその周辺に鉄の痕跡を訪ねるのが今日の目的。 

知らなかったのですが、三輪山へも神社で届を出せ

ば登拝出来ると聞き、飛び出してきました。 

気楽な風来坊の Walk である。 

 

大和盆地を経て大阪に流れ下る大和川(初瀬川)が青

垣・吉野の峰々の連なる東の壁から大和盆地に流れ

でる所に秀麗なピラミッド型の三輪山がそびえる。

この三輪山山麓の地が桜井 古代初期大和政権の中

心地である。 

三輪山山麓

には産鉄と

関係する大

国主命を祭

る日本最古

の神社 大神神社 そして地図には金屋・穴師の地名が残り、其処

は初期大和政権の遺跡が残る初期大和政権の中心地。また、大和川

の岸は都の外港で難波津から大和川を遡る舟運の最終地として栄え

た「海拓榴市」。和鉄・鍛冶の技術をも含め、大陸からの新しい文化  
三輪山から流れ出る狭井川で見つけた 
砂鉄の堆積ときらきら光る雲母 

が渡来人と共に真っ先に伝来する地でもある。確証はないが、和鉄

と深いかかわりを持つと考える。 

 

生駒山山麓を通って 二上山が見え出すと西に葛城・金剛山 東から南へ青垣・吉野の山に隔てられた広大     

な大和平野。大和三山を眺めながらその中をまっすぐ東に突ききり、東の山々が近づくと桜井。大阪難波か

ら約４５分足らずである。 

 

駅前の広場に歴史街道「山辺の道」の

標識。今日は一日三輪山山麓の山辺の

道を歩く。 

東の方向に市街地の家並みの直ぐ向こ

うに三輪山に連なる山々が見え、そっ

ちへ歩き出す。                桜井駅周辺 桜井は吉野杉の集散地 

まず、初瀬川を探して、その北岸三輪山南麓の産鉄地名のある金屋集落へ行って、そのまま山裾を北へ大神

神社へ。そして三輪山へ登拝して 山辺の道をそのまま北へ卑弥呼の墓といわれる箸墓へ 

ぼかぼかの春の日差しにゆっくりと東へ山の方向へ歩き出す。 

中西睦夫
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さすが 桜井は吉野杉の集散地。 

桜井の駅の直ぐ近くに最近ではほとんど見られなくなった大きな貯木場がある。この横を抜けるともう市街

山が見え、田舎ののどかな風景がひろがっ

ている。 

三輪山を眺めながら田圃のあ

地を外れ、菜の花の向こうに傾斜の緩やかなピラミッド型の三輪

ぜを横切ってい

しま(磯城嶋)」 初

阪湾にそ    

古代には大阪難波からこの三輪山麓まで遡る舟

運の終着 ろ。 

この東西に流れる初瀬

    

市金屋集落 そこは古代王城の地「しきしま」 

港「海拓榴市」 

 

の一帯は「やまと」の「まくらことば」である「しきしま」(磯城嶋)の地。 

金屋集落へ入る橋のたもとに仏教伝来の地の碑が建っている。 

 

 

ここで初瀬川に沿った東西の街道筋

わ

くと三輪山の山裾を流れる川岸に着き、歴史

街道「金屋」の標識。 

「やまと」の枕詞「しき

期大和政権の王城の地である。 

この川が大和盆地を縦断して大

ぐ大和川の中流 初瀬川。  
桜井市市街を抜けたところから 三輪山

地。都の外港しとしても大いにさかえたとこ また、ここからは陸路となり、 長谷・伊勢詣

の宿場としも栄えた。 

こ

川とクロスして 三輪

山の山麓を通って石上

へ古代王城の地を貫く

山辺の道がつづく。 

橋からは東の山々の間

からまつ直ぐ流れ下る

大和川が良く見え今も 

交通の要衝である。 

初瀬川 三輪山南麓 金屋付近    初瀬川から東の長谷渓谷への街道筋 

          

   1.1. 産鉄地名の桜井

６世紀 欽明天皇磯城嶋金刺宮 仏教伝来の地ならびに７世紀栄えた都の外

こ

川の南側に６世紀欽明天皇の磯城嶋金刺

 

宮が造営され、欽明天皇の十三年（５５

２）に百済の聖明王から釈迦仏の金銅像

一躯と経論若干巻とがもたらされ、仏教

が公式に日本に伝来した仏教伝来の地で

もある。 

と北へ三輪山に沿って続く山辺の道が交

また この川岸周辺は「「海拓榴市」と呼ばれ、交易の中心で７世

紀には「藤原京」の外港として遣隋使もここから旅立ったという。 

また さらにその後 平安時代には「伊勢詣」「長谷詣」の宿場町 

として随分栄えたという。 

今は全く静かな山裾の集落。

り、道の両側に落ち着いた家並みが続いている。 

中西睦夫
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この古い家並みに沿って金屋の集落を三輪山の山裾

を北へ細い山辺の道が続き、金屋の石仏や崇神天皇

の磯城瑞離宮跡が山裾の林の中にひっそりと残って

いる。 

  

     金屋の石仏  2004.3.23. 

鉄滓が出たと文献のある金屋遺跡を探して、ひっそりと静まりかえった山裾の金屋集落を北へ向う。 

全くわからぬ。 

であ

を抜け、大神神社のある三輪の集落に入った。 

偽はよくわからない。 」 

との

この三輪山の周辺で本当に古代の史実どうりに鉄の痕跡が見つかるだろうか・・・不安になってくる。 

 

             

 崇神天皇の磯城瑞離宮跡 2004.3.23. 

幾度となく集落の人に聞くが、

金屋の名が示すとおり鉄の痕跡がないかちょろちょろ流れる小川を見たり、山間の細い谷筋を覗いたり

るが、まったく判らず、３０分ほどで金屋の集落

午後 桜井市の埋蔵文化財センターを訪ね金屋遺跡について尋ねると 

「 古老の話として、集落のあちこちで鉄滓が出たとの話がある。また中世鋳物師があり、 

その滓もあり、 古代の鉄滓・鍛冶滓の真

事であった。 

 

 1.2. 三輪山をご神体とする日本最古の神社 大神神社 

   

 

 

輪山の山裾を 街の中心部に

日本最古の神社 三輪山をご神体 大物主命を祭神とする大神神社(三輪明神) 

三 縫って北へたどると山裾の林の中から不意に大神神社の鳥居の前にでる。西の

中西睦夫
直線
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ある大鳥居からまっすぐ三輪山へ続く参道と直角にここで出会う。 

がったところに立派な拝殿がある。 

ここでは、もう三輪山に近すぎるほど近づいているので、ご神体の三輪山の全貌はもう見えない。 

鳥居からまっすぐ大樹の林の中を拝殿に向って参道が続き、階段をあ

三輪山が神体山であるので、社殿はない。 

 

大神神社の有名な三ツ鳥居は拝殿の後ろにあり、ここからは見えない。この三つ鳥居は三輪山山中にあるみ

っの磐座を現し、大神神社が祭る３柱の神を示すという。 

り、こ

 

大神神社より、北側へ山裾を回ったところにある大神神社の摂社檜

原神社も三輪山がご神体で社殿はなく、三つ鳥居が正面にあ

の三つ鳥居を通して三輪山に参拝する。 

この三つ鳥居は三輪を代表する三輪そうめんの商標にもなっている。

  

                                                    大神神社から摂社狭井神社への道 

大神神社からさらに北へ林の中の参道を 10

ちょっと歩くと森の中に大神神社の摂社狭井神

はこの狭井

分

   檜原神社 三つ鳥居 

大神神社の摂社 狭井神社 

社がある。 三輪山への登拝の為に

神社で許可願いをせねばならない。 

 

 



1.3. 三輪山 登拝  三輪山に鉄の痕跡を探して 
 

    

北 箸中より            三輪 正面より             南 金屋より 

           
 
正午少し

授け、神域なので飲食・写真撮影禁止 途中にある磐座でお参りす

ることなどの注意を受けて、拝殿の直ぐ横の登拝口より、三輪山へ

・少彦名命 中腹の中津磐座・大己貴命 頂上の奥津

れる。麓の辺津磐座・少彦名命 中腹の 

あり、

く人影なし。狭い小さな谷がまっすぐ上に向っている。小さなせ

中にきらきら光る小

ら光るのは雲母 黒い堆積は砂鉄である。 

も存

、ここから細い谷と別れ、山腹をまっすぐ上に登ってゆく。 

が続いている。 

がひだまりに出るときらきら雲母が輝いて美しい。また この道の上にも階段状になった所々に黒い砂鉄

にあ

き、「もう空も近いのに

山は稜線のないピラミッド型 上り詰め

前に狭井神社で白いたすき 

大神神社大鳥居  

登り出す。 
三輪山にはそれぞれが大神神社の神々と同一視され、化身と言われ

る三つの磐座がある。 

麓の辺津磐座

磐座・大物主命の三つである。大神神社の三つ鳥居もこの三輪山の

三磐座に起因すると言わ

中津磐座・大己貴命 頂上の奥津磐座・大物主命である。 
 
ゆっくり歩いて登り約 1.5 時間弱 帰り１時間弱の道のり。 

よく整備された登拝路が原生林の中についている。平日でも

全

せらぎがチョロチョロと音を立て心地よい。 

神域の原生林の中、視界は開けないが、気持ちよい小道が続いてい

る。 

横の小さなせせらぎを見ると階段状の溜まりの

さな小片が散らばっていて、底には多くはないが、黒い堆積がある。

きらき

 狭井神社からの三輪山登拝口 

上部へ続くせせらぎの中にづっとある。 

以前東北岩手の砂鉄川で見た雲母と砂鉄の組み合わせがこの三輪山に 在する。 

 

30 分ちょっとで 中腹の滝のところにきて

視界は開けず、林の中。急斜面と言うわけではないが、上へ上へと良く整備された道

道

が堆積している。雨水の通り道として、この登拝路に流れ出て、堆積しているのだろう。 

幾度となく砂鉄を産する山に入った事があるが、注意してこなかった精もあるが、これほど砂鉄が山道

るところはない。やっはり 鉄の山である。 神域で写真が取れないのが残念。 

注連飾りの付けられた磐座の横を通ってさらに上へ登っていく。 

所々木々の間から大和盆地が垣間見え、金剛・葛城の山をバックに平坦地の中に大和三山が見える。 

低い山とはいえ随分登ってきた事が判る。相変わらずつづら折れでない登りの道が続

頂上の尾根に出ないなあ」と思っていて、ふっと気がついた。この

た所が頂上。 
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約１．５時間ほどでまわりの樹木で視界は開けないが平坦な広場状の社のある頂上部に到達。三輪山頂に鎮

座する大神神社摂社高宮神社で大物主神の子･日向御子神を祀る。後ろ両側には 1本づつ天に向ってまっすぐ

伸び、神聖な場所を演出している。視界は開けないが、気持ちのよい場所である。 

ない。 

いましたが、たすきをかけていること以外特にそれもなし。 

井

 

さらに少し奥に進むと磐座がありここで道は行き止まりとなっている。大物主命の化身と言われる奥津磐座

である。磐座の前に立ち手を合わせる。 

２００年も昔 幾多の産鉄の人達がここに立ち、鉄の自立を願って儀式をしたに違い

この山の下で繰り広げられてきた日本誕生の歴史をあれこれひとり思い浮かべてました。 

神域であるので、もっと宗教臭いと思って

平日でお参りする信者に出会わなかったからかもしれないが・・・・・・ 

２０分ほど頂上にいてもときた道を引き返す。  

登拝路は神域の中にあり、写真を取れませんでしたが、狭井神社の直ぐ北、三輪山の谷筋から流れ下る狭

川でも川底に光る雲母と砂鉄の堆積を見つけました。 

    

         三輪山から流れ出る狭井川の川底に堆積する砂鉄  2004.3.23. 狭井神社の直ぐ北で 

 

こに鉄の鉱脈があるの 判らないが、黒い砂鉄が散ら り、差鉄の有る所にきらき と雲母が光る。 

た、三輪の街中に立つチャコール色の落ち着いた大鳥居 その下に立ってビックリ。 

 三輪山の前景を作っている。 

 

 

 

 

鉄のモ

０分ちょっとで麓に下りて、三輪の特産 三輪そうめんと柿葉すしで遅い昼食。  

再度 大

ど か ば ら

三輪山は鉄の山であることに納得した登拝でした。 

ま

耐候性鋼板を使った無塗装の鋼鉄製。 

建設後約２０年を経て素晴らしい色でそびえ、鉄の神

意図されたのではないだろうが、古代からの鉄の神に現代の鉄のモニュメントである。 

  

  完成 昭和 61 年 5月 28 日 

 高さ 32.2m  柱間 23.0m 柱径 3.0m 笠木長

 

 

 

 

 

 

 

耐用年数 1300 年の銘板のある現代の ニュメント 大神神社 大鳥居 

材質 耐候性鋼板 

   表面に錆層が形成され、無塗装で 

塗装の役をなし

耐久性 1300 年 

基  礎 10x7x4m の鉄筋コンクリートを打ち

その下 24m まで 1.1mφの鉄筋コン

４本が打た

           大神神社 大鳥居 銘板

40.8m 

本体総重量 18 トン 

腐食を防止する 

、 

クリート杭 

れている。 

より 

 

３

鳥居の前から三輪山の山麓を北の箸墓古墳への道をたどる。 



1.4. 卑弥呼の地 箸墓界隈 三輪山麓の丘より夕日の大和盆地を眺める 

れ 古

ここが畿内説の邪馬台国の地であり、箸墓古墳などの纏向

初期大和政権(三輪王朝)も鉄を求めてこの地を

てくる。確証はないが・・・。  

な

か

山をながめながらののどかな田園風景が広がる。 

たが、この森

 

ロマンを考えながら、三輪山を眺めながら 大

ら北の森へ向って歩き出した。 

三輪山の北に位置する巻向地区には 3世紀に遡れるといわ

る纏向 墳群がある。卑弥呼の時代まで遡れるといわれ、

古墳群のいずれかが卑弥呼の墓という人もいる。また こ

の巻向地区の山側 三輪山に隣接した山麓穴師には初期大

和政権(三輪王朝)の創始者崇神天皇陵や景行天皇陵がある。

この三輪山に隣接する穴師も産鉄地名であり、またさらに

北の石上には、古代 5世紀には物部氏の大きな鍛冶工房が

あった。 

三輪山山麓から北に続く山裾の一帯は卑弥呼の時代から

続く産鉄の地。 

卑弥呼も

支配し、鉄の力をバックに巨大化していったと考えるの

も嘘ではなく思え

そん

鳥居

三輪

  箸墓古墳の傍にある纏向古墳群の標識 

20 分程で大きな森に隣接した箸中の集落に入る。 

大きな森でこれが箸墓とは気付かなかっ

の端に沿って集落をぬけると大きな池がこの森を取り

囲み、ここが箸墓と知る。本当に馬鹿でかい。 

ここから東へ箸中の集落を直角に曲がって北へ向う。

桜井線を北に渡ったところで丸い頂を見せるよく整備

されたホケノ山古墳に行き着いた。 

   

 箸墓古墳の東端 箸中集落     箸墓古墳       箸墓古墳から東へ 山裾へ 

    

            ホケノヤマ古墳             箸墓古墳 ホケノヤマ古墳頂上より 
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ホケヤマ古墳は良く整備された公園になって

いて、その頂上からは 直ぐ傍の箸墓古墳の

大きな森が見え、その向こうには大和盆地が

遠望される。 
北側に眼をやると平野部には巻向古墳群の古

墳と思われる森が点々と散らばっている。 
 

にも幾つかの森がまじかにあり、三輪王朝

 

卑弥呼の時代からの「鉄の重要性」にビックリする。「卑弥呼の邪馬台国が鉄をバックに大きくなってきたの

  

また 東北の三輪山麓 穴師と思われるあた

り

の崇神天皇陵や景行天皇陵などであろう。 
本当にまじかに日本誕生にかかわった古代の歴

しかも、あまり気にとめていなかった古代産鉄

 

史が足下に広がっている。 
の地がその本拠である。 

 
 
 
 
 
 

 

でないか。。。。。」と考える

和盆地を眺めていました。  
など今まで思いも寄らぬ事 鉄の山三輪山のロマンにしたりながら 陰影を増す大

ホケヤマ古墳から桜井に戻る事にし、一番三輪山山裾に沿って続く山辺の道へ戻り、眼下に広がる夕暮れの

大和盆地の景色や山裾の田園風景を楽しみながら三輪へ戻ってきました。 

 
          三輪山山麓 山辺の道 箸中付近より 大和盆地  2004.3.23.夕 
 
遠く大和盆地の西の端には二上山から葛城・金剛の峰のシルエットが浮かび、その前には大和三山が優美な

姿を見せている大和盆地がひろがり、直ぐ前には箸墓古墳の森。この大和平野の南東の端には三輪山の大鳥

居が慄然と大和平野を見据えている。 
「やまとはくにのまほろば」「しきしまのやまと」がゆったりと広がっている。 



三輪山に行こうと思った当初は「古代産鉄の地に鉄の痕跡を訪ねよう」との軽い気分でしたが、「この地が卑

弥呼の時代から日本誕生にかかわる初期大和政権の本拠地 そして古代を通じて難波津へ通ずる都の外港で

遣隋使もこの地から出発した」など思いも寄らぬ事。 

しかもそれがすべて三輪山を中心とした古代の産鉄の地で・・・・。 

 
本当に卑弥呼の邪馬台国が鉄

とかかわるこの地なのだろう

か・・・卑弥呼の国と鉄とが

かかわりをもっていると考え

るなど本当にゾクゾクしてき

ます。 
また、古代 畿内には三輪

鍛冶工房。それが三輪王朝

ネルギーにただ感激。 
 

          

山・石上と同時に河内に大き

な

に続く河内の王権を・・・ 
そして北近江・越の鉄をバッ

クに畿内へ入った継体天皇の誕生へ。 
 

三輪山の登拝路には今もきらきら光る雲母の片と共に砂鉄が散らばる鉄の山。 

「古代日本誕生はこの三輪山の鉄を求めてこの地を本拠にしたのではないか・・・・・」 
現代も古代もやっぱり「産業・文化の米」鉄の持つエ

そんな思いでみる眼下の大和平野の端に１３００年の耐用年数を持

つという三輪山の鉄の大鳥居がリンと大和平野を見据えているのが、

印象的。 
三輪山へ登拝した満足感と思わぬ三輪山の鉄のロマンに浸りながら、

桜井への道を急ぎました。 
 
夕暮れの大和盆地をながめながら 桜井への山辺の道で 

 
2004.3.23.  by M. Nakanishi 
          

 

 

 
 
 



2. 『古代の鉄の山「三輪山」と初期大和政権』 思いつくままに 

  
 
 
 
 
 
   
1.  三輪山は古代鉄支配のシンボルでなかったか・・・・ 

青垣山に囲まれ、巻向川と初瀬川の水垣に区切られた奈良県桜井市「三輪山」の麓は日本誕生の黎明の時代 

代大和の中心であり、４世紀初期大和政権

立の舞台であった。「やまと」の枕詞「しき

ま」もこの地である。 

れた美しい姿でそそり立つのが三輪山。 
麓にはこの三輪山をご神体とし、出雲の神「大

物主命」を祭神とする日本最古の神社大神神

社がある。産鉄と関係深い出雲の神を祭る事

で判るごとく、鉄を産する神秘の山でこの周

辺は産鉄の地と考えられる。 
大和朝廷の成立期 ３世紀～６世紀 国内で 

「鉄」。この時代 朝鮮半島諸国も戦乱の中

く。 
 

冶による武器・工具製作を勧める一方、産

巨大化してゆく。 

権の各氏族がこの大和・三輪山山麓そ

鉄地に移るもの

1. は古代鉄支配のシンボルでなかったか・・・・ 
2. 三輪山 大神神社 三輪山山麓は産鉄の地 
3. 鉄をめぐる朝鮮半島諸国と日本の関係 
4. 邪馬台国大和説と三輪山山麓 山辺の道 

古

成

し

この地の東の後背にピラミッド型の均整の取

は自立製造できず、伽耶などの朝鮮半島からの輸入に頼ってきた

あり、鉄の覇権を

本には数多くの産

和政権をも含め日

地を手に入れ、品

に めぐって 日本国内はもとより、朝鮮半島でも揺れ動

鉄の民が渡来し、力の源泉「鉄の自立」・鉄の覇権を求めた和鉄黎明の時代でもある。

本各地の諸国・豪族が輸入鉄原料による鉄鍛

質は輸入品には劣るものの和鉄製造に乗り出し

日

大

鉄

  
畿内では 大和政

して河内などで そして吉備・美作・丹後・北近江・越

の諸国が産鉄を背景に大和政権と連合・対抗してゆく。 
三輪山はそんな鉄支配のシンボル 大和政権にとっても

放せぬ産鉄の地でなかつたか・・・・ 
 

の纏向古

 
(崇神・垂

の近江・

 
卑弥呼の邪馬台国は三輪山の北 箸墓古墳など

墳群の一帯との説が大和存在説で有力であり、

４世紀三輪王権と呼ばれる前飛鳥初期大和政権

任・景行・成務・仲哀)の中心地である。  
5 世紀には王城の地は河内の産
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越の産鉄地をバックに王権に付いた継体天皇が大和に入り、6 世紀半ば欽明天皇はこの三輪山南麓の金屋に

鉄の痕跡をとどめ、

数々の古代遺跡が横たわっている。「やまと」

営まれた。また初瀬川が長谷渓

遡ってきた舟運の終着地として 長く都の外港の役割を果たす。 
欽明天皇の十三年（５５２）に は百済の聖明王から釈迦仏の金銅像一躯と経

れ、仏教が公式に日本に伝来した仏教伝来の地でもある。 

2. 三輪山 大神神社 三輪山山麓 は 産鉄の地 

関

主神との関係からすれば、物部氏も出雲氏の系譜と考えられなく

当時 鉄は朝鮮半島の輸入に頼っており、力の根源として 鉄の

の

に必死になっていた時代であり、製鉄原料が探され、製鉄技術者

である渡来人を中心に

る人達 鉄支

配のシンボルとしてさん然と輝いていていたのではないだろう

 

鳥 で

済 が

は 鉄

都磯城嶋金刺宮を造営。仏教がこの地に伝来すると共に次の聖徳太子の時代 大和朝廷の安定成長時代へと

つながってゆく。 
日本誕生の黎明の時期 大和政権の黎明を支えたこれら三輪山の麓には 

北から南に古代の道 山辺の道が山麓を縫って走り、今も金屋や穴師 

出雲などの産鉄地名が産

の枕詞「しきしま」の地であり、三世紀後半

から四世紀初頭の崇神天皇の都磯城端離宮や

6 世紀半にば欽明天皇の磯城嶋金刺宮などが
谷から流れ出るこの地は難波津から大和川を

論若干巻とが我が国にもたらさ

 

 
三輪山をご神体とし、大物主命を祭神

とする大神神社は産鉄と関係深い出雲

氏の神社であり、いまも山麓に出雲の

地名をとどめている。この出雲氏の居

地に割り込む形で営まれるのが崇神天

山皇の磯城瑞離宮である。また、三輪

の北 石上には崇神天皇に重用され

次第に勢力を伸ばし朝廷の軍事・武

配の本拠地だったのだろう。 

、

器を支配した物部氏の本拠がある。当時 有数の鍛冶工房があり、鉄支

係についてはよく知らないが、物部氏と大物

輸入・鍛冶加工)と共に、国内での自立製造

三輪山と物部氏の

もない。 

支配(鉄加工原材料

幾多の製鉄が試みられたに違いない。 
そんな中で 鉄を産する三輪山はそれら産鉄に携わ

か・・・・・ 
弥生後期 倭と朝鮮半島の鉄を巡る交流 
 

  
3. 鉄をめぐる朝鮮半島諸国と日本
 
この４世紀～７世紀半ばまで、朝鮮半島

あった。 
北には漢・魏の植民地があり、半島には

相互に競い合う激動の時代であった。特

の輸入に頼っていた。この伽耶では 国力の小さな小国が群立しており、鉄資源・製鉄技術をめぐって常 

の関係 

の三国時代 日本の古墳・前飛

高句麗が南への進出を狙い、百

に伽耶は鉄の生産輸出国で日本

の時代 朝鮮半島は戦乱の時代

・新羅そして小国の連合 伽耶

もとより周辺諸国もこの伽耶の
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に近隣諸国の侵略にさらされていた。そして、660年に新羅が半島を統一する。 
大和政権および日本各地の豪族も文化・技術

と共に半島に派兵するなど深く朝鮮半島諸国

交流があった。                        
当時 朝鮮半島・日本地域での外交の中心は

鉄の技術」の入手と唐や隣国からの侵略への

られる。朝鮮派兵・任那など日本からの半島

地への朝鮮半島からの渡来や朝鮮にルーツを

て、百済・新羅・高句麗諸国との密接な関係

生まれた。 
５６２年に製鉄国「伽耶」が強大化した新羅に滅ぼされると、武

入に頼っていた日本にとっ

、鉄の入手経路の厳しい現実にさらされることになった。 
になり、鉄の大陸からの自立が大和朝廷にとっては最大

課題であり、伽耶の滅亡により、より一層の緊急課題となった。 

も各地に残る産鉄地名・氏名の中にはこの頃の産鉄に

和（オオヤマト）古墳群が、邪馬台国

す。 

群 
輪山の麓にある桜井市の巻向

の先進国であるこれら朝鮮半島の諸国と友好・同盟関係を結ぶ

とかかわり、活発な

    
なんと行っても「鉄・

対処であったと考え

移住者・逆に日本各

持つ氏族の存在そし

はこんな情勢の中で

器などの原材料「鉄」を伽耶からの輸

ては

つまり、この世紀 年々大陸からの鉄の入手は困難

の

日本には、朝鮮半島の混乱を逃れ、多くの渡来人が大陸からやって来て鉄の技術を日本に伝えたという。 
 

日本・韓国の鉄テイ分布 (４世紀後半) 
   供給源: 伽耶・新羅・百済 

 

大陸から輸入された鉄を原材

料に、兵器や工具に加工する

鉄鍛冶が専門職化して、軍事

と結びつき、また、鉄の自立

に向けた製鉄も始まっていた

と考えられる。その起源は 6
世紀半ばと見られているが、

まだ良く判っていない。 
そんな 製鉄にかかわる渡来

人の系譜が 豪族・氏族とし

て 大和朝廷にも多数かかわ

っていたと考えられ、 
現在において 起源を持っているものもある。 

にあ出雲・息長・鴨・葛城・物部などの諸族 三輪山周辺に残る金屋・

たるのではないか・・・・ 
 

穴師・出雲・石上などの地名がこれ

4. 邪馬台国大和説と三輪山山麓 山辺の道 

邪馬台国大和説では、天理市から桜井市にかけて広がる纒向遺跡や大

の中心だったと考えられていま

最近、ホケノ山古墳が、築造年

説との関係がいわれています。

◆ 纒向古墳

代３世紀前半にさかのぼることが発表され、箸墓古墳と並んで邪馬台国大和

   

地区には、卑弥呼の墓ではないかといわれている箸墓古墳を中心に多くの古

道には大和朝廷の実質的な創始者とも言われる、崇神天皇陵（行燈山古墳）

等もあり、ここが大和朝廷の発祥の地という人もいる。 
存在する。 
判別できるものとして、箸墓古墳、纒向石塚古墳・矢塚古墳・勝山古墳・東

る。これらの古墳を総称して「纒向古墳群」という。 

三

墳や遺跡があり、近くの山辺の

や景行天皇陵（渋谷向山古墳）

纒向遺跡には２０数基の古墳が

このうち現状から前方後円墳と

田大塚古墳・ホケノ山古墳があ

中西睦夫
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これら前方後円墳群は 3世紀に現れ、4世紀後半には消滅してゆく。 
近年の橿原考古学研究所や桜井市教育委員会等々の発表によれば、纒向古墳群のなかの、勝山古墳、矢塚古

墳、ホケノ山古墳、マバカ古墳などは出土物の調査等から、建造時期が３世紀半ばまで遡るとされ、これで

誕生にかかわる大和の連合王権の連合のシンボルがこの前方後円墳と唱える人

いる。 

生にかかわる初期大和政権の本拠地  

すべて三輪山を中心とした古代の産鉄の地で・・・・。 

 

続いている。 

う。  

2004.3.31.  by  M. Nakanishi 

の地 

産鉄の地「三輪山」とその山麓を縫う山辺の道 

の地「しきしま」 

2.  三輪山をご神体とする日本最古の神社 大神神社 

 登拝  三輪山に鉄の痕跡を探して 

地 和盆地を眺める 

」と初期大和政権 』 思いつくままに 

古

大

3. 鉄をめぐる朝鮮半島諸国と日本の関係 

4. 邪馬台国大和説と三輪山山麓 山辺の道 

              【完

卑弥呼活躍の時期と一致するという。 
卑弥呼から大和朝廷へ 日本

も

 
三輪山に行こうと思った当初は「古代産鉄の地に鉄の痕跡を訪ねよう」との軽い気分でしたが、 
「この地が卑弥呼の時代から日本誕

そして古代を通じて難波津へ通ずる都の外港で遣隋使もこの地から出発した」 
など思いも寄らぬ事。しかもそれが

古代 畿内には三輪山・石上と同時に河内にも大きな鍛冶工房。それが三輪王朝に続く河内の王権へ・・・ 
そして北近江・越の鉄をバックに畿内へ入った継体天皇の誕生へ。 
 

 
三輪山は今も砂鉄が見られる鉄の山  
この王城の地は時代を越えて脈々と鉄の系譜と共に

 
大神神社の巨大な大鳥居は耐用年数1300年の現代の鉄のモニュメント。 
これからもずっと三輪山の前に立って王城の地 やまとを見据え続ける

とい

もうビックリ・・・。畿内の「鉄」が面白くなってきた一日でした。 

 
 

古代 初期大和政権(三輪王権)が王城の地に求めた産鉄

 

    1.  産鉄の地「三輪山」とその山麓を縫う山辺の道 Walk 

1.  産鉄地名の桜井市金屋集落 そこは古代王城

3.  三輪山

4.  卑弥呼の

 

     2. 『 古代の鉄の山「三輪山

1. 三輪山は

2. 三輪山 

 箸墓界隈 三輪山麓の丘より夕日の大

代鉄支配のシンボルでなかったか・・・・ 

神神社 三輪山山麓は産鉄の地 

 

】 
 

 



参考 1. 

  奈良 元興寺と 元興寺の鬼「がこぜ」   2011.8 月 by Mutsu Nakanishi 

 

蘇我馬子が飛鳥に建立した法興寺が平安遷都と共に平城京に移建、寺名を元興寺に改めた南都七大寺の一つ。 

今の奈良町全体が寺域という大きな寺だったが、今 寺域は狭くなってしまったが、天平の僧房の様式を伝える禅室（国宝）、 

元興寺大塔のヒナ型といわれる五重小塔（国宝）、本尊阿弥陀如来坐像（重文）ほか寺宝は多い。 

    

   

          飛鳥の瓦が今も載る元興寺 極楽院僧房・禅堂  境内に桔梗の花 遠くに奈良の大文字山「高円山」  
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<10>  古墳時代 朝鮮半島との交流の玄関口「若狭」を再度訪ねる 2011.8.30.     

              脇袋古墳群など若狭の王墓からの出土品見学 &  若狭小浜港・遠敷(おにゅう)の里 Walk 

 

  

まだ日本で鉄が生産できない時代 朝鮮半島の鉄を求めて、朝鮮半島に近い北部九州諸国や、玉加工など特産品の生産 

に使われる鉄工具などの鉄器需要の大きかった山陰・丹後や北陸などが、朝鮮半島や北部九州と交易を行い、古墳時代 

当初 それらの諸国が畿内・大和への日本海側交易の窓口でもあった。 

その後 ５世紀 鉄の需要拡大と共に天然の良港であり、国内交通の利便性の面でも良好な「若狭」が流通拠点として  

畿内・大和への日本海側交易の窓口の役割を果たして行く。  

 

最近 読んだ本に文言は正確ではないが、  

 「 朝鮮半島の鉄を求める畿内・大和の日本海側交易の窓口は当初 丹後や山陰・北陸など。そして その後 若狭に移る。  

   丹後などは、流通拠点というより、鉄の消費地。 その後 鉄の需要拡大と共に 国内交通の利便性の良い若狭に移った」と。 

日本黎明期の古墳時代 大陸・朝鮮半島と大和を結ぶ「和鉄の道」の日本海側の玄関口「若狭」の実像のイメージを膨らませたくて、

再度 若狭を訪ねてみようと ８月３０日 再度若狭を訪ねました。 

 「若狭」は古代 大和・畿内から北部九州・大陸・朝鮮半島を結ぶ交易ルートの窓口。  

  ３世紀 邪馬台国の時代から朝鮮半島の鉄を求めて「和鉄の道」が通っていたに違いなく、数々の朝鮮半島との交流を示す遺物

や鉄製品遺物が残されている。この「若狭」の国の中心が若狭町上中地域(旧上中町)で、若狭の王墓とみられる数多くの古墳が築

かれ、大和との結びつきを示す前方後円墳も数多く残されている。 

 以前にもこの地を訪れたことが、あるのですが、今回この上中地域の古墳群から出土した遺物特に朝鮮半島との交流の歴史を示

す遺物を見たくて、若狭町歴史文化館を訪ねました。 

また、奈良東大寺２月堂のお水取りで汲まれる「若狭井」の水は若狭からの湧水とする伝承の里「遠敷(おにゅう)の里」そして、大陸・

朝鮮半島の日本海側の玄関口「若狭の湊」のイメージをはっきりしたくて、若狭・小浜の港を訪ねました。 

今回の若狭再訪で、１５００年前 東アジア交流の真っただ中、国際的な海の玄関口として「若狭」がもっとも輝いた時代 

鏡のような穏やかな広い内海を持つ巾着型の小浜の港の良さ・ 若狭の王墓 前方後円墳から出てきた鉄ならびに朝鮮系の遺物の

数々。そして、数々の文物・技術を持つ渡来人がこの若狭から大和へ登って行ったことを示す遠敷川 鵜の瀬の伝承等々 

大陸・朝鮮半島から大和へつながる交流路「若狭」

の姿を知ることができました。 

もやもやしていた若狭の実像が浮かび上がってき

て 我ながらびっくりです。 

 

古代 大陸・朝鮮半島への窓口だった若狭           若狭 天然の良港 小浜港  2011.8.30. 
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弥生時代後期末から古墳時代への移行期（２－３

世紀）日本黎明の時代、日本各地には邪馬台国はじ

めとする地域王権・国が興り、この時代の先進地で

あった大陸・朝鮮との交流が進む。この時代 若狭

をはじめ日本海沿岸でも共同体の規模が大きくなり、

王が台頭し、その指標となる墓制の変化が見られ、

丹後半島では、方形台状墓から大型前方後円墳の造

営が見られた。また、北陸・越前では、四隅突出型

墳丘墓から前方後方または前方後円墳の造営があっ

た。 

そんな日本黎明の弥生後期から古墳時代 大和・畿内から大陸・朝鮮半島や北部九州への交流路として、瀬戸内海と日本海沿

岸を北部九州へたどる２つの道があったといわれ、 「丹後」そして 少し下って、「若狭」が日本海側交流路の窓口となっ

て活発な交流が行われたと言われる。この若狭の国の湊の中心「遠敷(おにゅう)の里」には 奈良東大寺二月堂の「お水取り」

に先立って「水送り」の神事が行われる遠敷川鵜の瀬の伝承がある。  

若狭・遠敷に行くまで 知らなかったのですが、インドの高僧と大寺建立 そして 大仏建立に力を尽くした良弁が登場し、

ひょとして 和鉄の道が絡んでいるのではないか・・と頭にあったイメージが大きく膨らみました。  

海と川と森の自然に包まれた若狭がもっとも華やかだった時代のイメージWalk。 

前回の若狭walkと一つにして まとめました。 

 

 

 若狭町上中の膳部山麓 脇袋にある 日本の黎明 古墳時代 若狭の王墓 脇袋古墳群 

５世紀初 若狭で初めて造られた前方後円墳 上ノ塚古墳ほかかつて七つの塚が存在したという。 

現在では、その内、主軸をほぼ南北にした３基の前方後円墳、円墳と思われる糠塚古墳、埴輪と茸石を備えた上下の

森古墳などが残っている。古墳群の背後に、標高約２００mの膳部山がひかえ、若狭の国造膳臣（かしわでのおみ）

との縁を今に伝えているといわれている 

 

鵜の瀬 「水送り」の神事 

奈良東大寺２月堂お水取りに先立ち  

若狭の水を 川に注ぎ 奈良 若狭井に送る

この瀬の中央の所に深い穴があり、 

奈良若狭井につながっているとの伝承 



1.   2008.9.1.Walk の記録  若狭「上中 熊川宿 & 脇袋 」 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0810wksa00.htm より抜き出し整理  

 ５世紀 大和と結ぶこの地を治める王の墓群「脇袋古墳群」 若狭ではじめて築かれたた前方後方墳・前方後円墳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずっと 頭にあった日本海沿岸から若狭そして琵琶湖へと続く畿内・東国 

への鉄の流入路。朝鮮半島の鉄を求める古代大和王権の重要な「鉄の道」である。 

北近江の琵琶湖へ西の比良山塊から流れ下る安曇川の北岸 饗庭野丘陵の南端にある弥生の高地性集落「熊野本」に鉄素材や

加工の痕跡のある鉄が出土しているという。そして、その後この地に地域の首長が存在し、前方後方墳など大型の墳墓群を築

いたという。  

                   卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若狭・北近江の「若狭街道」  

 9. 大陸・朝鮮半島の鉄をもとめて続く若狭・北近江の「和鉄の道」を訪ねる  2008.9.1.     

     分水嶺「水坂峠」の両側にある北近江「高島 熊野本」と若狭「上中 熊川宿 & 脇袋」  

0810wksa00.htm  2008.10.1. By Mutsu  Nakanishi  

「2. 若狭「上中 熊川宿 & 脇袋 」の項 抜き出し 

日本海に面する「若狭」は大陸・朝鮮半島と畿内・大和を結ぶ「古代 大和の和鉄の道」の北の玄関口  

この道を通って 多くの渡来人そして「鉄」や文物が行き来した。 この琵琶湖北岸から若狭へ山越えする「若狭

街道」周辺には 数々の渡来人の痕跡や大陸・朝鮮半島の鉄の遺物が点在する    .  

また、大和王権はいち早くこの鉄の供給路・大陸との交流路を確保のため、この地の「王」と結び、そんな証とし

て、 古墳時代初期のこの地の「王」たちの王墓 である前方後方墳・前方後円墳が数多く築かれた。  

日本で製鉄が始まる前夜 そんな大陸からの鉄の流入路の夢を頭に描いて「若狭街道」を訪ねました。  

     http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0810wksa00.htm より   

若狭 若狭町 上中町 脇袋「脇袋古墳群」  5世紀 
若狭から北近江へ遡る北川右岸の丘陵地に大和との密接な連携

を示す初期前方後円墳 若狭の王墓古墳群が築かれている。 

大陸への「鉄の道」の北の玄関 若狭にあるこの地に築かれた

前方後円墳の王墓群。  
大和がこの若狭を大陸と大和を結ぶ交易拠点として、強く意識

していたことが見て取れる。 

中西睦夫
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電話やインターネットで調べても 詳細は良くわからない。  

大陸・朝鮮半島への玄関口 若狭街道の要衝の地にあるこの熊野本遺跡・熊野本古墳群はどんなところだろうか・・・・  

出土した鉄素材はどんなかたちなのだろうか・・・・・。   

現地に電話して、照会するのですが、雑木林に覆われた丘陵地を別荘地として開発した場所で、遺跡は残っているが、草に覆

われ、行っても何もなく、整理された資料も現地にはないという。情報は滋賀県埋蔵文化財センターの簡単な学習シートとみ。 

場所は新旭駅のすぐ近く 西側の丘陵地の上の弥生の高地性集落。 この集落が消えた後、この地域を治める首長が小さな谷

を隔てた隣接地に次々とこの地の首長が大和との密接なつながりを示す前方後円墳や大型墳墓を築いたという。  

この琵琶湖北岸から西岸にかけ、比良山系の山中には鉄鉱石があり、数々の渡来人の痕跡とともに「鉄」関連遺物が数々出

土している。 また、対岸には日本で一番先に製鉄を始めた先進地のひとつ 牧野や古橋に古い製鉄遺跡群が残るこの北近江。  

弥生時代にも きっと重要な鉄の痕跡があり、日本での製鉄の始まりにも大きな役割を演じたのではないか・・・・・  

「鉄」の流れを紐解く上で、欠くことのできぬ所たろう。  

 

とにかく どんなところか 見に行こう。 

本当にどんな鉄素材が出土したのかも知りたいと。 

今年の夏 若狭の縄文時代の貝塚「鳥浜貝塚」を訪ね、この地の縄文人

が丸木船を駆使して、日本海沿岸の集落と広く交流していたことを知り

ました。 また、この若狭の地は 古代大和の時代には 瀬戸内海と並

ぶ日本海沿岸から若狭を玄関口。  

琵琶湖から大和へ結ぶ大陸・朝鮮半島との重要な交流路。まだ鉄素材

を作れなかった日本への朝鮮半島の鉄の流入路。 「鉄の道」である。  

瀬戸内海経由と並ぶ最重要路「大和の鉄の道」 今も「若狭街道」の名

で若狭と近江・京都を結ぶ重要路。  

この街道を近江から山越して日本海側の若狭平野の出た処 若狭上中

町脇袋に古墳時代初期の前方後円墳や前方後方墳が築かれ、 大和と

密接な関係が残されていることも知りました。（脇袋古墳群） 

古代大和に先立つ卑弥呼の時代 北九州諸国に独占されていた朝鮮

半島・大陸の「鉄」の独占支配が崩れ、 山陰諸国 鳥取の妻木晩田遺

跡 青谷上寺地遺跡や丹後にも大量の鉄が蓄積され、畿内にも鉄が流

入する。 

 

もう 一度 北近江の鉄を調べたいなあ  北近江牧野や古橋の古い製

鉄遺跡群ばかりでなく、きっと この「近江・若狭を結ぶ若狭街道」にもそ

んな時代の「鉄」の痕跡があるだろうと・・・・。  

 

以前、朝日新聞関西版に「鉄器登場」や「日本の原像」にこの北近江若

狭街道に近い拠点での前方後方墳など古墳時代の初期の大型墳墓群

(熊野本古墳群)が紹介されていた。 また確かその時に調べた、読売新聞の連載資料にも鉄と若狭街道地域に何か書かれていたと。 

再度 朝日新聞関西版「鉄器登場」や「日本の原像」の記事を引っぱり出すと、  

「北近江の琵琶湖へ西の比良山塊から流れ下る安曇川の北岸饗庭野丘陵の南端「熊野本」にある 弥生の高地性集落「熊野本遺

跡」と古墳時代初期 前方後方墳墓など大型墳墓群のスタートを示す「熊野本古墳群」。 大量の鉄素材が出土し、この地で鉄器加工

をやっていた可能性がある。」と紹介されている。  

 

      

 
 

  「北近江高島 熊野本遺跡と熊野本古墳群」については 下記の元の掲載記事をご参照ください。  

       9. 大陸・朝鮮半島の鉄をもとめて続く若狭・北近江の「和鉄の道」を訪ねる  2008.9.1.     

            http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0810wksa00.htm より   

 



 
1.1.  近江今津駅から JR バスで 若狭街道 水坂峠を越えて 若狭熊川宿・上中町へ 

日本海沿岸 若狭側の入口にある古代大和と結ぶ首長級の古墳群 脇袋古墳群を訪ねる 

  
     古代 大陸・朝鮮半島と畿内・大和との重要な交通路 若狭・北近江・琵琶湖を結ぶ若狭街道 

 

 

西近江 新旭駅背後の饗庭野丘陵と 

鉄器・鉄素材を出土した3世紀の高地性集落熊野本遺跡 

 

新旭駅から約 5 分で近江今津。 古くから西近江 琵琶湖交通の要で、この港と若狭街道を経由して 日本海と近江・大和・

が結ばれる。湖西線近江今津駅から新快速電車に接続して1時間に1本の若狭街道を通って若狭小浜線の上中駅から小浜駅へ

約 1 時間で結ぶ路線バスがある。 今は湖西線を新快速電車が敦賀まで走っているので、敦賀から小浜線で若狭へ行くことも

できるが、若狭へはこの路線バスを利用する方が、はるかに早く便利である。若狭街道は近江今津からまっすく若狭と近江の

分水嶺水坂峠へ石田川を遡り、峠を越えて若狭側の北川水系を真っ直ぐ、上中町・小浜へと下ってゆく。 

 

航空写真で見るとこの若狭街道の道筋は中央構造線が走る四国吉野川水系や紀伊紀ノ川水系と同じく直線的に切れ落ちた断

層地溝帯の中なのだろう、海岸まで直線的な地溝。 距離的にもストレートの短い最短距離。 

縄文・弥生の時代から日本海側から近江・琵琶湖へ抜けるこの地溝帯の道を知っていて、多くの人たちがこの道を往来した。  

大陸・朝鮮半島の「鉄」もこの道を通って近江へもたらされたに違いない。若狭街道は「鉄の道」である。 

当時日本では鉄素材を作ることは出来ず、朝鮮半島にその供給を求めた。当初 北九州の諸国に独り占めされていた「鉄」が、  

弥生の中期・後期には日本海側の山陰・北陸で急増し、そして 大和にも数多くの鉄器が持ち込まれ、この鉄器の力を背景に

大和王権が支配を強めてゆく。 この鉄の供給ルートが北九州諸国の手から離れ、日本海ルート・瀬戸内ルートが確立されて

ゆくとともに大和王権が形作られてゆく。若狭街道は日本海側から大和への「鉄の道」の北の玄関口である。 

 

水坂峠を挟んで、近江側には弥生時代 鉄器とともに多数の鉄素材が出土した熊野本遺跡があり、 そして、その後、古墳時

 
 5世紀若狭の王墓群  脇袋遺跡のある上中脇袋の郷 

京・琵琶湖から水坂峠から若狭ﾍ越えた 北川流域 

若狭町上中は古墳時代若狭の中心地 

大和との密接な関係を示す王墓 前方後円墳が数多く残る  
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代になると同じ地に大和と結ぶ地域の有力皇族が前方後方墳・前方後円墳をつくり、この地を固める。（熊野本古墳群） 

一方、近江から北川沿いに下ってくる若狭街道が山並みを抜け海岸沿いの平地に出たところに位置する上中町にもそんな遺跡

が残されている。 この北川流域を支配した地域豪族が現れ、この地に次々と古墳を築いた。  

中でも、５世紀 上中町北川の北岸の山裾「脇袋」に築かれた脇袋古墳群はこの地に築かれた前方後円墳の最も古いものであ

り、 大和と密接につながっていたことをこの前方後円墳が示している。 

背景に大陸から持ち込まれてくる「鉄」があったに違いない。  

 
若狭国の王墓 脇袋古墳群が膳部山の山裾に見える脇袋の郷  若狭街道の若狭側の出入口 若狭上中 

  
若狭地方の主要古墳位置図      若狭で一番古い前方後円墳が築かれた上中町脇袋 

近江からの出口上中町に古墳が集中   

 

若狭街道の若狭側と近江側の出入口に大和と結ぶそれぞれの地域首長がどっしりと勢力を伸ばし、この交易路を行き来

する文物を管理する。大和がこの「鉄の道」を非常に重要視していた証だろう。そして この道は古代ばかりでなく、

現在に至るまで、その後も日本海側と近江や畿内・大和 そして京都を結ぶ重要路でありつづける。 

 
また、近世の若狭街道・京街道のなごりとして、峠下に熊川宿の家並みが歴史的家並保存地区として残っている。 
琵琶湖岸の近江今津駅からバス に揺られて 若狭と近江の分水嶺水坂峠を越えて約４０分ほどで熊川宿。 

  
若狭街道を若狭湾へ流れ下る「北川」        水坂峠から若狭に入ったところが熊川宿 

蛇足ながら 近江と若狭の分水嶺は「水坂峠」であるが、県境は少し西へ下った「熊川」の入口にある。分水界が県境に

なっているのに、水坂峠周辺のみだけが、峠を越えて若狭側に食い込んでいる。これも 近江・畿内側の勢力が強く 

水坂峠周辺を近江側に位置づけておきたかったのかもしれない。街道筋が重要な地であった証拠でもあろう。  



1. 2. 歴史的家並保存地区 若狭街道 熊川宿   2008.9.1. 

  
若狭街道が水坂峠を越えて若狭に入ると熊川宿 街道に沿って   北川が海岸へ向かって流下る  2008.9.1. 

 

 
水坂峠から北川に沿って若狭街道が日本海へまっすぐ下ってゆく  

山間部を抜け平地に出るところに熊川宿が昔の家並みのまま残っている 2008.9.1 

  
 

   
 

 

重要伝統的建物群保存地区 

熊川宿  2008.9.1. 
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  1.3. ５世紀 大和と結ぶこの地を治める王の墓群「脇袋古墳群」  
若狭ではじめて築かれたた前方後方墳・前方後円墳群  

   
               若狭で最初の前方後方墳・前方後円墳群築かれた若狭の王城の地 脇袋の郷 膳部山遠望  

  
 

熊川宿をゆっくり歩いた後、午後2時過ぎの小浜行のJRバスで小浜線上中駅へ。   
バスは日本海沿岸に向かって田園地帯が広がる中をまっすぐ走る。 

15分ほど北川沿いに下って、山裾を抜けて平地に出た北川の中流で、右手 東から敦賀から走ってきたJR小浜線や国道を合

流する。 この合流点から1km弱 下ったところが上中駅でここでバスを下車。 

若狭街道・小浜線はそのままさらに北川沿いを日本海への出口小浜へ向かう。 
5世紀この若狭北川流域を支配した首長たちが築いた前方後方墳・前方後円墳を築いた往生の地「脇袋」は 先ほどの合流点か

ら反対に敦賀の方へ1kmほどいった北川右岸の山裾である。 

 

  
熊川宿からまっすぐ北西へ北川沿いを走る       上中駅近く敦賀からの道との合流点 

北川の対岸 右手の山々の山裾が脇袋       右手から敦賀からの道を合流するとJR上中駅 

 

JR上中駅で脇袋古墳群のある「脇袋」への道を確認して歩き出す。 

脇袋の郷は駅から約5km敦賀よりの北川対岸の山裾。先ほどバスで通過した敦賀との道との合流点を敦賀の方へ進み、北川を

渡って山裾の中へ回り込んだところが脇袋の郷である。 
国道沿いに脇袋の郷のお寺への石塔が立っているからすぐわかると聞く。 
車がひっきりなしに通る国道を避けて、小浜線を渡って反対側にでると「脇袋」

のある山の山裾まで黄金色の田圃が延々と続いている。  交通の便がないの

で、歩くより仕方なし。  
 
JR上中駅の北側に出ると流れ下る北側沿いに 西の小浜側から東の三方・敦賀

側へ広大な秋の実りをつけた田園が広がる田園の中を 30 分ほど歩いて、小浜

線鉄橋・国道橋のそば 北川の土手に登ると 上流側に先ほどバスでくだって

きた若狭街道の田園地帯が若狭・近江国境の山々を背に広がっている。 

そして、近江／若狭 国境の山々を背にとうとうと緑の中を流れ下る北川。 

この景色が若狭街道の出入口の昔から変わらぬ光景なのだろう。  
 西小浜側に広がる田園地帯
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東三方側に広がる田園地帯 遠くの山裾が脇袋          北若狭街道熊川宿方面遠望 2008.9.1.  

 

土手から国道の橋に出て 橋を渡って北川の右岸にでる。 
右手に随分近くになった膳部山をながめながら、ゆるいカーブを描きながら橋から下ってゆく国道をお寺の石塔を見落とさな

いように注意して歩く。  
橋から 15 分ほどで、石塔のある T 字路。石塔の横に「脇袋古墳群」の案内板も立っていて、凹字にくぼんだ膳部山の中央部

へ田園の中をまっすぐな道が続き、  
その懐に脇袋の集落がみえる。集落の家並みと古墳がかさなっているようで、ここからは古墳がどれか良くわからないが、集

落の手前に見える森が古墳かも知れぬ。 

   
   

 
             国道から脇袋の郷へ入る入口で 田園地帯の奥 膳部山の凹字型の山裾に脇袋の集落がある 2008.9.1.  

 

国道のT字路から、田園の中を山に向かって まっすぐの道を進むと脇袋の集落。 
集落は膳部山の山腹で凹字型に囲まれた山裾の傾斜地にへばりついて家々が密集

してあり、その前面に広く田園が広がっている。 

古墳群はこの集落の中や集落に近い田園部に点在。 
また、集落の一番奥に国道に石塔があったお寺があった。 

 

 



いずれも民有地なのだろうか、古墳の上が畑になっていたり、一部が取り崩されて形が大きく変化している古墳や集落の中の

民家の庭にあるものなど色々である。 
でも この集落は裕福なのだろう。一つ一つの家が大きく、古墳も形が崩されてはいるもののきれいに整備されて残されてい

る。 また、静かで落ち着いた集落 これが 5世紀の若狭の王墓群とともに暮らしてきた証のように感じた。 

 

    
 

     
 5世紀の若狭の王墓群とともに暮らす脇袋の集落 2008.9.1.  

 

[若狭で築かれた最初の前方後円墳古墳群 脇坂古墳群] 
 

 

 

  



 
脇袋の郷より 西の日本海側を望む 

 
この脇袋は近江・福井の分水嶺か

ら流れ出た北川が山間部から平

地部へ流れて出たところの北岸

の山裾にあり、この地から北川を

下れば、朝鮮半島・山陰・九州へ

の航海の玄関口若狭湾 また、北

川沿いを南へたどれば、近江から

琵琶湖そして大和・東海である。

大大陸への大和の北の玄関口。 

その玄関口を守ったのが、 脇袋の古墳群に眠るこの地域の首長たち。若狭の国造 膳臣(かしわでのおみ)一族といわれる。  

今回 この地の首長たちと鉄との直接的なつながりを調べられなかったが、

当時の最大の交易品は朝鮮半島の「鉄」であり、朝鮮半島諸国ともっとも交流

の盛んだった時代である。大和の最も重要な地点のひとつであったに違いない。

確かにそんな重要路を守る位置に大和と密接に関係を持った首長がいた。  

朝鮮半島の「鉄」と大和の関係を浮かび上がらせる鉄の道が若狭街道だとより

鮮明に感じている。 づっとあたまにあった若狭街道と鉄の関係 やっとやっ

と歩けたこと、そこに確かな鉄の痕跡が残っていることに満足。 

夕日で真っ赤になった西の空 海は見えないが西に開けた若狭の王城の地を

強く感じながら、上中駅へ急ぐ。 

帰りは さらにバスに乗って若狭街道を走るバスの終点小浜駅へ。そして、小浜線で敦賀へ出て敦賀から米原経由の新快速電

車姫路行に乗り継いで神戸へ。神戸に帰り着いたのは夜 10 時過ぎ。若狭街道から近江今津経由で神戸に帰るのとでは 1.5 時

間近く時間がかかった。 やっぱり、近江・若狭をつなぐ道は今も地域をつなぐ重要路とつくづく感じます。 

                              2008.9.1.夜 神戸に帰りついて Mutsu Nakanishi 

【和鉄の道】 9. 大陸・朝鮮半島の鉄をもとめて続く若狭・北近江の「和鉄の道」を訪ねる  2008.9.1.     

           http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0810wksa00.htm より 抜き出し整理 

膳部山の凹字型の山裾にある脇袋の郷の中にかつて７つの塚 脇袋古墳群 2008.9.1. 



2. 古墳時代 朝鮮半島との交流の玄関口「若狭」を再度訪ねる  2011.8.30. 

若狭町歴史館に 若狭国の王墓「脇袋古墳群」より出土した鉄製品を訪ねる 

     

 

 

 

 

 

 

 

２００８．９月 に この「若狭国」の中心が若狭町上中地域(旧上中町)にある若狭国の王墓 脇袋古墳群を訪ね、大和との強い結び

つきを示す前方後円墳群に、朝鮮半島と大和を結ぶ「和鉄の道」の日本海側窓口としての役割を強く印象付けられました。 

しかし、実際に若狭の古墳群から出土した遺物 特に 鉄製品や朝鮮半島との交流を示す遺物などを見られなかったのと、 かつて

の若狭の中心 若狭町上中地域は小浜へ北川が流れ下る山郷のイメージが強く、港とつながっているイメージがあまりはっきりしな

ませんでした。今回 この「和鉄の道 古墳時代の朝鮮半島交易の窓口・鉄の玄関口「若狭」 朝鮮半島の鉄を求める大和の日本側

窓口」のイメージをもう少し、はっきりしたものにしたくて、 ８月３０日早朝神戸を出て、若狭・小浜を再度訪ねました。 

いつも「若狭」へは京都へ立ち寄ってから行くのですが、今回は神戸からダイレクトに舞鶴自動車道を通って神戸から約２時間 西側

から若狭小浜に直接入る。 

入り組んだ入江が続く若狭湾のその中にある小浜の港に行って、 それから かつての若狭の中心若狭町上中地域へ若狭の

国の王墓 脇袋古墳群から出土した朝鮮半島交易遺物を見る。鉄遺物はみられるだろうか・・・・ 

朝鮮半島から持ち込まれた鉄がどんなものなのか…・ ５世紀後半と言われる日本での製鉄の始まりを考えるヒントが見つか

るかもしれない。大和王権と結びついた「若狭国」 が朝鮮半島交易の窓口として果たした役割のイメージを膨らませて帰りた

い。  

また、 奈良東大寺二月堂の「お水取り 若狭井」に湧き出しているとの伝承がある「遠敷川 鵜の瀬」にも興味がある。 

     

     舞鶴自動車道 綾部 私市古墳を潜り抜ける        由良川を渡り 海岸には出ずに山中 舞鶴を抜ける 2011.8.30 

 

古墳時代 まだ 日本で鉄が生産できない時代  朝鮮半島の鉄を求めて、 朝鮮半島に近い北部九州諸国と

共に国の特産品である玉加工などに使われる鉄工具など鉄器需要の大きかった山陰・丹後や北陸などが、畿

内・大和への日本海側交易の窓口でもあった。 そして、その後 鉄の需要拡大と共に  天然の良港であり、国

内交通の利便性の面でも良好な「若狭」が流通拠点として 畿内・大和への日本海側交易の窓口の役割を果た

して行く。[５世紀]  

この時期 若狭の王墓には大和との密接な関係を示す前方後円墳が築かれる。  
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1. 若狭 小浜の港 

   
若狭湾は海岸部まで山が連なる典型的なリアス式海岸で 海岸部まで東西に延びた山地が迫るが、入江は天然の良港となり、

海岸や山あいを流れ下る川の流域にできた河岸段丘などに縄文時代から人が住み着いてきた場所。そして、小浜は若狭湾の中

央部の小浜湾に東南部から山間を流れ下ってきた北川、南川、多田川の三つの川が並んで注ぐ かつては深い入江だった海岸

部とそれらの川の流域に開けた平地でできた町で、東の舞鶴 西の敦賀と共に若狭の中心的な港である。 

舞鶴自動車道が由良川を渡ると自動車道の終点 若狭小浜は近い。 若狭湾に並行して山間を東へ走るので、海岸部がほとん

ど見えない中 幾つか トンネルをくぐると ぱっと 街並みが広がり、終点の小浜 IC である。いつもは京都から若狭街道

を遡って 東から小浜に来るので、町の位置関係がよく判らない。 案内標識を見ながら海岸方向へ市街地を行く。  

途中の案内標識でやっとイメージが判る。いつものことながら、まず小浜駅に行って 案内図をもらって それから港へ。 

狭い街なのでどこへ行くのもすぐなのですが、山が迫って街中に入り組んでいるので、道がややこしい。 

記憶にある魚の卸売市場の横に出てほっとする。 まず、一目散に岸壁へ 小浜の港を見に行く。  

   

  若狭湾の奥 さらに小浜湾の中小浜港 波ひとつたたぬ静かな海が眼前一杯に広がっている。 

岸壁からぐるりと北側に開ける小浜湾を眺める  2011.8.30. 

若狭湾の内海 小浜湾の中にある小浜の港  両側を突き出た半島が湾を絞り込むように取り囲み、正面の出入り口にまで西

側の半島の先が横たわり、日本海の荒波と風から小浜の港を守っている。 これは もう湖の延長。 小浜の港が深い入江の

奥 天然の良港で しかも 湾全体が広い港と言えることがよく判る。この安全な港で風を待ち、潮を待って 日本海へ漕ぎ

出し、また帰ってきたであろう。 海外からも多くの人がこの地を目指してやってきたに違いない。 

日本海沿岸や陸路琵琶湖・畿内・大和などから多くの人や物が集まり、交易し、また 日本各地 そして当時の先進地 北部

九州・朝鮮半島や大陸を結ぶ通商路が成立していたに違いない。その中心は諸国の特産・物産と朝鮮半島の鉄 和鉄の道の中

心であったに違いない。 



  
港に続く西の砂浜海岸 白鳥海岸にある白鳥のモニュメント  2011.8.30. 

港に続く西の砂浜海岸 白鳥海岸の公園には この港から大陸へ大きく羽ばたく白鳥のモニュメントもありました。 

岸壁ではそんな歴史とはうらはら のどかな港 数多くの人たちが岸壁で釣りを楽しんでいました。 

港の海岸通りから一筋街中に入ると古い家並みが残っていました。 この間古い街並みの通りには丹後街道の標識があり、 

往時を思い浮かべる古い街道筋の家並でした。 

何度か訪れたことがある小浜ですが、じっくり港や街並を見たのは初めてでした。 

  
小浜西組 伝統的建造物群保存地区界隈 

昔から栄えた小浜の港のイメージが自分なりに出来たので、若狭町上中地域へ向かう。  

若狭町上中地域は小浜とは地続きで幹線の広い国道・小浜線が並んで走っていて、す

ぐなのですが、小浜の海岸部が見たくて、遠回りなのですが、国道２７号へ出ずに小

浜の東側海岸に沿って 国道１６２号を通り、山が連なる海岸側から上中地域に行く

ことにする。 道は少し走ると道はやっぱり、上に上がって海岸沿いの山腹を縫って

走る。幾つもの入江がちらちら見え、そこへ降りる道を分岐しながら道で、小浜の海

岸沿いにはやっぱり広い平地はなく、リアス式海岸の典型だなあ…と。 

 

田烏の海岸で国道から分かれ、右へ狭い山間のトンネルを抜けて  

上中地域への県道を行く。山を下るにつれ、田園地が視界に入り、  

まもなく左手から三方から小浜へ行く小浜線と並行して南へ。 

両側を山並みに挟まれてはいるが、広い田園地帯を南にくだる。 

三方から小浜へ抜ける国道２７号線に合流すると左手に見覚えのある

脇袋の集落のある膳部山。 そして、そのまま国道２７号線の北川の橋

を渡ると南側から北川沿いを琵琶湖・朽木から北へ下ってきた若狭街道

国道３０３号線との合流点で、間もなく上中地域の中心地 小浜線上中

駅。 そのすぐ前の所が、若狭町歴史文化館でした。 

  



2. 若狭町歴史文化館で上中地域古墳群出土遺物展示を見る 

 

 

 

若狭町歴史文化館は若狭町の歴史、文化をまとめて展示した資料館でその中心は 古墳時代 朝鮮半島の鉄を求めた大和が 

日本海側の窓口として密接に連携した若狭の国の王墓 脇袋古墳群ほか上中地域の古墳群から出土した朝鮮半島との交流を

示す遺物や若狭の国の繁栄を示す遺物が数多く展示されていると聞く。 

古墳時代 若狭が朝鮮半島の鉄入手とかかわる展示があるだろうか・・・・ 是非見たかった資料館である。 

この若狭町歴史文化館は小浜船上中駅と国道２７号線を挟んで反対側の南側に一筋入った駅からも見える大きな３階建 若

狭町役場上中庁舎の建物の東半分を使って作られている。2008年に脇袋古墳群を訪ねた時は時間切れで、見残した場所である。

庁舎玄関脇の駐車場に車を止めて中に入ると１階が広い展示場で、上中地域にある古墳群から出土した展示品がこれら古墳群

の解説と共に展示され、若狭の国がもっとも輝いた 1500 年前の古墳時代 若狭の国と大陸との結びつきについて常設展示し

ている。(その内容は若狭町歴史文化館の常設展示図録にまとめられていました。) 

「鉄関係の展示など一部デジカメ写真撮らせてほしい」と声をかけて、展示室に入ってゆく。 

「若狭地方と大和政権」の解説パネルにはじまり、若狭で一番古い前方後円墳が築かれた５世紀の脇袋古墳群ほかこの上中地

域にある古墳群の主要古墳をそれぞれ年代別に解説パネルが作られ、出土遺物がその前に展示されていました。  



残念ながら 5世紀の脇袋古墳群の古墳主体部は未発掘などで、この古墳群から出土した鉄器出土品などは見られずでしたが、

ほかの古墳から出土した数多くの鉄遺物から、若狭の王などこの時代の首長にとって鉄器保有が重要な権威だったことが良く

見える。また、前方後円墳の大きさと共に立派な葺石・埴輪などに大和との連携の強さも垣間見え、大陸への窓口であること

を示す朝鮮半島系の遺物( 数々の鉄製品 陶質土器片 金銅冠 轡などの馬具)や横穴式石室など先進的築造技術など朝鮮

半島との交流も・・・・。 

一番先に眼が行ったのは古墳時代の大和と若狭ほか周辺諸国の古墳築造年代と形態の変化推移比較図。 

古墳の大きさや形態の変化から大和との距離感が大きく変化してくる様子がよくわかる。 

 
 

４世紀丹後や越前で先に前方後円墳が作られ、その後 ５

世紀になって若狭での築造が始まるのが見て取れる。 

丹後では 5 世紀には前方後円墳がつくられなくなり、小さ

な円墳が築かれるのみで、その後消えてしまう。 この時

代 同時に若狭で前方後円墳の築造が始まり、6世紀半ばま

で続き、円墳の築造へと移る。 

前方後円墳の築造が、独立国としての大和との同盟・連携

の象徴とすると、その後の小さな円墳築造への移行は大和

の支配下へ組み込まれたことを示すのだろう。  

丹後や越前は玉作り工具などに鉄を使った鉄の先進地で、いち早く北部九州や朝鮮半島から鉄を入手していた。 

朝鮮半島鉄を求める大和は まずこの丹後・越前と手を組み、朝鮮半島交易のベースを作りつつ、さらに広範な大陸・朝鮮半

島との交易・交流を求めて、交通の利便な若狭を窓口にしていったのではないかと見て取れる。  

そして、若狭の国力が上がるにつれ、丹後の国力が衰退し、大和の支配下へ組み込まれていったのだろう。 

若狭町歴史文化館に来る前に 東小浜にある福井県立歴史民俗資料館で見た 

「若狭沿岸の大型古墳と豪族の居館パネル展示」にも、 

若狭・丹後の古墳群の変遷・特徴を判りやすく解説したパネル展示されていましたので、下記に概要表示しました。 



  

  

福井県立歴史民俗資料館で 「若狭沿岸の大型古墳と豪族の居館」パネル展示より 2011.8.30. 

「丹後・若狭 どちらが 朝鮮半島交易のメインだったのだろうか」と考えていたが、この前方後円墳築造の変遷図を見ると

４世紀の丹後から５世紀若狭に移って行ったと見て取れる。 

なお、若狭の特産品「めのう細工」があり、若狭の鉄と玉造が関係するかと思いましたが、このめのう加工技術が若狭に伝わ

ったのは奈良時代に玉を信仰する鰐族（王仁・わにぞく）が渡来し、遠敷（おにゅう）の郷に伝えたのがはじまり。 

若狭の隆盛期からは時代が下り、やはり 天然の良港であり、また 大和・国内交通の利便性を有する日本海側の天然の良港

であったことが、古墳時代の若狭の隆盛の基であろう。ただし、この若狭隆盛と時を同じくして 「御食国・若狭」として海

産物そして製塩が若狭の特産として大和などへ送られたという。 

  

若狭 食満遺跡出土の土器片と若狭の古墳築造と製塩土器の変遷  若狭町歴史文化館展示より 



【若狭町歴史文化館 上中地域の古墳群から出土した遺物】 

 

弥生時代後期末から古墳時代への移行期（２－３世紀）日本黎明の時代、日本各地には邪馬台国はじめとする地域王権・国が

興り、この時代の先進地であった大陸・朝鮮との交流が進む。 大和・畿内から文化・技術の先進地 大陸・朝鮮半島や北部

九州への交流路として、瀬戸内海と日本海沿岸を北部九州へたどる２つの道があり、日本海沿岸では「丹後」そして少し下っ

て、「若狭」が日本海側交流路の窓口となったと言われる。 

このような国や首長・王の台頭は墓制の変化として現れ、丹後では、方形台状墓から大型前方後円墳の造営があり、北陸・越

前では、四隅突出型墳丘墓から前方後方または前方後円墳の造営があった。 

若狭地方の弥生時代後期末の墓制は、土壙墓または方形周溝墓が主流であったが、４世紀前半に松尾谷に前方後方墳が現れる。 

継続的な前方後円墳の築造は、５世紀初の上ノ塚古墳(脇袋古墳群)に始まり、５世紀半 城山古墳・向山１号墳そして西塚古

墳(脇袋古墳群)から６世紀初の十善の森古墳群を経て 上船津古墳 ６世紀半ばの下船塚古墳まで、上中地域を中心に前方後

円墳が築かれてゆく。若狭の国が大和と結びついて日本海交流路の窓口として栄える時期と符合する。 

そして、６世紀中頃から従来の大型前方後円墳に変わり、丸山塚古墳や大谷古墳のような円墳が作られるようになり、大和政

権の支配が強く及んだ結果と理解され、その後７世紀 国家としての体制を整えた大和の「国造」などの律令体制の中にくみ

こまれていったのだろう。 この間 若狭は日本海沿岸・大陸・朝鮮半島への大和の玄関口であり続け、若狭は「御食国」と

して繁栄し、数多くの渡来人・文物そして「鉄」が若狭を経由して 大和・日本各地に広がっていった。 

                           (若狭町歴史文化館の常設展示図録より拾い読み整理) 

 

若狭の古墳出土品展示  [前] 左 城山古墳出土円筒埴輪  中央 松尾谷古墳出土鉄器 右 上ノ塚古墳出土埴輪片 

  4世紀～5世紀半    [後]  左 三生野遺跡から当時の朝鮮半島の陶質土器 中央 松尾谷古墳出土土器 右 製塩土器片 

  

５世紀半 向山１号墳の多彩な出土品       ６世紀初 十善の森古墳出土遺物  多彩な出土品 



● ４世紀前半の前方後方墳 松尾谷古墳 

 

松尾谷古墳・前方後方墳 ( 手前が前方部)  4 世紀前半 

    

  

若狭で前方後円墳に先立ち４世紀前半に造られた前方後方墳 松尾谷古墳。 

若狭町南前川字松尾谷の尾根にあり、若狭における最初の地域首長墳である。前方後円墳は初期大和政権との結びつきが少し

弱いか 下位に位置づけられる場合の古墳形式であるが、大和政権と若狭との連携の始まりを示している。 

主体部は3つ。それぞれ木棺が直葬され、出土したものとしてヤリガンナ・碧玉製管玉鉄剣、鉄槍、鉄鏃などが知られている。 

しかし、すでに水源地建設の為、消滅しているという。 

 

 ●  ５世紀初の前方後円墳 上ノ塚古墳  脇袋古墳群 若狭で最初に造られた前方後円墳 

 

５世紀初 若狭で最初に造られた前方後円墳で、かつ 全長１００ｍ、後円部径６４ｍ（高さ９ｍ）、前方部幅６０ｍ（高さ７ｍ）で、

若狭地方最大の前方後円墳である。 

 古墳の主要部である主体部が発掘調査されていないので、副葬された遺物は未調査である。この上ノ塚古墳からは家形埴

輪片・円筒埴輪片・朝顔型埴輪片が出土している。 

 



 

● 日本最古の横穴式石室 ５世紀半の前方後円墳 向山１号墳 

脇袋古墳群の西 1.5km の尾根

上に造られた前方後円墳で、 

中規模ながら２段に造られ、葺

石・埴輪を備え、日本最古の横

穴式石室を持ち、韓国あるいは

九州から伝わったと考えられ

ている。 

数多くの鉄器など多彩の副葬

品が出土した。 

 

 

 

● ５世紀後半の前方後円墳 西塚古墳 脇袋古墳群 

 
 

脇袋古墳群にある５世紀後半の前方後円墳で、竪穴系横口式石

室を持ち、大陸の影響を受けた形態をしているという。 

前方後円墳の中央部の土が剥ぎ取られ、現在は後円部と前方部

を残すのみとなっているが、金製耳飾り・鏡・金銅製帯金具 

銀鈴・銅鈴・馬具・冑など多彩な副葬品が出土。 

 

 

 

 

 

 



●  数々の朝鮮半島系遺物が出土した６世紀初 前方後円墳 十善の森古墳  

６世紀初の前方後円墳。 後円部と前方部に形態が異なる横穴式石室

が二基あり、両石室ともに壁面に赤色顔料塗布。墳丘から円筒埴輪が

出土し、周濠をもつ。 

後円部石室から流雲文縁方格規矩四神鏡、金銅製冠・履、玉類（水晶・

ガラス製勾玉、金銅製帯金具、碧玉製管玉、ガラス製小玉・なつめ玉

など）、武器、武具、馬具（鉄地金銅張双龍文鈴付鏡板、鉄地金銅張

剣菱形鈴付杏葉、木心鉄板張輪鐙片など）などが出土。 

伽耶産の金銅製轡とともに百済系の金銅製冠・履やとんぼ玉の出土が

注目されている。 

 

           十善の森古墳出土遺物  多彩な出土品 

          
 
● ６世紀前半 新たな日韓交流の始まりを示す十善の森古墳 (若狭町歴史文化館の常設展示図録より整理)  

近年 朝鮮半島南西部の栄山江流域を中心に６世紀前半頃の前方後円墳群が発見され、若狭や北部九州同じ墳丘や石室

を持つものがあり、高句麗の南下や伽耶(をめぐる新羅との)攻防などに対し、

百済・倭双方が緊密な関係を結んだ結果の表れ。それまで、倭の五王は伽耶

との関係を重要視してきましたが、６世紀になると百済地域の重要性が増し、

若狭の王たちも北部九州・越前の勢力とともに積極的に対百済外交を展開。

この動きが継体大王擁立の原動力になってゆく。 

十善の森古墳では伽耶産の金銅製轡もでているが、百済との交流開始を直接

裏付ける百済系の金銅製冠・履やトンボが出土し注目されます。          ( 金銅製冠 復元 ) 

 (若狭町歴史文化館の常設展示図録より整理)  

 



3. 若狭と大和の深い関係を示す 若狭 遠敷川 鵜の瀬の水送り  2011.8.30. 

 
 

若狭でもう一か所湧きたいところがある。 

大陸・朝鮮半島の玄関口若狭の水が奈良・東大寺二月堂の「若狭井」に噴き出している。 

若狭国をそのままあらわすロマンに満ちた伝承である。 

東大寺二月堂「奈良のお水取り」の「若狭井」とつながっているとさ

れる若狭 遠敷川「鵜の瀬」。 毎年 東大寺二月堂の「お水取り」

に先立って 若狭では「水送り」の神事が行われるという。  

遠敷川「鵜の瀬」を地図で確かめて、若狭歴史文化館での若狭上中地

域の前方後円墳群の展示を見学した後、国道２４号線を少し小浜の方

へ戻って、小浜市遠敷の里へ向かう。 

 

「小浜市遠敷(おにゅう)」は南から遠敷(おにゅう)川が北川に注ぎ込

む合流点に開けた街で、この遠敷川を南へ遡ると目的地の遠敷川「鵜

の瀬」。この遠敷川を遡る道も古い若狭街道根来道 京・近江を結ぶ

古道である。 

「遠敷」と書いて「おにゅう」と読む難解な地名であるが、 

古くから開けた地で、和銅５年（７１２）までは「小丹生」と書かれ

ていたという。「遠敷」の言葉自体には朝鮮語の「ウォンフー」に由来するとの説もあり、また、古くは小浜市の大部分上中

地域を合わせて「遠敷」といい、「若狭国遠敷郡遠敷郷」などの文字が記された木簡が平城京跡などから出土。 

古代若狭の中心地で国分寺 遠敷川に沿って 若狭一ノ宮 若狭彦・姫神社などがあり、特定はされていないが、国府があっ

たと推定されている。 

「若狭井」の伝承はしっていましたが、遠敷川 お水送りの鵜の瀬 については全く予備知識なし。  
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 解説  若狭と大和の深い関係を示す 若狭 遠敷川 鵜の瀬 の 水送り  

 

【 若狭と大和の深い関係を示す 若狭 遠敷川 鵜の瀬の水送り 】    

  

● 奈良東大寺二月堂で行われる｢お水取り｣  

３月１２日に奈良東大寺二月堂で行われる｢お水取り｣ は 1250 年の長きに渡って守り続けられている神事で、 

「若狭遠敷川の鵜の瀬」から繋がっているとされる２月堂「若狭井」より「閼伽水」を汲み上げ本尊にお供えする 

儀式で、大和路に春を告げるである。 

また、若狭小浜の神宮寺では、「お水取り」に先立つ 3 月2 日、奈良東大寺二月堂へ水を送る神事「お水送り」が 

行われる。 

 ● 史蹟「鵜の瀬」由緒記  鵜の瀬にある案内記板より 

天平の昔、若狭の神願寺(神宮寺)から奈良の東大寺にゆかれた印度僧実忠和尚が大仏開眼供養を指導の后 

天平勝宝四年(753)に二月堂を創建し修二会を始められ、その二月初日に全国の神々を招待され、すべての 

神々が参列されたのに、若狭の遠敷明神(彦姫神)のみは見えず、ようやく二月十二日(旧暦)夜中一時過ぎに 

参列された。それは川漁に時を忘れて遅参されたので、そのお詫びもかねて若狭より二月堂の本尊へお香水 

の閼伽水を送る約束をされ、そのとき二月堂の下の地中から白と黒の鵜がとび出てその穴から泉が湧き出た 

のを若狭井と名付け、その水を汲む行事が始まり、それが有名な「お水取り」である。 

その若狭井の水源がこの鵜の瀬の水中洞穴で、その穴から鵜が奈良までもぐっていったと伝える。 

この伝説信仰から 毎年３月２日夜 この淵へ根来八幡宮の神人と神宮寺僧が神仏混淆の「お水送り」行事を行う 

習いがある。 

神宮寺で汲んだ「閼伽水」を鵜の瀬まで夜中に運び、川にこの「香水」を流して 二月堂の「若狭井」に送る。 

神宮寺境内の大護摩から松明に移した火を貰い受け、鵜の瀬まで約2 キロ、三千人を超える松明行列が続くという。 

奈良と若狭が昔から深い関係にあったことを物語る歴史的な行事である。  

 

若狭の遠敷明神とは同じ遠敷川筋の下流にある若狭一ノ宮 若狭彦神社・若狭姫神社に祭られている 

若狭の開拓神 若狭姫(豊玉姫)の神(& 若狭彦(山幸彦)という。 

 

鵜の瀬には若狭一ノ宮 若狭彦神社・若狭姫神社の境外社 白石神社があり、 

祭神は若狭彦神、若狭姫神を『白石大神』または『鵜の瀬大神』とたたえて奉祀し、若狭彦神社創祀の社 

と伝える。 

また、神宮寺は奈良時代の初め、若狭一ノ宮の遠敷明神（若狭姫）の神願寺として創建されたことに始まる 

といわれ、さらに、若狭彦姫神を根来白石より迎え神仏両道の寺とした。 

鎌倉時代に神願寺は遠敷明神上社（若狭彦）と遠敷明神下社（若狭姫）の別当寺となり、 

神宮寺と改称したとされている。 

これらを遡るといずれもそのルーツは鵜の瀬「白石神社」で、この「白石」は「新羅」が転化したものとの説があり、

この遠敷の里は大和・京との結びつきばかりでなく 朝鮮半島諸国とも強い結びつきがあったことがうかがえる。 
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上中の街並を抜け小浜へ国道２４号線を少し戻る。  

道の右手には中央に北川が流れる田園地 左手は小さな枝尾根が幾つも張り出す山裾を小浜へ向いて走る。枝尾根と枝尾根の

奥に小さな集落と田園が見える。 

そんな山裾を１０分ほど走り、道の左

手に家並みが見えだすと市場の集落。  

そして、右手国分寺の標識を過ぎると

すぐに遠敷川の橋。土手には「右県道

３５号」の道路標識があり、遠敷の里

に入る。左手から流れ込む遠敷川にそ

って、街並みとその後ろに枝尾根の橋

が見えている。 

国道を左手の南に折れ、この川筋を山

裾に沿って遡る県道３５号線を遡れ

ば、6km 15分ほどで鵜の瀬である。 

  

       

 

国道２７号線 東小浜口の信号から南へ折れて、-正面に見える山裾に沿って南へ県道３５号線 若狭街道根来道に入る。  

500m走って山裾の傍に行ったところが遠敷神(若狭姫)を祭る若狭一ノ宮 若狭姫神社で、道から杜に包まれた社殿が見える。 

若狭姫神社の前の街並みの中を通りぬけて少し行くと ぱっと視界がひろがり、尾根筋の間を流れ下って来る遠敷川に沿う田

園地帯がひろがり、正面にみえる山並みの入り口へ向かって、街道がまっすぐ伸びている。もう１０分も進めば鵜の瀬である。 

若狭彦神社・神宮寺の標識が街道筋を 左手山裾の森にある若狭彦神社への標識があるが帰りに寄ることにして さらに奥へ。 

   
  遠敷の里案内板            若狭姫神社       神宮寺の標識と奥の山並み 遠敷川の流れだし口 

            鵜の瀬への道 県道３５号線 若狭街道 根来道                       

だんだん 道の両側の尾根筋が狭まり、右へ神宮寺の標識を過ぎると遠敷川がすぐそばを流れる谷間のゆるやかな登り道。 

杉木立の中を山腹に沿ってぐるりと山裾をまいたすぐの道脇に沿って小さな公園が整備され、川岸に案内板が建ち、木の小さ

な鳥居から鵜の瀬の河原へ降りる入口 そして、南の上流側から 数m下を瀬になって清らかな水が流れ下って来る。  

時折通る車以外誰もいない静寂に包まれた山間の川筋の景色。風がすぅ～と通り抜けて心地よい。 

ここが東大寺二月堂お水取りの若狭井とつながっているとのロマンの地「鵜の瀬」。 

 遠敷川に架かる橋より南 鵜の瀬方面      鵜の瀬に向かう県道３５号の交差点 東小浜駅口 

             Googole Map による 国道２７号線 遠敷の里 



 
鵜の瀬の上流側 

  
遠敷川 鵜の瀬 道路側 河原への降り口  2011.8.30. 

 

鵜の瀬 上流側より  2011.8.30. 



   
      鵜の瀬   この河原で 神宮寺の「閼伽井」で汲んだ水を 川に注ぎ 奈良 若狭井に送る「水送り」の神事が行われる 

               この瀬の中央の所に深い穴があり、奈良若狭井に続いているとの伝説 

 

３月１２日 鵜の瀬で行われる水送り神事  鵜の瀬公園資料館パネルより 

 

道路側では車が止められないので、鵜の瀬の直ぐ南の鵜の瀬橋を渡って、白石神社がある向こう側に渡る。 

橋を渡ったすぐのところから奥 林の中が、若狭一ノ宮 若狭彦神社・若狭姫神社の元宮である白石神社で、林の奥に小さな

社が見えました。境内への入口すぐ横に東大寺建立に尽力した良弁和尚 生誕地の碑があり、その横の川岸には水送り神事の

解説や写真パネルなどの展示されている鵜の瀬公園資料館があり、川岸一帯が公園として整備され、駐車場もありました。 

そして、川岸の一角には この遠敷川に沿って遡るこの道がいくつかある若狭街道の最短ルートで一番古い古道根来道の古道

であるとの案内板がありました。 

      

   

                  鵜の瀬公園 2011.8.30.  (一部写真はインターネットより) 



【 鵜の瀬で目にした関係案内板の記 】 

 

 

鵜の瀬 鵜の瀬公園資料館にあった奈良東大寺お水取りと若狭 鵜の瀬 の関係を解説したパネル 

  

 

遠敷神とは若狭一ノ宮 若狭彦・姫神社に祭られている若狭の開拓神のことで、また、鵜の瀬にある白石神社は若狭一ノ宮 若

狭彦・姫神社の元宮と言われ、「白石」には新羅の転化との説もあり、対岸の水送り神事の行われる河原に若狭彦・姫神社の

境外地がある若狭一ノ宮若狭彦・姫神社の聖地。 また、今回 東大寺を建立した良弁の生誕地であり、しかも、この遠敷に

やってきたインド僧実忠が東大寺大仏開眼法要を指導したということも知りました。 

この地が遠い昔 １５００年前 東アジア交流の真っただ中、多くの文物ばかりでなく、渡来の人も多く往来した国際的な海

の玄関口。大陸・朝鮮半島から大和へつながる交流路「和鉄の道」の重要拠点でいたであったことを物語る伝承と思われる。 



再度 道路側に戻って 水送り神事の行われる河原に降りる。 

とうとうと瀬を清らかな水が流れ下ってゆく。 やっぱり 暑い時には水辺がいい。 

何とはなしに晴れ晴れ 気持ちのいい鵜の瀬Walkでした。 

   

   

  

神事が行われる鵜の瀬の河原      

 

 



橋までもどってくると浮き輪をつけて楽しそうにこの清流に身を任せて清流

下りを遊んでいる親子がいる。ここは格好の川遊びの場所だなあ・・・・と。 

 声をかけて、さらに奥へ 峠から朽木へ 車で越えられるか 聞いたのです

が、 どうも難しそう。地図では奥の根来まで道が整備されているのですが、

峠はどうも怪しそう。 峠が越えられると 昔 芦生の演習林から久多・梅ノ

木へ出て、現在の若狭街道・水坂峠越えの道に合流できそうなのですが、難し

そうなのでちゃんと調べてからにして、元来た道を引き返し、若狭彦神社に立

ち寄って、国道に出て、水坂峠越えの若狭街道を京都へ戻りました。 

久しぶりに出かけた若狭walk   気持ちすっきりの楽しいwalkでした。  

    

 

                      人っ子一人いない若狭彦神社のの境内 杉の巨木が立ち並ぶ 

             若狭一ノ宮のお祭りが 遠敷の街中にある 若狭姫神社移ってしまいなお一層静か 

遠く１５００年前 若狭がもっとも輝いた時代のロマンを思い浮かべながら歩くにはもってこいの場所でした。 

   

                             若狭の名瀑 若狭上中 瓜割の滝  2011.8.30. 



3. 若狭Walk  まとめ  

大陸・朝鮮半島から大和へと続く東アジアの文物交流路・和鉄の道  

その日本海側窓口 若狭 その実像が見えてきた 

 
  

古墳時代 朝鮮半島の鉄そして先進文化を求めて、大陸・朝鮮半島と

の交流が活発に行われていった時代 「大和・畿内の日本海側 玄関

口が若狭」と言われながら、日本海側の大陸への玄関口と言えば、北

部九州 そして山陰日本海沿岸で鉄を集積した麦木晩田・青谷上寺地

遺跡 そして 玉造の出雲・丹後・北陸もある。 

地理的には琵琶湖を越えれば大和や畿内の諸国へのルートが確保さ

れ、 大きな前方後円墳の若狭王の王墓群があるが、特別凄い製鉄関

連遺跡もなく、どうも 自分では 日本海側玄関口若狭の実像がはっ

きりしない。 

「若狭が大和の大陸への玄関口。若狭街道で生まれた伝承ではないか。ひょっとして 和鉄の道 鉄との関係があるか

も・・・ 」と軽く再度若狭を訪れたのですが、小浜の古い家並み 小浜港と北川・遠賀川・鳥羽川などの川筋が作る狭い台

地をめぐり、遺跡をめぐるなかで、遠い昔 古墳時代半ばから奈良時代にかけて 若狭がもっとも輝いた時代の姿が、具体的

に見えてきました。 

 

朝鮮半島の鉄 上中地域の前方後円墳もそうですが、遠敷の地や遠敷川 鵜の瀬の若狭井伝承が生まれた大和との関係 渡来

人の足跡を見聞して、この伝承を生んだ若狭の地形 土着の流れが、大和の大陸への玄関口「若狭」を生んだと・・・・ 

 そして この道を朝鮮半島の鉄・大陸の先進文化を携えた渡来人そして日本各地の国の人たちがここで出会い、往来。若狭

街道の古道 和鉄の道が形成された。  

● 季節風が吹きつける波の荒い日本海にあって まるで湖面のような静かな大きな海が広がる巾着型の若狭の湊 

 そして そこから日本各地・大和へは安全な海路・街道が通じている。 この地形が若狭繁栄の背骨となった。 

● 玉造など特産品製作工具への実用鉄器の必要性から北部九州に全面依存せず、大陸・朝鮮半島と独自接触を進めた出 

雲・伯耆・丹後・越の山陰諸国 

      こ日本海交易に着目し、 出雲・丹後・若狭・北陸と山陰の諸国と日本海の交流を続けながら、さらに大きく日本 

海交易を展開していった大和。 

      ５世紀には 日本海側窓口として「若狭」を一大貿易拠点としてさらに大きく展開した大和と若狭 

      それが垣間見える上中地域古墳群周辺諸国と大和の古墳築造の変遷 

● 大和との強い結びつきを示す前方後円墳 若狭の王墓 上中地域の古墳群とそれらから出土遺物の数  々

      朝鮮半島系の遺物 鉄製品の数  々 横穴石室に見る先進築造技術の取り込み 

  ● 鵜の瀬伝承で知った国際性  

この若狭には文化・技術を担った数多くの渡来人が居たのだろう。そして 日本の文化・技術の展開を担って 大和へ 

登って行った。 その象徴が鵜の瀬かもしれないと・・・ 

 

今回の若狭再訪で、１５００年前 東アジア交流の真っただ中、多くの文物ばかりでなく、渡来の人も多く往来した国際的な

海の玄関口「若狭」と遠敷川 鵜の瀬の伝承がむすびついて、「若狭」の実像が見えてきた。 
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大陸・朝鮮半島から大和へつながる交流路「若狭」の象徴が鵜の瀬。 それはとりもなおさず、古墳時代の「和鉄の道」でも

あった。もやもやしていた若狭の実像が浮かび上がってきて 我ながらびっくりです。 

今回の若狭walk で見聞したことや遠敷川流域・鵜の瀬walkで 解説案内板や見聞したことを再度整理して示してそのまとめ

としたい。 

 1.  古墳時代の大和と若狭ほか周辺諸国の古墳築造年代と形態の変化推移比較図。 

若狭ならびに周辺諸国の古墳の大きさや形態の変化から大和との距離感が大きく変化してくる様子がよくわかる。 

特に ４世紀の丹後から５世紀若狭への大和との結びつき変化に着目。大和の動きのち密さにびっくり。 

  

 2. 鵜の瀬 水送り神事の舞台となった遠敷川流域と その開拓神を祭る若狭一ノ宮 若狭彦神社・若狭姫神社  

● 「遠敷・おにゅう」の地名  

遠敷は 「おにゅう」と読む。 非常に難解な地名であるが、古代からある由緒ある地名である。 

かつて「小丹生」と書いていたともいい、この地が水銀朱との関係があるのかもしれない。  

また、「遠敷」の言葉自体には朝鮮語の「ウォンフー」に由来するとの説もある。             ] 

● 若狭一ノ宮 若狭彦神社・若狭姫神社の由来 [1] 小浜市のホームページより 

若狭一の宮は神社の記録によると、奈良時代初期にあたる養老５年（721）に創建されたといわれています。若狭一 

の宮は上社と下社の総称ですが、ふつう上社を「若狭彦神社」、下社を「若狭姫神社」と呼んでいます。 

彦神社は和銅７年（714）遠敷郡下根来村白石に創られましたが、霊亀元年（715）現在の地に遷社したとされていま 

す。祭神は、彦神社は彦火火出見尊（山幸彦）、姫神社は豊玉姫命（乙姫）です。共に、海上安全、海幸大漁の守護

神として信仰されています。 --- 小浜市のホームページより抜き書き整理 

また、若狭の遠敷明神とは この若狭の開拓神 若狭姫(豊玉姫)の神(& 若狭彦(山幸彦)と言われている。          

遠敷の里は大和・京との結びつきばかりでなく朝鮮半島諸国とも強い結びつきがあったことがうかがえる。 

 ● 若狭一ノ宮 若狭彦神社・若狭姫神社の由来 [2] 神奈備 http://kamnavi.jp/ny/wakasa.htm より 

祭神  若狭彦神社 彦火火出見尊、若狭姫神社 豊玉姫尊 

由緒  若狭国遠敷郡の式内名神大社で若狭比古神社二座に該当し、元正天皇の勅願により７１５年に創建されたとい

い、通称若狭彦神社を上社、若狭姫神社を下社としている。両神は小浜市下根来の白石の里に降臨したと伝わり、 

白石神社が鎮座している。 降臨の姿としては、唐人のいでたちで、白馬・白雲に居て、白石の上への垂迹であった 



と云う。 

「白」が並んでいるのは「新羅」との関連を思わせ、また「白石」は「新羅」の転化との見方もある。  

降臨地より少し下った清流の屈曲する深淵を鵜ノ瀬といい、東大寺二月堂の若狭井の水源とされるお水送り神事が行 

われている。 二月堂の修二会では神名帳を読んで諸神を勧請したが、当社の遠敷明神は漁を行って、はせ参じるの 

が遅れ、遠敷明神はお詫びとして、二月堂十一面観音にお供の閼伽水を送ると約束したと云う。 

東大寺の大仏建立には金が必要で、それを得る為には水銀に金を溶解して大仏に塗布し、熱で水銀を蒸発して金メッ 

キを施すが、その水銀が当地でとれたのかもしれない。若狭国には丹生郡があり、その一宮として遠敷明神と称えら 

れたのかもしれぬ。 

                     神奈備 http://kamnavi.jp/ny/wakasa.htm より、一部抜出 

● 神宮寺 

神宮寺は奈良時代の初め、若狭一ノ宮の遠敷明神（若狭姫）の神願寺として創建されたことに始まるといわれ、さら 

に、若狭彦姫神を根来白石より迎え、神仏両道の寺とした。鎌倉時代に神願寺は遠敷明神上社（若狭彦）と遠敷明神 

下社（若狭姫）の別当寺となり、神宮寺と改称したとされている。 

 

これら鵜の瀬の伝承に登場する若狭彦神社・若狭姫神社・神宮寺は遡るといずれもそのルーツは鵜の瀬「白石神社」であり、 

若狭土着の開拓神 遠敷(おにゅう)神の聖地「鵜の瀬」である。 

そして、この鵜の瀬は大和・近江と大陸・朝鮮半島への玄関口若狭を結ぶ最短の若狭古道が通り、若狭への入口に当たる位置

にあり、この遠敷の里は大和・京との結びつきばかりでなく朝鮮半島諸国とも強く結びついていたことが強く認識される。 

 

 

3. 遠敷川 鵜の瀬 お水送りの由来  

  

鵜の瀬 鵜の瀬公園資料館にあった奈良東大寺お水取りと若狭 鵜の瀬 の関係を解説したパネル 



  

     鵜の瀬の川岸に立つ鵜の瀬由来記案内板      鵜の瀬公園に立つ良弁和尚生誕地の碑 案内板  

 

 

【参考資料】 

1. 若狭町歴史文化館 常設展示図録 

2. インターネット google  検索  ● 若狭 一の宮 若狭彦神社  ● 若狭上中地域 古墳群 ほか 

3. 【和鉄の道】 9. 大陸・朝鮮半島の鉄をもとめて続く若狭・北近江の「和鉄の道」を訪ねる  2008.9.1.     

             分水嶺「水坂峠」の両側にある北近江「高島 熊野本」と若狭「上中 熊川宿 & 脇袋」  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0810wksa00.htm 

 



    <11>   鉄のモニュメント 「浮きドック」・神戸兵庫の港界隈 walk 2011.9.15 

       
            兵庫港 岸壁 & 浮きドック                卸売市場・本場 セリ場 & 仲卸店 

やっと空の雲は秋らしくなってきましたが、まだまだ暑い 9 月。 google earth で 神戸の港の衛星写真を眺めていて「今

年の夏は 山から海を眺めてばっかりで 神戸のウォーターフロントへは行かなかったなあ」と。 そして、 神戸の中央卸

売市場とその東側川重神戸造船所に隣接している兵庫港の中に小さな浮きドック群をみつけました。 

「造船業界再編の波を潜り抜けて、まだ 元気に浮きドックが浮かんでいる」とちょっと感激。 

かつて 仕事をしている時にはよく通った界

隈ですが、もう随分長いこと行ったことなし。 

 「中央市場も新しくなったし、カンカンと

音がし、クレーンの走行音 溶接の火花が飛

び散る造船所の現場。久しぶりに現場の活気

を眺めたい」と9月15日 晴天の空と風にひ

きつけられて JR 神戸駅の南 若い人で賑

わうウォーターフロント ハーバーランド・

モザイクと南隣の川重神戸造船所の1ブロッ

クを挟んで南側 「兵庫港・中央卸売市場界

隈Walk」に出かけました。 

地下鉄海岸線中央市場前で降りればす

ぐ直ぐ目の前が中央市場。 また、JR 兵 

庫駅から海岸側東へ 街中を1キョロキ ョロしながら15分ほ

ども歩けば、中央市場。 

また、JR神戸駅から海岸側 ハーバーラ 

ンドの中を抜けて、海岸沿いの広い通り 

を川重の塀沿いを南に新しいビル群と 

ちょっとレトロになった港町の街並を 

眺めながら散歩すれば 30 分ほどで  

兵庫港・中央市場の前に出る。  

この界隈は神戸港発祥の地 大輪田の 

泊・兵庫の津で、幕末近代的な港を歩み始めた神戸港の前身「兵庫港」 

神戸卸売市場・本場と西出町の浮きドック 

兵庫港 兵庫埠頭 神戸中央卸売市場より 北側 六甲連山を背に神戸の街を眺める 2011.9.15. 

西出町の小さな浮きドック群と 

川重の浮きドック 

中西睦夫
スタンプ



また、高度成長期には この港を取り囲んで 北に川崎造船(川重神戸)西に三菱神戸造船の大造船所を中心に関連工場・中小造船

所が立ち並ぶ神戸を代表する活気あふれる工業の街で、中央卸売市場もそんな神戸の港の中心に置かれた。 

兵庫の街歩きの案内標識が整備されているので、ぶらぶら歩いて 港町神戸の歴史に触れながら歩く街。観光客もおらず、造船不

況と先端・合理化の波を乗り越えて、立ち並ぶ工場街。 生の神戸がみられる界隈でもある。  

 

1. 概要  神戸港の西部 兵庫港にある浮きドックと神戸市中央卸売市場  

<< 造船所の浮きドック  写真は神戸ドックのホームページより >>  

   

鋼鉄製の大きな箱の形をしている箱舟の一種。内部に水を入れて自らを半水没させ、船を中に入れたのち、 

排水して再び浮き上がらせ、船の修理・改装などを行なう。 

    

           浮きドックへの入渠 → ドック内海水の排出 → 船底の清掃 

<< 神戸市兵庫区中之島 神戸市中央卸売市場 >> 

   

             現在の中央卸売市場・本場 

神戸市中央市場本場は昭和 7 年全国で 5 番目の中央卸売市場として開場。現在 別の場所にあ

る東部・西部と3つの卸売市場を合わせ、神戸卸売市場と言い、水産物、塩乾卸売り、青果物を扱

い、早朝にはせりが行われる神戸市の台所。 

ここは神戸市中央市場本場という。この場所にあった旧中央市場本場は幹線道路が走り抜ける

両側に市場があり、利便性を欠くうえ、部分整備がされてきたとはいえ、老朽化が進んでいること

から、順次道路の東側へ移転・集約化されることになり 2009 年4 月に新建物へ移行完了しました。  

西側の地は今金網に囲まれた更地になっり、新しい建物の 2 階からは 北側に広がる更地越し 

に神戸の市街地やその背後の山並みが望めます。 

    

昭和62 年に建てられた旧中央卸売市場   

西側 旧卸市場は更地 2011.9.15.

背後に神戸の街・六甲連山 

南北に延びる道を挟んで 東側の

兵庫埠頭側に卸売市場が移って

旧卸売り市場は 現在は更地にな

っている 

中西睦夫
四角形



2. 神戸中央卸売市場を歩く 2011.9.15.. 

   

        神戸市の背後 菊水山から眺めた港町「神戸」       兵庫港界隈   

   

                                神戸卸売市場前 2011.9.15. 

久しぶりに神戸中央卸売市場周辺を歩きたくなって、9

月15日昼前地下鉄中央市場前で降りる。 

卸売市場の活気を見るのは好きで、単身赴任地の近く 

銚子漁港・下関唐戸市場・柏卸売市場などには空気を吸

いによく出かけ、今も出かけた先で市場を見つけると足

を止めることが多い。 

車がひっきりなしに出入りし、ごちゃごちゃした神戸旧

中央卸売市場の横を何度か通った記憶はあるのですが、

綺麗に整備された神戸の中央卸売市場へ行くのは初めて。 

市場の「せり」を見学するには時間が遅すぎ、仕事は終

わっている時刻。店はみんなしまっているだろうが、場

外で昼飯は食べられるだろうと。 

「扇港」と呼ばれる神戸の港の西端部 東西に延びていた海岸線が逆L (」)字状に変わり和田岬へ続くコーナーの位置 最初

に開かれた兵庫港の岸壁に接して 新しく整備された中央卸売市場がある。 

地下鉄をおりて、地上に出るとすぐ前が中央卸売市場である。 

海岸沿いを南の和田岬へ通る広い幹線道路の海岸側に面して 4 階建ての建物の端に「中央卸売市場・本場」と書かれた南北

に長く延びる大きな建物 中央卸売市場の事務棟ビルがあり、二階飲食店街と書かれている。 

中西睦夫
四角形



道路の反対側には かつての卸売市場があった場所が更地になっていました。 昔の雑然とした風景は全くなく、建物に中央

卸売市場と書かれていないとスウーと通り過ぎてしまいそう。また、阪神間に住む我々には 海岸が南 山側北と頭にこびり

ついているのですが、ここは海岸側の港は「東」 山側は西で、どうもピンとこないし、広い通りに新しい建物そして地下鉄 

新しい街の感じがする。 

中央卸売市場の市場はこの建物の海岸側にあり、建物の南・北端が市場への入口で、ひっきりなしに車が出入りしている。 

市場の昼飯は魅力なんですが、まず 市場の中に行こうと建物横の門を入ると、この大きな建物に沿って 屋根の架かった広

い駐車スペースに車がぎっしり。この中に仲卸の店が建ち並んでいて、さらにその奥がせり場となっていました。  

そして、忙しく働く市場の人に「北側 岸壁に沿うところが 魚のセリ場。南側が青果のセリ場」と教えてもらいました。 

市場の中はもうセリも仲卸の作業もほとんど終わっていて 仲卸の店が並ぶ通路は電気が消えて薄暗く、ひっそり。 

まだ作業整理をしている幾人かの人たちが忙しく動きまわっているのに出会う程度である。 

「魚のせり早朝4時・5時」・「青果のせりはちょっとゆっくり」 でも１０時までに来ないと店はどこも閉まってしまうとと

教えてもらいました。 

 

神戸 中央卸売市場 左手側が鮮魚右側が青果の卸売市場で 駐車スペースの奥に仲卸の店が建ち並び、セリ場がある 

    

                          中央卸売市場の内部 [1]  2011.9.15. 

    

             中央卸売市場の内部 [2]   左&中 鮮魚側の岸壁  右 青果セリ場 



  

セリが終わった仲卸の店 仕分け作業に忙しく働く店が見られました 

神戸の中央卸売市場では小売りが全くないので、セリが終わって 小売りの仕分けが終わってしまうと店が早くにしまって 

しまう。 市場の活気を見るには 朝早く出てこないとダメでした。 

もっと中がごたごたしていると想像していたのですが、本当に広いのと整然と店が並んで綺麗なのにびっくりでした。 

また、後ろに写真がありますが、市場の中を抜けて、岸壁に出ると素晴らしい神戸の港風景がありました。 

山側から神戸の港を見る機会は多いのですが、海側から 六甲連山を背にした神戸の港の素晴らしい景色。 

正面 真っ青な海面の向こう遠くに六甲連山の山並みをバックに神戸のビル群が立ち並び、その前に兵庫の港が広がる。 

山並みの山裾には 兵庫の港を開いた平清盛の福原京である。 

 

中央卸売市場校内の岸壁から眺めた兵庫港全景  2011.9.15. 

古くは大輪田泊とよばれ、平清盛が人工島「経ヶ島」を作って、現在の神戸港の基礎をきずき、 

その後、「兵庫の津」と呼ばれるなど、古い歴史を持つ兵庫の港。 

幕末「兵庫港」として開港して、近代的な港としての一歩をふみ出し、「扇港」と呼ばれる神戸港の前身。 

左手に卸売市場の岸壁 中央には艀や小さな船が係留している兵庫の港 そして右手には Google earth で見つけた小さな浮

きドック群。その右にはクレーンが立ち並ぶ川重神戸の巨大浮きドックがみえる。そして、神戸港の内海にでる海路を挟んで、

兵庫埠頭の倉庫群。 神戸の港の初めてのアングルに岸壁に座り込んでしばし見とれました。 

六甲連山を背に山から海岸へ立ち並ぶビル群をバックに中突堤のような観光岸壁でもなく、また 工場・機械と車で人が立ち

入れない新しい港でもなく、ちょっとレトロ感も漂う身近で、歴史ある港の風景です。 

   
中央卸売市場事務棟 2Fの食堂街 



昼飯 2F 市場の食堂で  

店構えは綺麗なビルの食堂街なのですが、ここは様子が違う。まさに市場の食堂。  

市場で働く人が次々やってきて、急いで食べて 仕事に戻ってゆく・・・・・。  

時間が遅く 海鮮丼は売り切れ。 焼きそば定食が日替わり定食だったようで、焼きそばがおかずで白飯 サラダ 味噌汁。 

久しぶりに見た大盛り白飯の焼きそば定食でボリュームも市場サイズ。それでワンコインで腹一杯でした。 

工場食を思い出しました。卸売市場の食堂というと、最近は見学客など外の客を意識した店が並ぶのですが、おもしろかった。 

 

<< 中央卸売市場から眺めた兵庫港  2011.9.15. >> 

 

   卸売市場の岸壁から 六甲連山を背に兵庫港の全景が眺められました  2011.9.15. 

     

 兵庫港 左奥 菊水山 右奥 鍋蓋山を背に港の背は平清盛の福原京  浮きドックに船が入っているのが見える      

  



 
      兵庫港の東側部 西出町の岸壁に 小さな浮きドックがならぶ さして 右端に川重の大きな浮きドック 

            浮きドックには 船が入っていて 現役なのがうれしい        2011.9.15. 

 

3. 兵庫港岸壁から西出町の浮きドック 

中央卸売市場を出て 広い通りを北へ。  

先ほど卸売市場から見た兵庫港の岸壁から浮きドックの並

ぶ西出町へ歩く。 

すぐに 新川運河にかかる築島橋を渡り、右に折れて、新

川沿いの護岸壁沿いを歩くと兵庫港の岸壁に出る。 

新川の運河を挟んで、卸売市場の直ぐ北側で 小さな船が

何隻も接岸して、排油か何かドラム缶の積みこみをしてい

ました。 

久しぶりの漁港ではない産業港の景色。 

船をながめながら、種類や船籍を考えるのも楽しい。  

係留された船と船の間の海の向こうに 卸売市場からは端

しか見えなかった巨大な川重の浮きドック[ 白いのが No.2 

Dock その後ろ黒いのが No.3Dock] が見えています。この

位置からだと白いNo.2DockとNo.3Dockの比較ができないが、No.3Dockは No2の倍以上の大きさである。 

  

 築島橋 橋の左側に新川に設けられた水門に「清盛ゆかりのまち兵庫」 右側 新川すぐ兵庫の港 

中西睦夫
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  卸売場の直ぐ北 兵庫港の岸壁  小さな船が何隻も接岸していました 久しぶりの産業港の景色です 2011.9.15. 

   

兵庫港岸壁に接岸している小型船 色  々  2011.9.15. 

 

兵庫港の向こうには 起重機を林立している川重No2. とNo.3の大きな浮きドックが見える 2011.9.15. 



  

川重のの大きな浮きドック   No2.Dock とNo.3Dock   

また、岸壁の北の端に出ると 小さな浮きドックが岸壁から突き出して浮いているのも見える。 

「カン カン カン」と響く金属音やクレーンや車の走行音など色々な音が聞こえ、溶接の火花も…。 それらに吸い寄せら

れるようにドックの並ぶ東出町の岸壁側に回り込み、浮きドックの中を覗きこみながら、岸壁を歩きました。 

小さな造船所が岸壁に沿って立ち並ぶ街 東出町。 造船ブームが去り、造船はどうなっているのか 心配でしたが、ドック

には船が入り、作業音が響いて、久しぶりに聞く音・匂いが心地よい。 

  

    兵庫港の北側岸壁には小さな造船所が並び、その前の海に浮きドックが並んで見える  2011.9.15. 

 

  兵庫港 東出町の岸壁にある浮きドック ドックの一つにはアルミ船が入り 作業が行われていました 

 



 
浮きドックに入ったアルミの小型船  2011.9.15. 

 完璧の東の端からは 川重の構内にあるNo2.とNo3.Dockが正面から眺められました。 

 No.2はドックの入口が布でふさがれ、外からは見えない。また、No3.も入口の水門が閉じられ、海に深く沈んで見えない。 

いずれも 潜水艦など艦艇の修繕が行われるドックで、船体が外から見えぬようにされているのだろう 

 

川崎重工の巨大な浮きドックの正面 左 No.3 Dock  右 No2.Dock        



岸壁の端から工場の間を抜けて北へ回り込みましたが、川重のドックへ

は行けませんでした。 

久しぶりの工場街歩き 造船業がまた怪しいといわれる昨今 何とか

新しい道が開け、活気ある町にこの界隈が復活することを願いながら、

工場の扉を覗きこみながら 表通りに抜けました。 

広い道に出たところに「兵庫港・浮きドック」などこの界隈の歴史的な

場所を示した案内板があり、歩道には船の埋め込みタイル。 

あまり 意識していませんでしたが、この地域は神戸の歴史を語る場所。 

そして、兵庫港にある浮きドック群は 直に造船所がみられる数少ない

場所。まだ、現役で活躍しているのを見て、うれしくなりました。こじ

つけ的ではりますが、Google earth の衛星写真からもくっきり見える

神戸の港の象徴神戸の街が造船の街であり、日本を支えた造船の鉄のモ

ニャメント。かつて 造船用鋼板 そして その溶接を手掛けた私にと

っては、若き日を思い出させてくれる場所でもありました。 

 

久しぶりに神戸のウォーターフロント。 

一度行きたかった神戸の中央市場。今度はセリを見に行こう。   

また、海側から見る神戸の港 初めて見る兵庫港からのアングル。  

観光やファッションの華やかさとは無縁ですが、エンジニアの私にはうれしいWalk道の発見でした。 

川重の工場の塀沿いを北に少し歩くと神戸の新しい観光ゾーン モザイク・中突堤・メリケンパーク 

気持ちの良い神戸の港Walkでした。 

                           2011.9.15. by Mutsu Nakanishi  

 

   

  

 

     
神戸の新しいウォターフロントの観光ゾーン モザイク・中突堤・メリケンパーク 

【 鉄のモニュメント 】 

神戸兵庫の港  

浮きドック群 

     2011.9.15.  



淡路・出雲・高千穂 三大神話の郷に伝わる 神楽の競演 

淡路島伊弉諾神宮 三大神話神楽祭 2011.9.23. 

 

日本神話の残る「神々のふるさと」の神楽 

国生み神話の淡路島   淡路神楽  

出雲神話の出雲        大土地神楽  

日向神話の高千穂    高千穂神楽 

 

一度是非とも見たかった神話の里で夜を徹して舞われる夜神楽 神代神楽(岩戸神楽) 

「岩戸隠れ」「大蛇退治」など日本神話に題材をとり、仮面をつけて舞う神楽で、日本神話の故郷 高千穂・出雲・石見・戸

隠などで舞われるほか、 日本各地に伝承されている。特にスサノウの八岐大蛇伝承を舞う演目「大蛇退治」は奥出雲の斐伊

川流域のたたらと結びついているとの説もあり、その勇壮華麗な舞(石見神楽)は是非一度見に行こうと思いながら、果たせず

にいる。 そんな神代神楽を奉納する祭「伊弉諾神宮 神楽祭」が数年前から毎年秋に、国生み神話伝承地 淡路島伊弉諾神

宮で行われている。 昨年見に行った息子が、今年は9月23日だとパンフレットを持ってきてくれ、車だと家から明石大橋を

渡って30分ほど行けるので  楽しみに待ちかねて出掛けました。  

薄暗くなった淡路伊弉諾神宮の森の中、篝火に照らし出された舞台に  

素朴なリズムをゆったり奏でる笛・太鼓 その音に合わせて神楽舞が浮び上る 

心やすらぐ 気持ちの良い空間です どこかで体験した。   

三内丸山遺跡の縄文祭りとおなじリズムだと・・・  

日本人が縄文から受けついできたリズムとしぐさ  

それが神楽舞にも受け継がれていると・・・・ 
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今年は第4回目「第４回神々のふるさと 三大神話神楽祭」として、9月23日午後4時半から午後8時半まで、  

神話の里 出雲・高千穂から招かれた神楽に淡路神楽 それに淡路の新しい創作神楽の4つの神楽が  

伊弉諾神宮本殿前憎まれた特設舞台で奉納され、約900人が鑑賞した。 

   

出雲大土地神楽 「八千矛」    高千穂神楽 「鈿女の舞」        淡路神楽「鉾の舞」  

    

     淡路創生「国生み神楽」 

 

「出雲の「大蛇退治」や高千穂の「天岩戸」

は是非見たいが、神楽とは古臭くて、退屈なものなのかもしれないなあ・・・」と思っていましたが、以外にも素朴な舞と素

朴なリズム 心地よく、引き込まれてゆく。 淡路・出雲・高千穂と神楽が舞われる場所は変わっても みんな同じリズムで 

すぅっと体に入って来るのにびっくり。  

これは 縄文・古代からずっと受けつがれてきた日本人のリズム。 最近のTV・映画でみるデコレーションの行き 

届いたうそっぽさとは程遠い。 単純素朴な仕草・舞が分かりやすくておもしろい。 

これもまた、ついつい 引き込まれる心地よさの秘密かも。 

また、淡路の「国生み神話」をテーマに創作された創生『国生み神楽』は神楽というより、ミュージカル  

リズムも全く異なっていて、なじめる淡路神楽になるには、これから磨かれねば・・・・・と 

 

夕闇に浮び上った舞台

で 単純でゆったりし

たリズムの太鼓・笛の音

に合わせて神話の場面

が大きく舞われる。  

実にわかりやすい神秘

的な野外劇。 ほっとす

る気持ちの良い空間 癒しのリズム  縄文から日本人の奥底にいつもあるリズムだと。  

残念ながら「大蛇伝説」「国譲り」の場面は舞われませんでしたが、「岩戸開き」や「大国主命の出雲荒ぶる神退治」そして「イ

ザナギ・イザナミの国生み」の場面など実に楽しい時間で、あっという間に夜八時半過ぎに終りました。  

神話や神楽の部分映像などは知っていましたが、夜神楽全体を楽しんだのははじめて。酔いしれた満足感いっぱいで 来年

も・・・・と。  

デジカメや断片的な動画で神楽の良さ 伝えられそうにないし、 ファイルの容量も膨大になるのですが、とにかく映像記録

を作っておこうと。 どれだけ、神楽のイメージが伝わるでしょうか???         

 

 2011.10.5.  淡路島 伊弉諾神宮 神楽祭の編集を始めて  

                              by Mutsu Nakanishi  



[解説] 淡路島 伊弉諾神宮で開催された第四回神楽祭 2011.9.23. 

淡路 国生み神話 ・ 高千穂  天孫降臨・天岩戸の日向神話 ・ 出雲 大蛇退治・国譲りの出雲神話  

「三大神話・神々のふるさと」淡路島・高千穂・出雲の神楽舞の競演 

 

 

中西睦夫
四角形



淡路 国生み神話・高千穂 天孫降臨・天岩戸の日向神話・出雲 大蛇退治・国譲りの出雲神話  

「三大神話・神々のふるさと」淡路島・高千穂・出雲公演神楽の解説 

 

この「神々のふるさと」には それぞれの地をづっと守ってきた三つ

の古社があり、それぞれの神話をもとに里人たちが舞い、神々の世界

を伝え、神々に奉納する「神楽」舞を脈々と受け継いできた。 

そんな「三大神話・神々のふるさと」の神楽舞が淡路島 伊弉諾神宮

の森で競演する４回目の神楽祭です 
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1. 淡路神楽 解説 

   

伊弉諾神宮 

「伊弉諾（イザナギ）大神、伊弉冉（イザナミ）大神が日本列島の最初に生んだのが淡路

島」という国生み神話で知られている最古の神社。淡路國一宮、延喜式名神大社、旧官幣

大社。 

古事記、日本書紀には、国生みに始まるすべての神功を果たされた伊弉諾大神が、御子神

なる天照大御神に国家の統治の大業を委譲され、最初にお生みになられた淡路島の多賀の

地に「幽宮」を構えて余生を過ごされたと記されています。その御住居跡に御陵（みささ

ぎ）が営まれ、至貴の聖地として最古の神社が創始されたのが、当神宮の起源です。 

地元では「いっくさん」と別称され日少宮・淡路島神・多賀明神・津名明神と崇められて

います。             淡路市ホームページより抜粋 

淡路神楽 

国生みの地に伝わる「淡路神楽」。 

国生み神話の郷 淡路島では島内の神社の祭礼には、小学生の女の子たちが巫女として「神楽」を舞います。 

伊弉諾神宮には 現在九曲が伝えられている。 太鼓・締太鼓に龍笛が曲を奏し、巫女が二人ないしは四人で舞う。 

現在は「扇鈴の舞」や「御幣の舞」が主で、伊弉諾尊が沼矛で海をかき混ぜて国生みをした神話を基にした「鉾の舞」 

などが伝承されている。舞台を「田」の字を描くように歩を進め、同じ所作を繰り返す、非常にシンプルなもの。 

古い神楽の素朴な形式を残しているとも言われている。 

また、今回の伊弉諾神宮神楽祭にむけ、創生「国生み神楽」が新たに創生され、この神楽祭で 伊弉諾神宮に奉納された。 

 

淡路神楽 鉾の舞 

いざなぎ神宮の特別の祭礼の時にのみ舞われる舞。 

四人の本職の巫女がそれぞれ鉾を手にして舞う。 

イザナギ・イザナミの国生み神話を伝承する場面、鉾で泥海をかき回す所作がみられる。 
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2.  出雲神楽・大土地神楽 解説   

 

出雲神楽とは民間に伝承される神楽の分類名称。前段の採物舞(とりものまい)と後段の神能(しんのう)の二部分より成る神楽

の総称。全国的に広く分布するが、出雲地方に典型がみられるのでこの称がある 
大土地（おおどち）神楽は、出雲大社のお膝元・大社町に伝承されている神

楽。現在では同保存会神楽方によって 10 月下旬の大土地荒神社例大祭時を

中心に、出雲大社や近郷諸社の祭礼において神楽奉納が行われています。 

その構成は、基本的には出雲神楽の形式に則り、「七座（しちざ）」と総称さ

れる七番の神事的な舞から始まります。そして後段では神が降臨したとして、

「荒神（こうじん・国譲り）」や「野見宿祢（のみのすくね）」などの神話劇

“神能”が演じられます。(神能 大土地神楽１２座ともいわれる) 

  島根映像ライブラリー「島根の文化・神楽」より (このサイトに説明

動画があります) 

 http://movie.pref.shimane.jp/culture/kagura.html 

 

八千矛  

この神楽は、大国主大神が、出雲の国を平和にするため活躍された若いころの物語で、その時の名前を八千矛神と言います。

まだ、出雲の国が平和でなく、戦争を繰り返していること、悪事を働いていたのが、八千矛神の兄神である八十神とその子分

達(子鬼)でした。そこで、この兄神達をこらしめ、人々が安心して暮らせるようにと、八千矛神は弓矢や刀を持って戦われ、

ついに八十神は降参して、出雲の国が平和になるまでを描いたものです。 

   

八千矛神の一人舞       八十神(小鬼)の一人舞)              八千矛神VS小鬼1) 

   

八千矛神VS小鬼2)                 八千矛神VS八十神1)         八千矛神VS八十神2) 

    インターネット 荒神神楽研究部 淡路島第４回神楽祭 大土地神楽「八千矛」取材記事より 2011.9.23. 

              http://blog.zige.jp/orothi/date/2011-09-25.html 
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3. 高千穂神楽 解説 

  

◆ 高千穂神社 

日本の創世記の様子を物語った。日本神話は「古事記」（712年）、「日本書紀」（720

年）、各地の「風土記」 などにまとめられています。 高千穂町は「日本神話」

その伝承地として知られ、天孫降臨の伝承地を古くから守ってきた高干穂神社で、

平安時代以来 1200 年以上の歴史を持つ古社です。 この地に数多くある神社の

中でも格の高い88の神社を「高千穂八十八社」と言い、その「高千穂八十八社」

の総社として信仰を集めてきたのが高千穂神社である。 

◆ 高千穂の夜神楽 

日本神話(日向神話)伝承の地、高千穂には「天照大神が天岩戸にお隠れになったおり、岩戸の前で、あめのうずめの命が舞っ

たのが始まり」と伝えられる３３番で構成された神楽舞が古くから伝承され、「高千穂の夜神楽」として国の重要無形民俗文

化財に指定されている。古くからこの地方の秋の実りへの感謝と翌年の豊穣を祈願し、11月の末から2月上旬にかけて三十三

番の夜神楽があちこちの神楽宿で奉納されます。 

高千穂神社では 街を訪れる観光客などのため、毎夜 通常 33 番ある高千穂の夜神楽の中から、代表的な天岩戸開きにまつ

わる 手力雄（タヂカラオ）の舞、鈿女（ウズメ）の舞、戸取（とどり）の舞の3番とイザナギノミコトとイザナミノミコト

が酒作りをユーモラスに演じる御神躰の舞、以上４番にまとめたコンパクトな観光夜神楽が公演されている 

高千穂の夜神楽詳細はインターネット http://www.pmiyazaki.com/takachiho/kagura.htm  

 宮崎観光写真「国指定 高千穂神楽（高千穂の夜神楽）Ｔａｋａｃｈｉｎｏ ｎo Yokagura」 をごらんください。 

今回の淡路伊弉諾神宮での神楽祭りでも そんな中から 

「手力雄(たちからお)の舞」「鈿女の舞」「戸取(ととり)の舞」「御神躰(ごしんたい)の舞」の４番の舞が奉納されました。 

 

◆ 今回舞われた高千穂夜神楽 ４番の概説 

インターネット http://www.pmiyazaki.com/takachiho/kagura.htmより 

    
「手力雄の舞」            「鈿女の舞」            「戸取の舞」         「御神躰の舞」 

インターネット http://www.pmiyazaki.com/takachiho/kagura.htmより 

◎ 手力雄(たぢからお)の舞 

手力雄の舞は、手力雄命が天照大神が隠れている天岩戸を探し当てるところをあらわした舞。 

鈴と紅白の岩戸幣を持ったこの舞は、静と動の折り合いが見事に調和した神楽舞いです。 

手力雄命が持つ岩戸幣には冠がついています。 

青幣の山冠は天と水とを、赤幣の横冠は地と土を表し、分け幣の手では青幣を立て赤幣を肩に当て或いは鈴を一緒に横にして

舞われる。ここでは青幣が山、赤幣は畑の象徴と説明される。 
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しかし、ここでは鎮魂と復活という日神信仰を基調とする岩戸五番のなかの一つとして舞われることから「鈿女（うずめ）」

のタマフリに対して幣を用いての天地の祓い神楽として解するのがよりふさわしいように思える。 

「柴引」「戸取」「舞い開き」を普通岩戸三番と称し、これに「伊勢」と「鈿女（うずめ）」を加えて岩戸五番という。 

「手力雄の舞」は本来伊勢神楽と同一の舞であり、三十三番の数に合わせて後に創案されたものである。 

同じ手力雄の舞でも「手力雄」で用いる神面は白面であるのに対して「戸取」で用いる神面は赤面である。身の力を 

◎ 鈿女（うずめ）の舞 

天鈿女命（あめのうずめのみこと）は 天の岩戸の所在がはっきりしたので、岩戸も前で面白おかしく舞い、 

天照大神を岩戸より誘い出そうとす舞う。この天鈿女命の、天岩戸の前での舞いが、神楽の起源ともいわます。 

微笑みをたたえた女面に三段切りの御幣と日の丸の扇子（おうぎ）を持ち、素襖（すおう）の袖を巻き上げて優雅に舞われる

この舞は男神の力強さを象徴した手力雄命の戸取りとは対象をなす神楽である。 

◎ 戸取（ととり）の舞 

戸取明神（手力雄命） 天岩戸を開き、天照大神に再び出て頂く。これで又世の中に光が戻る事となる。 

赤面に裁着袴、たすきを腰にはさみ杖を持った力強い手力雄の舞い。 

「ああら来たり大神殿、なんとて出でさせ給わぬものならば、われ八百万神の神の力を出し一方の戸を取りて投げ捨つれば、

伊勢の国は山田ヶ原に着きにけり。また一方の戸を投げ捨つれば、日向国橘の小戸の阿波木原にぞ着きにけり。その時日月さ

やかに拝まれ給うものなりやぁー」と・・唱教しながら赤面の汗をはらい黒髪をふり乱し、渾身の力をこめて戸をはらう手力

雄の舞は「鈿女（うずめ）」の女性らしい優雅な舞とは対照的な荒々しい力に満ちた男性的な神楽です。 

同じ手力雄の舞でも「手力雄」で用いる神面は白面であるのに対して「戸取」で用いる神面は赤面。 

これは戸取りという神楽の性格上、渾身の力をこめられるため面（おもて）が紅潮した状態を表しているそうです。 

◎ 御神躰（ごしんたい）の舞 

伊邪那岐命（イザナギノミコト）と伊邪那美命（イザナミノミコト）二神による国産みの舞といわれるが、本来は新穀感謝祭

（新嘗祭）を祝うために男女の神が新穀で酒をつくり,、神前に捧げるお神楽で「酒おこしの舞」ともいわれる。神道祭祀で

は、新穀、神酒を神前に供えて同じものを直会（なおらい）として人々が一緒に戴き、その行為を通して“神人一体”化する

と信じられており、それが神楽御神躰のもつ本来の意味であり、男女二神の抱擁として表現されているものである。 

男神は裁着袴に面をつけ餅を入れた藁苞（わらづと）を棒にさして担ぎ、右手の扇で棒をリズミカルにたたきながら出て来る。

男神が神庭を一回りすると頬がふくれておちょぼ口の愛敬のある女神が桶とザルをかついで男神に続く。 

二人そろって濁酒をこすことになるが、浮気心を出した男神は神楽見物の若い女性のところへ飛び込んで行き大騒ぎとなる。 

女神につれ戻され再び酒をこす作業がはじまる。 

太鼓の調子に合わせてドブロクをしぼり酒を飲み合ううちに酔った二人は抱き合って夫婦となる。 

 」   

「手力雄の舞」            「鈿女の舞」            「戸取の舞」         「御神躰の舞」 

インターネット http://www.pmiyazaki.com/takachiho/kagura.htmより 

 【整理・引用資料】 

1. 淡路島 伊弉諾神宮 第四回神々のふるさと 三大神話 神楽祭 パンフレット  

2. インターネット 島根映像ライブラリー「島根の文化・神楽」   http://movie.pref.shimane.jp/culture/kagura.html  

3. インターネット 宮崎観光写真「国指定高千穂神楽」  Takachiho no Yokagura http://www.pmiyazaki.com/takachiho/kagura.htm 



     

    

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  神楽祭 スナッブ 

淡路神楽 鉾の舞      出雲神楽 手力雄の舞(1) 

出雲神楽 手力雄の舞(2)  出雲神楽 手力雄の舞(3 

高千穂神楽 鈿女の舞   高千穂神楽 戸取の舞 

高千穂神楽 御神躰の舞 



 

   

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

      

      

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 最近の鉄の話題から 
BS フジ 10 月 9 日「ガリレオ X   電気抵抗ゼロがひらく未来」 より 

  鉄系高温超電導体に注目 そして高温超電導体の実用化実験がすでに始まっている 

 10 月 9 日(日) 朝 BS フジ「ガリレオ X  電気抵抗ゼロがひらく未来」て、以前にも紹介した鉄系の高温超電

導体の進歩が目覚ましく、磁場に強く、安価な材料として高温超伝導体の期待を一身に集め、研究が急ピッチで進んでい

ることが紹介された。 

また、 セラミックスである高温超電導体の加工は難しく、実用化はまだまだ先だと思っていましたが、すでに線材化

技術が確立され、最も期待される高温超伝導ケーブルによる送電の実用化実証実験が始まっていると。 

たまたま、 横にあったデジカメで写真をパチリパチリ取りましたのでその概要紹介します。 

また、この BS フジの放送紹介の記事がインターネットの公式ページに掲載されていて、内容が簡単に掲載されていまし

たので、合わせて整理紹介します。 

この超電導送電が実用化すれば、現在の発電所からの送電ロスだけをとっても、原子力発電所3基分にも相当するという。  

知らぬ間に着々と技術者たちは技術を進歩させている。 

科学技術への信頼が揺らぐ昨今ですが、マネーゲームや野次馬的政治家たちに踊らされることなく、真摯に科学技術に向

き合うことが山積する地球課題クリアーの糸口と思っています。 

                    2011.10.9. by Mutsu Nakanishi 

1. 高温超電導体の最近の進歩 鉄系超電導材料の急速な進歩に期待が集まっている 

2008 年にはこれまで原理的に超伝導にならないと思われていた鉄を含んだ超伝導体が日本で発見され、 

世界を驚かせ、鉄系高温超電導体の研究が急速に伸びでいる。安価な材料で高温超電導が得られ、磁場にも強

いことが明らかになり、その期待が益々高まっている。 

 

    

 Cu 超伝統体原子配列  高温超電導体磁気浮上    リニアー新幹線         高温超伝導体ケーブル 
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2. 高温超電導体の実用化技術の展開 

2.1. セラミックスである高温超電導体のフレキシブル超伝導体ケーブルの実用開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2.2. 高温超伝導体ケーブルでの送電実証化テスト 

   

2.3.  2027 年 リニア―新幹線構想への対応   

   

 

 

 

 

  

 

 

 
http://www.istec.or.jp/web21/web21.html



参考.  インターネット掲載  BS フジ「ガリレオ X  電気抵抗ゼロがひらく未来 」記事 

http://web-wac.co.jp/program/galileo_x/gx111009   

 

 

中西睦夫
四角形



   鉄のモニュメント  鉄のアーティスト 榎忠(1944-)の作品群 

兵庫県立美術館「榎忠展 － 美術館を野生化する-」より 

 

         

11月23日 神戸の兵庫県立美術館「榎忠展」へ行きました。 

榎忠という人を全く知らなかったのです

が、兵庫県立美術館で「鉄で美術館を野生

化する」とのキャッチフレーズに惹かれ

て・・・・。 

「鉄のオブジェというとスクラップをつ

なぎ合わせたわけのわからんアートを作

品と称するのだろうなぁ・・・・」と思い

ながら、出かけたのですが、あにはからん

や、美術館の展示場一杯に繰り広げられる

鉄のモニュメントにびっくり。  

「本当にモノづくり・鉄に愛着がある人

や」と思える作品ばかりで・・・・・ 

おもしろかったですよ。また、若い人が数

多く詰めかけていて、うれしくなりました。 

おもしろかったですよ。 

また、若い人が数多く詰めかけていて、うれしくなりました。 

    

11月13日 榎忠展 兵庫県立美術館 会場 
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榎忠氏(1944-)を私はよく知らなかったのですが、案内のように紹介されていました。 

 

 

 

オブジェ作品というより、大量の鉄を持ち込んで それぞ

れの場を演出するといった風の作品群ばかりで、銃を砂型鋳型で鋳込んで並べた作品など銃・薬莢の作品群もあったのですが、

私の興味はモノづくりの現場で集めた大量の鉄材や旋盤 機械部品で作った作品群。私の本業 サブマージ溶接で多層盛溶接

された極厚鋼管のタブがきれいに清掃され２列に並べて作品が作られているのには 感動でした。久しぶりに見る溶接のモニ

ュメントです。 

溶接タブがこんなに丁寧に扱われているとは・・・・・・でうれしくなりました。 

 

  

     厚板サブマージ多層盛り溶接タブを並べた作品       極厚ロールベンド溶接管 テストサンプル切出し後の作品 

 

また、鉄のスラブの端部を並べたアイアン サークル。 高炉湯道をほとばしった銑鉄そして この榎忠の代表作の一つ ス

ピンドルを大量に並べてまるで城郭やビルが立ち並ぶ街のようにした機械部品モニュメント等  々

   

スラブの端部を並べたアイアン サークル   高炉湯道をほとばしった銑鉄の初花       構造体継手試験後のサンプル 

榎忠氏(1944-)は神戸を拠点に活躍する芸術家で、型破り

なパフォーマンスをはじめ、銃や大砲など現代社会におけ

る刺激的な題材を扱ったり、今日多量に生み出される金属

の廃材に新しい生命を吹き込んだりと、ユニークな活動を

行ってきました。 

芸術と社会の境界に生きるアーティストといえます。 

本展は、回顧展も兼ねた、榎の最大規模の個展です。 

美術館の地はかつて製鉄所でした。その地霊に惹かれた

榎は、鉄を初めとする金属の野生で美術館を満たします。

本物の薬莢、溶けた鉛、機械部品の山、変形・切断された

鉄材などが展開される、超弩級の榎忠の世界をお楽しみ

下さい。 



   

 機械部品で構成されたモニャメント               旋盤と計測具 

        

              鋳込みで作られた銃モデル と鋳込み砂型 

 

作品群の写真撮影がOKの展覧会だったので、榎忠氏の意図が伝わるかどうかわかりませんが、 

いくつか作品群を展示会場とともにデジカメで撮ってきました。 

鉄を扱う作業場・溶接場 凄い鉄への愛着  光の当たらぬモノづくりをじっと見るまなざしにうれしくなりました。 

「ようまあ こんなに大量の鉄を美術館に持ち込んだなあ・・・・」と 

製作者の意図は別にして、鉄の好きな人 鉄の作業現場にいた人には嬉しい作品群ばかり。 

鉄の現場をイメージしながらの美術展  

この作品群 どれもこれもが 鉄の現場を思い起こさせてくれる鉄のモニュメントだと。 

ちなみに 兵庫県立美術館は 元の神戸製鋼所脇浜の後に造られた美術館でした。 

 

なお どの作品にも榎忠氏の作品名がついているのですが、作者の意図とは別に  

私が勝手に写真の下に作品材料のモノづくり来歴名を付けました。お許しください。 

 

 2011.11.24.  by Mutsu Nakanishi 



                  平城第486 次 平城京 左京三条一坊一坪の調査 

奈良時代前半の鍛冶工房跡 平城京建設に鉄製品供給か??  

3 つの工房に 52 基の炉跡 平城京 朱雀門前から大規模な鍛冶工房が出土した 2011.11.25. 

 

  
朱雀門の直近・南東側の平城京跡左京三条一坊から出土した平城京の鍛冶工房跡  写真はインターネットより 

炉の跡や金床石（中央の出っ張った岩）などが見つかっていることから、工房のような建築物の跡とみられる 

 

奈良市の平城京跡の朱雀門前で、奈良時代前半（８世紀前半）の鉄鍛冶（かじ）工房跡とみられる３つの建物跡が見つかり、 

奈良文化財研究所（奈文研）が１７日、発表した。平城京エリアでは最大規模の工房群という。 

鉄鍛冶工房としては平城宮・京で最大で 調査区を超えてさらに北の朱雀門側まで広がっているという。 

平城宮の正門・朱雀門の周辺は当時の一等地で、奈文研は「平城京の造営期に朱雀門や宮内に鉄製品を供給していた可能性が

高く、遷都直後の京の様子を知る貴重な資料」と言う。 

工房群跡は朱雀門の南東約１００メートルで見つかり、今年３月に出土した六角形の大型井戸跡に隣接。 

周辺から大量の炭を含む、焼け焦げた炉跡が約５０基出土し、土管のようなふいごの羽口も約80点出土している。 

最も大きい掘立て柱建物跡は東西19.5メートル、南北6メートルで、7基ほどの炉が2列に並び、炉の中で炭を燃やし、 

鞴で風を送る構造。炉跡は地面を掘った直径３０～４０センチの円形で、鉄くぎや、鍛冶や金属加工に使う金床石や 

砥石、製錬などで生じる鉄滓も確認された。さらに、工房は早期に埋め戻して整地され、更地は広場として利用された可

能性が高いという。 

宮域の玄関口が、平城京遷都(710年)の時期には工房として利用されたこが明らかになリ、 

また、井戸からは「天平二年」（７３０年）と書かれた木簡や「右相撲（みぎのすまい）」と記された墨書土器も出土し、 

井戸は工房が役目を終えた後に掘られたことも判明した。   

2011.11.18.  インターネット MSN 産経ニュース・奈良新聞より 整理  

 

現地説明会に参加したかったのですが、所用でゆけず。 

11月25日(金)にちょうど同じ頃に新聞報道された「2000枚を超える弥生時代前期の水田跡が整然と並んで出土した御所市條

の中西遺跡」と合わせて、見学に出かけました。 

「早く行かないと埋め戻される。開いていても ブルーシートでおおわれているだろうなあ・・・・」と思いながら、 

11月25日 快晴の昼 近鉄奈良駅前からバスで、まっすぐ西へ緩やかな坂の大通り大宮通を下る。 

平城京に一番近い平城京庭園前(近鉄新大宮駅・奈良市役所のすぐ西)で下車して、そのまま西へ坂を下り、奈良バイパスの高

架をくぐると右手奥に広がる平城京跡の一角が見え、中央部に復元された真っ赤な朱雀門が見えてくる。 

右に道を折れ、朱雀門を目印に池の端を回り込むと 朱雀門の右手手前に黄色い金網に囲まれた発掘調査現場がありました。 
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ラッキーなことにちょうどレッカー車の上から 調査現場の全体写真の撮影中で、ブルーシートが全部取られ、発掘調査現場

全体を見ることができました。 

また 調査に携わった奈良文研の学芸員の人にも出会えて、発掘調査で出土した鍛冶炉のパネル写真をみせていただき、 

遺跡地図が掲載された現地説明会の資料をもらいました。 

久しぶりに見る鍛冶遺跡 それも 平城京から出たと 興味津々。 

現地で遺跡地図と見比べながら、奈良時代前半 平城京建設当時頃と推察される鍛冶工房跡を見学できました。  

  ( この遺跡は平城遷都時代の遺跡に間違いないようですが、  

     まだ 直接平城京建設のために造られた鍛冶工房であるとの結論は出せないと聞きました。) 

  

南東角よりみた平城京の鍛冶工房遺跡 (写真奥が西側 手前が東側) 2011.11.25.    

 

 

 
平城京の鍛冶工房遺跡の遺構図  現地説明会資料より  上方が北で 平城京の正面 朱雀門側である



今回 発掘調査現場では 3 つの鍛冶工房が発掘され、水分を嫌う工房の周囲は東西溝と南北斜行溝で区切られている。 

一番はっきりとした鍛冶工房遺構である発掘現場中央部の工房1 は 9 間X2 間の東西の棟で、内部に鍛冶炉・金床・土坑が６～７単

位ほどで 2 列に並んでいるのが判る。 

これらの鍛冶工房跡からは鉄製品(鉄釘１点)のほか 多数の鉄滓・約80点の鞴の羽口・大量の木炭 そして 金床石10数点・砥石１

点などの鍛冶関連遺物が出土している。  

また、発掘現場の南側部分には工房と関係する建物が建っている。そして、東側現場の東側部分は鍛冶工房が廃絶した後、整地さ

れて建物が建てられ、南東角の部分に墨書が見つかった井戸のある建物が建っている。 

工房の東西の区画はほぼ全体が出土したが、また、まだ北の朱雀門側へは遺構がつづいており、今後さらに発掘が進められると

いう。 

  

  最も大きい掘立て柱建物 鍛冶工房跡 工房1    2011.11.25.  

発掘現場の中央部の工房1 は 9 間X2 間の東西19.5 メートル、南北6 メートルの棟で、一番はっきりとした鍛冶工房遺構で、 

内部には鍛冶炉・金床・土坑が６～７単位ほどで 2 列に並び、鍛冶炉は炉の中で炭を燃やし、鞴で風を送る構造となっている。 

 

 
 

出土した鍛冶炉の一例  奈良文研の学芸員の方に 鍛冶炉の写真パネルを見せていただいた  2011.11.25.  

炉は少し掘り込まれ、周囲に粘土が貼られていた  

炉の大きさなどから小さな鉄製品加工の鍛冶炉と思われ、 

鞴の羽口が刺さったものも出土したと 



写真下側左が木簡・墨書土器が出た工房廃絶後の建物跡 

                                           この井戸から 730 年と書かれた木簡も出土しているという 
        

   

 

 

工房跡から出土した鉄滓・羽口・金床石鍛冶        工房廃絶後に建てられた建物井戸から出土した墨書土器片

発掘現場の西側から 

発掘現場の南東角から 発掘現場の東側から、遺跡全体を撮影中のクレーン車が見える 2011.11.25



【参考資料】 

 1.「平城第４８６次 平城京左京三条一坊一坪の調査」 

奈良文化財研究所 都城発掘調査部１１月19日 現地説明会資料 

2. 11月17日「平城京 朱雀門前から鍛冶工房出土」を伝える新聞記事 

  



     京奈和自動車道御所道路 第7 工区中西遺跡（御所市條地区） 

国内最大級の耕地面積をもつ弥生時代. 前期の水田遺構が出土 

御所市 中西遺跡：弥生前期最大の水田跡２千枚 高い計画性と技術 

大和の国力の源泉「大和平野は弥生時代のはやくから 大穀倉地帯だった ???」 

  
      金剛山・葛城山を背に御所道路の建設が進む御所市條 弥生前期の大水田跡 中西遺跡    2011.11.25. 

  
大和が大穀倉地帯であったことを示す弥生前期の広大な水田跡  御所市條 中西遺跡   2011.11.25.   

 

2011年11月 新聞各紙に「奈良県立橿原考古学研究

所は11 月 8 日、同県御所市條の中西遺跡で、弥生時代

前期（約２４００年前）としては国内最大の水田跡（約

２万平方メートル）を発見した」と発表し、広大な土地

に網目のように整然と区画された水田跡が並んだ航空

写真が掲載され、びっくりした。 水田耕作が日本に

伝わって間もなく、弥生前期おそらく鉄の農耕具

のない時代に 発見されているだけで、約2万㎡

に及ぶ広大な土地に整然と並んだ水田跡が出土す

るとは・・・・・と。 

 

場所はすぐ南の丘に葛城葛城襲津彦（そつひこ）

の墓と言われる宮山古墳がある古代初期の大豪

族 葛城氏の本拠地で、今 奈良盆地を南北に

縦貫する京奈和自動車道の建設が急ピッチにす

すめられ、この地は御所ICの建設地で、          御所市條 弥生前期の大規模水田跡 中西遺跡の位置 

この道路沿いの発掘調査が進められ、 続々と重要な古代遺跡が出土し、このすぐ北の縄文から古墳時代の複合集落遺跡の

16. 

中西睦夫
スタンプ



秋津跡からは縄文の翡翠が出土している。 

自然地形に合わせて、全体を大規模に水田を造るのは弥生中期や後期と言われるが、この地ではすでに弥生前期に金剛山・葛城

山の山裾を西に見晴らし、南東側を巨勢の丘陵地に隔てられた広大な平坦地形全体に水田が作られている。 

凄い技術に驚くと同時に「この地が弥生時代の初期から豊饒な土地で大穀倉地帯であったのではないか」との思いが浮かぶ。 

「 ここの実りが葛城氏の実力を育んだばかりでなく、この大和盆地全体が大穀倉地帯であり、 

それが鉄を持たぬ大和を鉄の北部九州に対抗する盟主にしたのではないか・・・・・」と。  

長年抱いてきた大和の謎をときあかしてくれるかも・・・・・。 

 

          弥生前期の水田跡 御所市條 中西遺跡  インターネト 中西遺跡報道写真より 

写真を引き伸ばしたので ちょっとピンぼけですが、作業中の人と水田とを比較すると、 

広大な土地に整然と並ぶ水田跡の様子がよく判る。 鉄のない時代によくもこれだけ整然と水田を開けたものである 

その計画性と技術ともに生産される実りの大きさに驚嘆  大穀倉地帯の出土である。 

 

是非 見に行こう。 早く行かないと道

路の基盤工事に埋められてしまう。 

何度も歩いたことのある JR 御所駅の東

側  秋津集落の東に広がる田園地帯

の中である。  

平城京の鍛冶工房跡を見に行って、ちょ

っと遅くなりましたが、JR御所の駅に午

後3時到着。 

駅で遺跡への近道を教えてもらって 

急いで歩き出す。現地説明会には多くの

人が詰めかけたというが、静かなもの。 

川の土手から真直ぐ南へ室の集落への

道をたどると約 30 分ほどで、秋津集落

へ入って秋津小学校の横にでる。      御所市條中西遺跡周辺図と工事が進む御所道路  中西遺跡周辺が御所ICとなる    



学校の南端の所で、反対側の東へまっすぐ伸びる道を一歩はいると集落を抜け、田園地帯。 

道の両側とも金網で囲まれた広い工事現場があり、現場の北奥には何本もの橋脚が見える。 

  

金剛・葛城の山並みを眺めながら 南の室集落へ田園地帯をまっすぐ伸びる道を途中の秋津集落へ 2011.11.25. 

   

  秋津集落に入り、秋津小学校の横で東に道を折れると両側一杯に道路工事現場がひろがり、そこが中西遺跡の発掘現場 2011.11.25. 

 

     東側へまっすぐ伸びる一本道の両側に高速道路の工事現場 中西遺跡発掘調査現場がありました 2011.11.25. 

  

弥生前期の水田跡 御所市條 中西遺跡発掘現場          中西遺跡発掘現場 google 写真          

 インターネットAsahi.com  2011年11月9日より      遺跡をまっすぐ高速道路が貫通し、御所ICが出来る 

秋津小学校 



 金網の中を覗くと平坦に削り取られた広い面一面に四角に縁どられた区画がその平面一杯に広がっている。道の両側どちらの金網もそうな

っていて、幾人もの作業者がしゃがみこんでそこの面を欠いて作業しているのが見え、また ブルドーザーが集めた砂を端の山へ積み上げて

いる。橋梁の工事現場と思いましたが、これが中西遺跡の発掘現場である。とにかく広い。  

西側には秋津の集落越しに風の森峠に至る金剛・葛城の山並みが遠望され、東側から南へ巨勢の丘陵地がづき、その南の端に室の宮山古墳が

見え、その中全体が掘り返され、そして、そこの土の下全体に弥生前期の水田跡が広がっている感じである。とにかくすごい。  

   

      西側から   中西遺跡 南側の区画           西側から   中西遺跡 北側の区画  

   

中西遺跡 南側の区画         2011.11.25. 

    

西側より 中西遺跡 南側の区画  バックに金剛山・葛城山が見える   2011.11.25. 

 

 



       

          東側から  中西遺跡 南側の区画              東側から  中西遺跡 北側の区画  

    

 南側より 中西遺跡 北側の区画  田圃一枚ごとに白線で畔が記されている 2011.11.25. 

  

         発掘調査現場のすぐ北側には 高速道路の橋脚が建ちならぶ     

 西側より 中西遺跡 北側の区画  田圃一枚ごとに白線で畔が記されている 2011.11.25. 

            奥に見える橋脚の周辺が縄文の翡翠が出土した秋津遺跡の位置である 

     

 



 
   南側の区画  きれいに一枚一枚の区画の畔が白線で描かれている 

周囲一面が 弥生時代前期の田圃である。 

一枚の大きさは3mX4mほどで現在の田圃に比べるとはるかに小さく、それがいくつも連ねることで耕地を造成するという「小

区画水田」とよばれる水田で、人力で、しかも木製農耕具に頼らねばならぬ時代に、少ない同労力で、水田に水を張るために

必要な平坦面を造成するための工夫だそうである。(現地説明資料より)。 

この広大な土地一面の水田をどう評価すればよいのか かんがえるのですが、お手上げ。 

 

金網越しに発掘調査をしている橿原考古学研究所の学芸員の方に声をかけると、 

「 いい時にやってきましたね。今ちょうど南北どちらの区画もほぼ同じ弥生前期の地層まで掘り下げ、 

一面全部弥生前期の水田跡です。弥生の前期にこれだけ計画的な水田遺構があることが、大和を考 

える上で極めて重要。 じっくりとみていってください。  

また、この下には縄文の遺構が残っている可能性があり、それも掘り下げてゆくので楽しみ」と。 

また「現地説明会の資料はもう数部しか残っていないが、すぐそばの事務所にあると思うので取ってきてあげる」と。 

行けなかった現地説明会の資料もいただけて本当にラッキー。 

もらった現地説明会資料には この広大な中西遺跡の水田遺構の評価が下記のように記されていました。 

【中西遺跡 第18次調査 –弥生時代前期水田の調査- 現地説明資料より まとめ整理 】 

 

1. 今回の調査で確認した水田遺構は弥生前期(約2400年前)へ遡ると考えられる。 

2. 遺構には大畦畔・小畦畔・水路・縞状高まりがあり、水田は高さ5cmほどの小畦畔で3X4mほどの方形区画にし、 



それを幾つも連ねて耕地を造成。 今回の調査地では850枚に及ぶ。 

3. 水田の造成法 

まず、小畦畔を南西-北東方向を基本ラインとして削りだし、次いで、これに直交する小畦畔でさらに区画する。 

そして後者の方が前者の方より畦の高さが低くなっている。小畦畔の所々に途切れたところがあり、水口になってい

る。このように基本的な配水方は畔越しによる掛け流しだったといえる。 

4. 調査区のほぼ中央には水路と思われる溝があり、このような水路も併用しながら配水することを意図している。 

◎ 総合まとめ 

  今回の調査では 調査区のほぼ全生き約10000㎡に及ぶ水田遺構を確認。  

第14・16次調査でも弥生前期の水田遺構が確認されており、周辺調査を合計すると耕地面積は約20000㎡以上もの 

広がりを持つ。ことがあきらかになった。 

これはこの調査区周辺が有数の穀倉地帯であったことを示すと考えられるが、現時点では集落が確認されておらず、 

解明すべき課題も多く残されている。しかし、大和はのちの古代国家成立の地であり、その成立の背景のひとつに、 

早くから稲作中心の安定的な経済基盤を構築することができたという社会的・経済的環境が寄与した可能性が高い。 

 
           中西遺跡 北側では京奈和道路の橋脚工事がすぐ横まで迫っていました  2011.11.255. 

 
              中西遺跡周辺Map 

 

 

【参考資料】中西遺跡第18次調査 –弥生時代前期水田の調査- 現地説明資料 奈良県立橿原考古学研究所  

              http://www.kashikoken.jp/from-site/2011/nakanishi18.pdf 

 

    夕闇せまる御所市條 中西遺跡周辺 

遺跡の奥に室の宮山古墳 その後ろに金剛山麓 風の森峠 



【参考 1.】 インターネット・新聞が伝えた弥生前期の大規模水田跡出土 御所市中西遺 

国内最大級の耕地面積をもつ弥生時代前期の水田遺構が出土 

奈良・中西遺跡：弥生前期最大の水田跡 ２千枚 高い計画性と技術 

2011 年11 月9 日 1 時31 分 インターネット 毎日JP・Asahi.com より整理 

 

奈良県立橿原考古学研究所は11月8日、同県御所市條の中西遺跡で、弥生

時代前期（約２４００年前）としては国内最大の水田跡（約２万平方メー

トル）を発見したと発表した。 

水田が河川の氾濫による土砂で埋まった後、大規模開発などが行われなか

ったため地中に残っていたとみられ、橿考研は「当時の水田開発の仕方が

非常によく分かる発見」と評価している。 

 

発掘調査は京奈和道のインターチェンジ工事に伴い今年４月から約１万３

５００平方メートルで行われている。 

同遺跡は緩やかな傾斜地。水田跡は約８５０枚あって、いずれもあぜ道で

細かく区切られ、１枚あたり東西４メートル、南北３メートルほどの小さ

なものが多かった。 

水田に水をためるためには、地面を水平にする土木工事が必要で、

橿考研は「１枚あたりの面積が小さいのは、土木工事の労力を抑えるためでは」とみている。今回の調査では、水田跡が約９

０００平方メートル見つかり、過去の調査で確認された約７０００平方メートルに加え、隣接地で継続中の発掘調査でも現時

点で約４０００平方メートルを検出。合わせると約２万平方メートルになるという。これまで弥生時代前期の大規模な水田跡

としては、服部遺跡（滋賀県守山市）が約１万８７００平方メートルで最も大きく、次いで池島・福万寺遺跡（大阪府八尾市・

東大阪市）の１万８０００平方メートルだった。「自然地形に合わせて大規模に水田を造るのは弥生中期や後期のパターンと

同じ。前期の段階から大規模な水稲農耕が行われていたことが裏付けられた」という 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥生前期の水田跡 御所市條 中西遺跡   Asahi.com  2011年11月9日より 

「自然地形に合わせて大規模に水田を造る水稲農耕が弥生前期の段階から行われていた」ことの裏付け  

                    大和は早くから 大規模水田が広がる穀倉地帯  ??? 

弥生時代前期 国内最大の水田跡 

奈良県御所市の中西遺跡 

中西睦夫
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見つかった弥生時代前期の水田跡。あぜに沿って白線が引かれている   中西遺跡の水田跡。あぜに沿って白線が引かれている 

＝８日、奈良県御所市、朝日新聞社ヘリから、小林裕幸撮影          ＝８日、奈良県御所市、中里友紀撮影 

 Asahi.com  2011年11月9日より 

 

    
                       中西遺跡  京奈和道の御所南ICインターチェンジ工事が進む御所市條周辺 

 

 

 

 



【参考2.】   中西遺跡の直ぐ北から縄文の翡翠 秋津遺跡  

長大な塀で囲われた４世紀前半の方形区画群・その下層から縄文晩期の翡翠が出土 

また、ここを本拠とする葛城氏の中枢をおもわせる方形区画と独立棟持ち柱の建物の遺構が出土 

この周辺には縄文時代からずっと 各地との交流路があった開けた肥沃の地 

 

 

橿考研は2011年8月 御所市の秋津遺跡で確認されていた古

墳時代前期（４世紀）の建物のうち８棟が、建物の外に屋根

を支える柱のある「独立棟持（むなも）ち柱建物」だったと

発表。 
独立棟持ち柱建物は「神殿」との見方があり、８棟の場所は

塀に囲まれた国内最大規模の区画施設内（最大南北５０メー

トル、東西４８メートル以上）であることから、「祭儀を執り

行った特別な空間の可能性がある」としている。 

橿考研によると、８棟は５０～１００年の間に建て替えられ、

すべてが同時に存在したわけではないが、古墳時代の遺跡で

８棟も独立棟持ち柱建物が確認された例はないという。 

また、区画施設の南側に竪穴住居２０棟が新たに見つかった。 

竪穴住居跡と方形区画群の間には幅２メートルの溝があり、

橿考研は「居住と祭儀の空間が機能的かつ明確に分けられて

いた」としている。 ５世紀に大和政権の中枢を担ったとさ

れる古代氏族・葛城氏との関連が指摘されている。 

また、 古墳時代の遺構が出土した土面の下層から、縄文時

代晩期後半（２８００～２５００年前）の首飾りの一部とみ

られる糸魚川産と推測される翡翠の管玉（長さ約４センチ、

太さ約２センチ）が見つかった。 

  

この地に縄文人が居て、新潟県糸魚川につながる交流路がこ

の地にあった論拠になるかもしれない。 

                                                          

   

秋津遺跡で見つかった翡翠の管玉    長大な塀で囲われた４世紀前半の方形区画群遺構が見つかった秋津遺跡  

 

【参考資料 】 秋津遺跡第5次調査 現地説明会資料 奈良県立橿原考古学研究所 

http://www.kashikoken.jp/from-site/2011/akitsu5_shiryou.pdf  

    中西遺跡の北側 橋脚の建つ周辺が秋津遺跡
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        日本の黎明期 日本各地と大陸・朝鮮半島を結んだ海人族の人たちがいた 

<17>「和鉄の道・Iron Road」から見た日本誕生前夜の北近江・若狭     

             大陸・朝鮮半島の玄関口として 北近江・若狭が輝いた古代     

  2011.12.1.  by Mutsu Nakanishi 

 

日本黎明の時代 北部九州沿岸を根拠地とし、航海術に秀で、日本と大陸・朝鮮半島の交流の役割を果たした「海人」の集団

「安曇族」。 「滋賀県高島市安曇川」や「長野県松本市 安曇野」「福岡市志賀島」など この「安曇族」が日本各地に展開

したと考えられている関連地の人たちが連携して交流しようとする「安曇ネットワーク」が結成され、地域交流活動が行われ

ている。 

 このネッツトワークの推進にかかわっている仲間から  

「この安曇族の交易・歩いた道を知るうえで「朝鮮半島の鉄」の理解が重要と思うので、一度話を聞かせてほしい」  

 との話があり、滋賀県高島市安曇川の「安曇あずみの会」の勉強会でプレゼンの機会をいただきました。 

 

北近江 高島は鉄と関連の深い継体天皇の故郷であり、また、大陸・朝鮮半島と大和とを結ぶ交流路の日本海側の窓口として

初期大和王権と連動した前方後円墳がいち早く築かれた「若狭」と一体の地、朝鮮半島の鉄素材の流入路としても重要な地で

あり、また、この近江は数多くの渡来人が住み、製鉄技術初め、数々の渡来技術がみあきあげられた地でもあり、私の言う「和

鉄の道」の重要点。 いまだに謎が解けぬ 製鉄技術伝来の謎がこの若狭・近江の痕跡から解けないものかとも考えていた矢

先で、「『和鉄の道・Iron Road』から見た日本誕生前夜の北近江・若狭 -大陸・朝鮮半島の玄関口として 北近江・若狭が輝

いた古代」と題して 12月1日 午後 滋賀県高島市 安曇川で鉄にかかわった北近江・若狭に残る製鉄関連遺跡と関連地に

ついて紹介させてもらった。 

本資料は 安曇あずみの会でのプレゼンスライドなどを再整理して集めたものです。 

 

3世紀の後半 卑弥呼の時代 中国の史書「魏志 東夷伝」には「国出鉄、韓、濊、倭皆從取之。諸市買皆用鉄、如中國

用貨、又以供給二郡(国、鉄を出す。韓、濊、倭 皆従がいて之を取る。貨幣がわりにも鉄を用いる、また以て二郡に供

給す)」と記され、また、「魏志倭人伝の対馬や壱岐」の記事には「「南北市糴(朝鮮半島や日本各地と交易する)」 と記さ

れている。 

 

中西睦夫
スタンプ



 

 

 弥生の終り 日本の国づくりが始まる頃 朝鮮半島と北部九州・日本各地との交流が盛んになる頃 北部九州の玄界灘 

周辺には航海術に秀でた「海人」の集団がいて、朝鮮半島・大陸と日本各地を結ぶ交易を生業とする人たちがいて、その人

たちが担う交易によって、数々の文物・技術・渡来人が日本にやってきて、その後の日本の国づくりの原動力になったとい

う。 

この時代 大陸や朝鮮半島は戦乱の時代であり、日本列島でも北部九州や日本各地に興った国がそれぞれ、力を増し、そし

て大和王権に集約されていく過程 言い換えれば、弥生の戦のあと日本統一へ「日本誕生」前夜の混乱の時代と言える。 

この時代 大陸・朝鮮半島と日本との交流の中心には「朝鮮半島の鉄素材」があったといわれ、北部九州に握られていた朝

鮮半島の鉄素材の交易支配から脱し、このルート支配を目指した連合が邪馬台国連合(初期大和王権連合)だったとも言われ

ている。 

周囲を海に囲まれた日本では、このような日本列島を巡る交易ネットワークは縄時代からすでに形成されていたといわれ、 

数多くの集団が文物・技術を伝え、交流してきたといわれるが、この時代九州北部沿岸を本拠地として、これら朝鮮半島・大

陸との交易・交渉に大きな役割を演じた「海人」の集団として「安曇族」や「宗像族」があり、日本黎明期から古代 日本各

地で活躍したといわれ、そんな人たちの痕跡が日本各地に残っている。 

「安曇族」の集団の本拠地「志賀島」の「志賀」「安曇」をキーワードとして地名を検索し、日本各地に残る関連地を探った

インターネット掲載例を下記に記した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

「アズミ」「シガ」の音で調べられた 

安曇族関連地 検索例 

 

 

 



         日本の黎明期 日本各地と大陸・朝鮮半島を結んだ海人族の人たちがいた 

「和鉄の道・Iron Road」から見た日本誕生前夜の北近江・若狭     

             大陸・朝鮮半島の玄関口として 北近江・若狭が輝いた古代  

 

2011.12.1. 北近江安曇川にて by Mutsu Nakanishi 

 

≪ プレゼンの内容 ≫ 

 

【 プレゼン ベース資料 】 

          和鉄の道・Iron Road   製鉄関連遺跡探訪  Data Base   全リスト 

◎ http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/ironalllist.htm 

 1. 「和鉄の道・Iron Road」  北近江 安曇川・マキノ  雪の山郷 Country walk         5iron01.pdf 
2. 「和鉄の道・Iron Road」 南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄の道」          11iron08.pdf  

3. 「和鉄の道・Iron Road」 卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若狭・北近江の「若狭街道」   
大陸・朝鮮半島の鉄をむ求めて続く若狭・北近江の「和鉄の道」を訪ねて      8iron09.pdf 

4. 「和鉄の道・Iron Road」 古墳時代朝鮮半島との交流玄関口「若狭」を再度訪ねる         11iron10.pdf 

5. 「和鉄の道・Iron Road」 愛媛大・今治市共同シンポジュウム 

「鉄 と古代国家 今治に刻まれた鉄の歴史」           6iron15.pdf 

        6. 「和鉄の道・Iron Road」 古代官営大製鉄コンビナートに発展させた近江の製鉄技術         7iron03.pdf 

        7. 「和鉄の道・Iron Road」 北近江 古橋製鉄遺跡(2005夏 青春18きっぷ 普通電車日帰りWalk)   5iron13.pdf 

        8. 「和鉄の道・Iron Road」 無手勝流で 鉄をキーワードに 弥生から邪馬台国・大和王権への変遷を整理 

2010 年秋 関西各地の博物館特別展とシンポジュウム & 連続講演会 聴講まとめ             10iron13.pdf    

中西睦夫
四角形



 

  

  

  

  



  

  

  

  

 



  

  

  

  



  

  

  

  

 



  

  

  

  
 



  

  

  

  

 



  

  

  

  

 



  

  

 

 



  

  

  

  

 



  

   

  

  

 



  

 

  





  

  

  

  



  

 

 

   



 

 

 

 



 

 

  



 

  

 

 

 



 

 



  

  

    和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  RRooaadd 総総  覧覧        22001122..11..1155..作作成成  

 製鉄遺跡探訪 & 日本のルーツを訪ねて  

 

和鉄の道 Iron Road 【Ⅰ】  製鉄遺跡探訪   1995.10.-2000.5 

ま え が き  「閃光」と「肌光」  鉄への思い                         jstla01.pdf 

｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅰ】｣ 口 絵                              jstla00.pdf 

口絵 1.現在も継承されているたたら製鉄 

口絵 2.絵図に描かれた「たたら製鉄」 

口絵 3.日本各地にある砂鉄 

口絵 4.和鉄の歴史 概観  

ピエローグ     「Iron Road 和鉄の道」                                                           jstlaa00.pdf 

 

1.「和鉄 たたらとの出会い」         砂鉄が風紋を作る砂丘海岸 鹿島・波崎・九十九里      jstlaa01.pdf 

2.  土井が浜シンポジュウム 渡来系弥生人   日本人の ルーツと和鉄の道の接点を求めて              jstlaa02.pdf 

3.  岡山県富村 鍛冶谷たたら                鍛冶谷たたらと初花                                   jstlaa03.pdf 

4.  黄金吹く行方製鉄遺跡群 福 島県 原町   蝦夷征伐の兵器庫 金沢製鉄遺跡                       jstlaa04.pdf 

5.  古代鉄の大王国 山陰 伯耆国       溝口の鬼伝 説と大山山麓の大製鉄遺跡群         jstlaa05.pdf 

6.  古代鉄の大王国 津軽 岩木山北山麓    鬼伝説と古代津軽の大製鉄地帯             jstlaa06.pdf 

7.  縄文人の心を映すストーンサークル     東北 秋 田・青森のストーンサークル         jstlaa07.pdf 

8.  弘前ねぷたと岩木山北麓 鬼伝説の里    鬼沢 鬼神 社・十腰内 巌鬼山神社を訪ねて            jstlaa08.pdf 

9.  山口県のたたら遺跡            秋芳 河原 上製鉄遺跡・大板山製鉄遺跡                jstlaa09.pdf 

10.  古代鉄の王国 丹後            天女の通っ た道は和鉄の道  羽衣伝説                jstlaa10.pdf 

11.  丹後国 もうひとつの邪馬台国       大陸と日本 を結ぶ鉄の大加工基地 遠所製鉄遺跡        jstlaa11.pdf 

 

和鉄の道 Iron Road 【Ⅱ】 製鉄遺跡探訪    2001 & 2002 上 

｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅱ】｣ 口 絵                              jstlb00.pdf 

   口絵 1.和鉄の技 

      口絵 2.日本各地の鬼・鬼伝説   

1.  古代鉄の大王国 播磨国 ｢千種鉄｣「岩鍋」    古代製鉄神 金屋子神 降臨伝承の地        jstlbb01.pdf 

2.  古代 出雲国 謎の荒神谷遺跡と加茂岩倉遺跡                                                   jstlbb02.pdf 

3.  久しぶりの房総 九十九里浜          砂鉄の浜 飯岡浜                                jstlbb03.pdf 

4.  接着・接合の原点               縄文の石鏃についたアスファルト                  jstlbb04.pdf 

5.  発掘された日本列島 2001 展           接合・接着の原点 「漆」「アスファルト」        jstlbb05.pdf 

6.  鬼の住む山 大江山              鬼の伝説に「Iron Road」のロマンをかきたてて     jstlbb06.pdf 

7.  日本人はるかな旅               日本の源流展                                    jstlbb07.pdf 

8.  岩手県北上川流域の製鉄地帯 一関博物館    蝦夷の蕨手刀と日本刀のルーツ 舞草刀            jstlbb08.pdf 

9.  高度な表面処理 鉄の熱処理伝来のルーツ    2000 年前 中国から持ち込まれた鉄斧              jstlbb09.pdf 

10.  日本各地の鬼伝説               鬼伝承の鬼は本当に悪者か????                   jstlbb10.pdf 

11.  真金吹く 吉備国               吉備の鉄と桃太郎伝説                           jstlbb11.pdf 

12.  第五回暦博シンポジューム           伽耶の鉄と倭国                                 jstlbb12.pdf 

13.  大和政権を支えた近江国の鉄          瀬田丘陵の製鉄地帯                             jstlbb13.pdf 

14.  信州 佐久町 茂来山製鉄遺跡                                                                 jstlbb14.pdf 

今今ままででののフファァイイルル  リリスストト  和和鉄鉄のの道道  IIrroonn  RRooaadd  総総覧覧  22001122..11..1155..作作成成  



 

和鉄の道 Iron Road 【Ⅲ】  製鉄遺跡探訪 2002 下 & 2003 

  ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅲ】｣ 口 絵 

        口絵 1.奥羽山脈・北上山地 蝦夷の鉄                              ir3kc01.pdf 

口絵 2.砂鉄原料(山砂鉄 浜砂鉄 海砂鉄) 磁鉄鉱を含む花崗岩類ベルト                        ir3kc02.pdf 

口絵 3.砂鉄・鉄鉱石ともうひとつの製鉄原料                                                  ir3kc03.pdf 

口絵 4.たたら製鉄が地域の自然や文化に与えた影響                                            ir3kc04.pdf 

1.  日本最大の大型縄文貝塚 加曾利貝塚遺跡探訪     加曾利縄文貝塚公園                         kasori.pdf 

2.  田舎なれども南部の国は 西も東も金の山       岩手県南部 蝦夷の鉄 北上山地 大鎚・釜石へ kmaisi.pdf  

3.  古代から使われた鉄さび 赤色顔料「ベンガラ」    ベンガラの郷 岡山県 吹屋 これも和鉄の道  bngra.pdf 

4.  北茨城 「常陸」は産鉄の民が開いた地        北茨城 五浦海岸で砂鉄に出会う              zura.pdf 

5.  古 代  出 羽 国  秋 田 に 和 鉄 の 道 を 訪 ね て         奥 羽 山 脈 越 の 和 鉄 の 道 は 蝦 夷 の 生 命 線          

kdaiaktaa.pdf 

6.  北上(和賀)仙人峠越                  蝦夷の心臓部を貫く和鉄の道                 wgasen.pdf 

7.  福島県土湯峠に「赤湯」温泉を訪ねて                                                             akayu.pdf 

8.  心残りだった東北「和鉄の故郷」Walk               北上江釣子・砂鉄川・蔵王                   8etsuriko.pdf 

                                                 「あの高嶺鬼住む誇り・・」と唄う北上市市民憲章  

9.  那須連峰の南山麓に眠る「沼原(ぬまっぱら)湿原」Walk 日本最初の大型揚水発電所建設の地        9numahara.pdf            

10.  弥生時代の開始が古くまで遡れる        加速器質量分析法 C14 高精度解析 年代測定法   10yayoi.pdf 

11.  鉄のモニュメント「大阪万国博」お祭り広場の大屋根  大阪万博記念公園 点描                  11banpayane.pdf 

12.「高師小僧」を愛知県豊橋 高師が原に訪ねて    もうひとつの古代製鉄原料?? 知っていますか??12takashi.pdf 

13.  鉄のモニュメント 「北海道開拓百年記念塔」                                                  13kaitaku.pdf 

 

和鉄の道 Iron Road 【Ⅳ】 製鉄遺跡探訪 2004 

 ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅳ】｣口 絵                              4ironkuchir.pdf 

    口絵 1.先大津阿川村 山砂鉄洗取之図 

    口絵 2.ふいご祭り 

    口絵 3.磁石石 山口県須佐 高山 

    口絵 4.播磨風土記に記載された和鉄の里 

    口絵 5.たたら製鉄のはじまる 5 世紀以前に 先たたらの精錬技術があったのでは・・・ 

1.  播磨国風土記 和鉄の道【1】「讃容の里」Walk        西播磨 佐用町 大撫山製鉄遺跡を訪ねて      4iron01.pdf 

2.  炭素 14 加速器質量分析法による年代測定法 「弥生時代は 500 年遡れる?」歴史民俗博物館を訪ねて     4iron02.pdf  

3.  長編アニメ「アテルイ」に今の時代を重ねて     岩手県の人たち製作市民映画                4iron03.pdf 

4.  鉄のモニュ メント 東京六本木ヒルズ 66 ビル群                           4iron04.pdf 

5.  和鉄の道Ⅲ 口絵 もうひとつの製鉄原料 餅鉄・高師小僧・鬼板                                    4iron05.pdf 

6.  蝦夷の鉄・ 東北 和鉄の道             東北地方 和鉄の道 9 編 取りまとめ          4iron06.pdf 

7.  播磨国風土記 和鉄の道【2】「御方里」周辺      安積山製鉄遺跡(平安末期の遺跡)探訪 一宮町   4iron07.pdf 

8.  鉄の山「三 輪山」とその山麓を縫う山辺の道     初期大和政権が王城の地に求めた産鉄の地       4iron08.pdf 

9.  北陸・能登 に点在する縄文のウッドサークル探訪   金沢チカモリ・能都真脇・小矢部桜町遺跡      4iron09.pdf 

10.  播磨風土記 和鉄の道【3】 産鉄の地 兵庫県一宮町 三方の里を訪ねて                             4iron10.pdf 

11. 磁石石って  知っていますか         山口県須佐町高山に磁石石を訪ねて                 4iron11.pdf 

12.「鉄の 5,6 世紀」日本統一を支えた大県製鉄遺跡   北河内の大規模専業鍛冶工房 大県製鉄遺跡探訪    4iron12.pdf 

13.「先大津阿 川村山砂鉄洗取之図」の周辺で     江戸末期長門の白須たたら 製鉄工程絵巻         4iron13.pdf 

14.  鍛冶屋の祭 り 「鞴祭り・ふいごまつり」       兵庫県三木市金物神社・岐阜県垂井町南宮大社  4iron14.pdf 

 



 

 

和鉄の道  Iron road 【Ⅴ】 たたら遺跡 探訪   2005 

  ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅴ】｣ 口 絵                                                           5iron00.pdf 

    口絵 1.日本の北と南の端に製鉄遺跡を訪ねる 

    口絵 2.隅屋加計鉄山絵巻のたたら製鉄 

    口絵 3.たたら諸施設の基本配置を完成した中世芸北のたたら製鉄 

    口絵 4.古墳時代 畿内の大規模鍛治工房の変遷 

1.  北近江 安曇川・マキノ 雪の山郷 Country walk                                                 5iron01.pdf 

2.  鉄のモニュメント 弥生時代の鉄の顔 自然石「鳴石」唐古鍵弥生遺跡出土の渇鉄鉱容器                5iron02.pdf 

3.  鉄の６世紀 北九州の装飾古墳に和鉄の道を重ねて 古代産鉄の技術集団が残した和鉄の道でないか    5iron03.pdf 

4.  ７世紀 古代飛鳥の大製鉄遺跡を訪ねて 飛鳥 Walk 「飛鳥池生産工房遺跡」&「川原寺寺院工房遺跡」   5iron04.pdf 

5.  金剛・葛城山麓 葛城氏の鍛冶工房「忍海」       渡来人が住み鉄鍛冶の技術を伝えた古代「忍海」  5iron05.pdf 

6.「千年の秘技 たたら製鉄復活の炎」と映画「火火」信楽焼の「穴窯」と「たたら」の秘技 炎の美を重ねて  5iron06.pdf 

7.  函館郊外の地図にある「鉄山」の地名を訪ねて    早春と冬が入り混じる北の大地を風来坊        5iron07.pdf 

8.  青森山内丸山縄文遺跡の漆製品とその赤色顔料   「縄文の赤｣酸化鉄顔料に「古代鉄」のルーツを思う  5iron08.pdf 

        沼鉄(パイプ状酸 化鉄)と赤色チャート(粘土質微粒酸化鉄) 

9.  古墳時代 畿内の先進鍛冶工房集落 若王寺遺跡探訪 尼崎市若王寺遺跡界隈 Walk             5iron09.pdf 

10.「加計 隅屋鉄山絵巻」と加計・豊平町の製鉄遺跡江戸時代 広島藩を支えた鉄の道「芸北 加計のたたら」  5iron10.pdf 

11. 北河内古代の郷 肩野物部氏の本拠地 交野界隈 walk 大和王権を支えた鍛冶工房 森製鉄遺跡を訪ねて  5iron11.pdf 

12. 弥生の 博物館 鳥取県 青谷上寺地遺跡を訪ねて  弥生時代後期 北九州と並ぶ鉄の先進地「山陰」   5iron12.pdf 

13. 2005 夏 青春 18 きっぷ 日帰り Walk アルバム   和鉄の道  古代の鉄の足跡を訪ねて        5iron13.pdf 

14. 薩摩知覧の石組み製鉄遺跡群を訪ねて薩摩独自の石組炉  それが日本最初の薩摩洋式高炉を立ち上げた  5iron14.pdf 

15. 日本最 初の洋式高炉建設に燃えた地 古武井 北海道渡島半島の活 火山恵山・恵山町古武井海岸を訪ねて  5iron15.pdf 

 

和鉄の道 Iron road 【Ⅵ】たたら遺跡 探訪 2006                                           

｢和鉄の道 Iron Road【Ⅵ】 ｣ 口絵                                                                  6ron00.pdf 

         口絵-1.たたら炉の変遷【1】 たたら炉の構造 

       口絵-2.たたら炉の変遷【2】 たたら製鉄遺跡  

     口絵-3.３～５世紀 朝鮮半島から持ち込まれた鉄素材  大陸と倭 ｢七支刀｣が解明かす古代製鉄の謎 

1.「鐵」の字源を調べて                『シクロードの草原の道を駆け抜けた｢鐵｣』       6iron01.pdf 

2. 神戸の北端 丹生山に古代の赤「朱土・辰砂」を訪ねる    

                                    神戸 和鉄の山郷 押部谷・志染・丹生山・淡河 Walk       6iron02pdf 

3. 蝦夷の雄「アテルイ」の足跡 京都東山 陽だまりハイク より                                        6iron03.pdf 

清水寺・将軍塚」と永観堂「みかえり阿弥陀仏」を訪ねて  

4. 近江の鉄の郷 大津市仰木 比叡山延暦寺造営を支えた生産工房 上仰木製鉄遺跡                     6iron04.pdf 

                         帰路は比叡と京都を結ぶ「古代の鉄の道??? きらら坂・雲母坂」ハイク 

5. 石上神宮の国宝「七支刀」の復元展にあわせて      物部氏の本拠地 奈良県天理市布留を訪ねる    6iron05.pdf 

6. コウノトリが大陸と日本を結ぶ古代 和鉄の道「古代 和鉄の郷  但馬 出石」  

                                        兵庫県 但馬 出石・豊岡 Country Walk      6iron06.pdf 

7. 九州の旅アルバム  九州 古代の豊の国から阿蘇へ                                              6iron07.pdf 

          古代鉄のルーツにつながる鉄の国「豊（豊前・豊後）」臼杵石仏を作らせたのは炭焼き長者??? 

8.「出羽鋼」の郷 島根県奥石見 瑞穂町市木 walk                                                      6iron08.pdf 

                                  奥石見 瑞穂町 古墳時代 6 世紀の今佐屋山製鉄遺跡を訪ねて 

9. 四国で初めて  古代の製鉄遺跡が見つかった       今治市 高橋佐夜ノ谷(Ⅱ)遺跡をたずねて     6iron01.pdf 



 

10. 弥生の高地性集落【1】芦屋市「会下山遺跡」からロックガーデンへ ハイキング                       6iron10.pdf 

11. 弥生の高地性集落【2】播磨灘に浮かぶ砕石の島 ３６０度展望 男鹿島                               6iron11.pdf 

                                           弥生の高地性集落「男鹿島 大山神社遺跡」を訪ねて 

12. 弥生の高地性集落【3】弥生の高地性集落「表山遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群                    6iron12.pdf 

畿内と 播磨の境 明石川・伊川流域の明石平野は弥生から開けた先進地    

補足 写真 file  明石 川流域 伊川谷・玉津に弥生の高地性集落と弥生の戦を訪ねて     

13. 写真アルバム 水田耕作・鉄・倭国 弥生の時代を作った渡来人たち                                   6iron13.pdf 

                                   北部九州 魏志倭人伝の世界 壱岐・ 筑前・筑後の遺跡を訪ねて   

14. 弥生の高地性集落【4】 弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して                 6iron14.pdf 

        4.1. 日 本人誕生と弥生時代の展開    4.2. 農 耕社会の展開と鉄の役割 

         4.3. 北 部九州の甕棺墓が語る「弥生の人口爆発と戦」  

           補足 写真 file 明石 川流域 伊川谷・玉津に弥生の高地性集落と弥生の戦を訪ねて 

15. 四国で初の古代製鉄炉 高橋佐夜ノ谷 2 製鉄遺跡 発掘報告会                    6iron15.pdf 

                    愛媛大・今治市共同シンポジュウム「鉄 と古代国家 今治に刻まれた鉄の歴史」  

16. 甲州・信州国境 八ｹ岳山麓に縄文遺跡を訪ねて「縄文人は山を見晴らす素晴らしい高原に住んでいた」 6iron16.pdf 

         1.  日本人の心の故郷   縄文の集落がそっくりそのまま見つかった茅ケ岳山麓の北杜市梅ノ木縄文集落遺跡        

         2.  初秋 白樺が美しい 紅葉し始めた清里の朝  八ケ岳 清里 清泉寮に泊まって  

         3.  縄文の黒曜石原産地遺跡    長和市星屑峠に縄文の黒曜石鉱山を訪ねる 

黒曜石｣を日本各地に配っていた信州 霧ケ峰・中山峠     

                                                

和鉄の道 Iron road 【Ⅶ】たたら遺跡 探訪 2007 

｢和鉄の道 Iron Road【Ⅶ】 ｣ 口絵                                                               7ron00.pdf 

口絵-1. たたら製鉄の原点を探して  

  口絵-2.  たたら炉の 製作過程 古代のたたら炉の製作過程  

 口絵-3.  古代製鉄炉の変遷  たたら炉の大きさと構造の変遷  

 口絵-4.  8 世紀 モデル化された量産古代製鉄炉を完成   

               地方拠点に大製鉄コンピナートが出現  

 口絵-5. 古代大和への鉄の道 北:淀川・木津川 西:大和川 南:紀ノ川 

 

1. 古代 神戸の「鉄」を訪ねて                                                                     7iron01.pdf   

神戸にも製鉄遺跡があった 神戸市内の「二宮製鉄遺跡」と「求女塚古墳」  

      神戸市内出土の三角縁神獣鏡・前方後方墳の足跡が語る「古墳時代の鉄の道」 

2.  8- 12 世紀 越・柏崎に眠る大製鉄コンビナート 軽井川南製鉄遺跡群 （資料）                    7iron02.pdf 

3. 瀬田丘陵 の源内峠製鉄遺跡・野路小野山遺跡を訪ねて                                             7iron03.pdf 

      大型量産製鉄炉を確立し、古代官営大製鉄コンビナートに発展させた近江の製鉄技術  

4.  縄文の接合  「あおもり 縄文 まほろば展」を見る                                                7iron04.pdf 

      アスファルトで接合された合掌土偶や縄文人が描かれた石冠ほか青森の縄文の名品 

5.  古代大和の鉄の道を訪ねて【1】                                                                 7iron05.pdf 

淀川・木津川から大和へ 大和の外港 木津「泉津」を訪ねて 

6.  関西の縄文-1  京都 長岡京の北西端に出土した縄文集落 上里遺跡を訪ねて                        7iron06.pdf 

7. 高槻 三島古墳群 今城塚古墳・闘鶏山古墳を訪ねて                                              7iron07.pdf 

8.  物部氏のルーツ伝承 備前一宮 「石上布都魂神社」を訪ねて Country Walk                        7iron08.pdf 

      鉄道もバスもなし 中国山地の山又山の中 とってもミステリアスな Country Walk 

 



9.  古代大和の鉄の道を訪ねて【2】大和川 「亀の瀬・龍田越」 Country Walk             7iron09.pdf 

10. 日本三彦山の一つ 越後 弥彦山 Walk                                                        7iron10.pdf 

古代鉄の国｢越｣ 弥彦山に鍛治神の痕跡を探して     

11.  古代「越」の大製鉄コンビナート  越後柏崎 軽井川南製鉄遺跡群を訪ねて                         7iron11.pdf 

12. 古代 九州の大製鉄コンビナート 福岡 元岡製鉄遺跡群を訪ねて                                    7iron12.pdf 

13.  縄文の心を映すストーンサークル 縄文の遺跡を訪ねて 風来坊 縄文の円環遺構 レビュー           7iron13.pdf 

       1. 縄文の時代区分と縄文文化      2. サークル遺構のある縄文遺跡リスト  

       3. 円環遺跡を有する縄文遺跡【1】 4. 円環遺跡を有する縄文遺跡【2】  

      5. まとめ  縄文のストンサークルとは???  

            参考 1. 木柱列と配列遺構の両方が一緒にみつかった糸魚川市寺地遺跡  

            参考 2.  縄文の社会と文化概説  文文化の超自然観 死と再生のシンボリズム        

14. 古代大和への道【3】                                                                           7iron14.pdf 

紀ノ川水系【1】 紀ノ川のランドマーク 紀州富士「龍門山」に磁石石を訪ねて Walk   

15.  古代大和への道【4】                                                                           7iron15.pdf 

 紀ノ川水系【2】  古代「紀路」紀ノ川の流れに沿って大和へ  Country Walk     

16.  縄文のサヌカイト原産地 四国 坂出「金山」に「サヌカイト・讃岐石」を訪ねる                  7iron16.pdf 

17.  鉄のモニュメント  長良川にかかる現存最古の近代吊橋「美濃橋」 (重要文化財)  岐阜県美濃市      7iron17.pdf 

18.  たら製鉄 砂鉄採取の地形が残る 西播磨 砥峰高原                                            7iron18.pdf 

  

       22000088 年年  和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【ⅧⅧ】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22000088    

｢和鉄の道 Iron Road【Ⅶ】 ｣ 口絵                                                             8iron00.pdf 

口絵-1.  鉄器時代の幕開け【1】鉄器時代を開いたヒッタイトの「鉄」その強さの秘密は良質の鉄「鋼」  

トルコ・アナトリア半島 古ヒッタイトの世界最古の人工鉄は「鋼」だった BC19 世紀 

  口絵-2.  鉄器時代の幕開け【2】 中国最古の人工鉄 河南省出土 銅柄鉄剣 

  口絵-3. 奥出雲 「たたら街道」高速道路「松江道」工事で製鉄遺跡続々出土   

口絵-4. 鉄穴流し場遺構 広島県庄原市 比婆山山麓 六の原製鉄場 鉄穴流し遺構 

 

1. 鉄の故郷 南ドイツ ロマンティック 街道の宝石「ローテンベルク                    8iron01.pdf 

     中世の 街並を飾るマイスターの作る飾り鉄看板と鍛治屋敷 walk 

2. 日本のたたら製鉄の源流を考える                                                                8iron02.pdf 

ヒッタイト・ツタンカー メンの鉄  そして四川をつなぐ西南シルクロード がたたらの源流???  

3.  奥出雲「たたら街道」 高速道路「松 江道」工事で製鉄遺跡続々                                    8iron03.pdf 

4.  新見市神郷町「大成山たたら」を 訪ねて 備中の山奥 ダム湖に沈んだ近世 のたたら                 8iron04.pdf             

5.「和鉄の道」を見下ろしてきた一本桜「醍醐桜」を訪ねる                                             8iron05.pdf 

     奥備中・美作と伯耆の国境 近く 和鉄の道の十字路の山上 で 1000 年 

6.  愛媛大学アジア歴史講演会 「モンゴル･ア ウラガ宮殿における鉄鉄器生産の一様相」                  8iron06.pdf 

         チンギス・ハンのモンゴル 帝国を支えた鉄 

7. 日本最古の銅山 奈良の大仏の銅を産出した 山口県美祢市美東「長登銅山」を訪ねて                 8iron07.pdf 

8.「鳥浜貝塚」 縄文の時代観を換えた「縄文のタイムカプセル」を若狭に訪ねる                         8iron08.pdf 

9. 卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若狭・北近江の和鉄の道「若狭街道」を訪ねて                   8iron09.pdf 

       分水嶺「水坂峠」の両側 北近江「高島 熊野本」と若狭「上中 熊川宿&脇袋 」   

10. 関東の縄文貝塚から縄文の暮らしを考える旅  千葉市加曾利貝塚 & 船橋市飛ノ台貝塚を訪ねる      8iron10.pdf             

            1. 日本最大の環状サークル 千葉市 加曾利貝塚   

            2. 縄文の村の生活のはじまりを伝える飛ノ台貝塚  

      貝塚はゴミ捨て場ではない。 再生の願いをかけた一番大事な神聖な場所か ??? 



11.広島県備北のたたら製鉄地帯                                                                    8iron11.pdf 

        歴史の山 「比婆山 (御陵) 1256m とその懐「六の原たたら跡」を訪ねる 

12. 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 国 際シンポジューム 「鉄 と帝国の歴史｣ 聴講記録     8iron12.pdf       

    1. ｢人類が始めて手にした鉄の故地  ヒッタイト｣ 基調講演 アナトリア研究所長  大村 幸弘氏  

    2. ｢東アジアにおける鉄の故地 中 国｣           基調講演 中国社会科学院考古研究所長 王 巍氏  

    3. ｢チンギスハンの大モンゴル帝国 における鉄｣  基調講演   新潟大学教授  白石典之氏  

    4. パネル討論 ｢鉄と帝国の歴史｣   

          コーディネイター  愛媛大教授 &東アジア古代鉄センター長 村上恭通氏 

13.  青森・八戸 縄文の郷 ｢是川｣  縄文文化を代表する是川遺跡・風張遺跡を訪ねる                   8iron13.pdf 

        ● 縄文漆の素晴らしい文化を咲かせた縄文晩期の是川中居遺跡   

        ● 墓域のある広場を環状に取り囲む住居群 縄文後期の環状集集落 風張遺跡 

  

和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【99】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22000099  

｢和鉄の道 Iron Road【】 ｣ 口絵                              9iron00.pdf  

    口絵-1  日本の重厚長大の時代を支えた鉄のモニュメント       

                 1. 尼ロック（尼崎閘門）     2. 山陰線 余部鉄橋  

                 3. 宇治川喜撰山発電所    4 . 「鉄人 28 号」登場   

        口絵-2 奥播磨 かつてのたたらの郷に咲く「ピンクの花・ジキタリス」の花園 . 宍粟市  野々隅原 大国牧場  

        口絵-3 弥生時代後半  国内最大級の鍛冶の村「垣内遺跡（鍛冶工房跡)」  

        口絵-4 BC 19 世紀に遡れるという ヒッタイト 最古の人工鉄 と 中国最古の鉄  

【参考】 東アジア 製鉄技術の歴史 

 

1.  北東北の縄文【2】 ストーンサークルを囲む土屋根の竪穴式住居群  御所野縄文遺跡探訪      2008.10.30.  9iron01.pdf 

     縄文の森に 600 を越える土屋根の竪穴式住居群 縄文の村がそっくりそのまま残っていた  

2.  弥生時代後半  国内最大級の鍛冶の村  淡路島 「垣内遺跡(鍛冶工房跡)」現地説明会 Walk    2009.1.25.  9iron02.pdf 

      倭国から初期大和王権誕生へ 日本誕生の謎を解き明かすかも・・・  

3.  ２月陽だまりハイク 工都 尼崎 を支える「尼崎港閘門（尼ロック）」Walk                         2009.2.4.   9iron03.pdf 

4.  一筋縄ではいかぬ古墳時代の幕開け 激動の時代 淡路島がその鍵を握るのか ????           2009.3.15.  9iron04.pdf 

      淡路島で発掘された卑弥呼の時代の日本最大級の鍛冶工房村の位置付けに思いをめぐらす   

5. 【鉄のモニュメント】  まもなく 90 年の役目を終える山陰線但馬海岸「余部鉄橋」の雄姿            2009.3.25   9iron05.pdf 

     高さ 41m の橋脚が立ち並ぶ鉄橋  見上げる餘部集落の空を列車が山から山へ走り抜ける  

6. 【鉄のモニュメント】   関西最初の大型揚水発電所 「喜撰山発電所」を訪ねて 宇治川 Walk       2009.5.10.   9iron06.pdf 

     「高溶接性・強度・靭性を兼ね備えた高級高強度厚鋼板の実用化の先駆」   

7. 【スライド】 奥播磨 かつてのたたらの郷に「ピンクの花 ジキタリス」の花園を訪ねる             2009.6.21.   9iron07.pdf 

      奥播磨 黒尾山 西北山麓 宍粟市山崎町 野々隅原 大国牧場 花の Walk    

8.  古代近江湖南の製鉄遺跡群を湖南アルプスより眺める                                     2009.7.12.   9iron08.pdf 

ナイフリッジの尾根が続く湖南アルプス（太神山・堂山）& 南郷洗堰 Walk  

9.  湖南 南郷の古代の製鉄遺跡を訪ねて 袴腰山を巡る                                     2009.7.30.  9iron09.pdf 

10. 初秋の青森・秋田風来坊 【1】                                                    2009.9.4-7  9iron10.pdf 

    青森 初秋の風物詩 岩木高原「嶽キミ」Walk と三内丸山遺跡「縄文のお月見」  

     1. 青森初秋の風物詩岩木高原「嶽キミ」Walk   2009.9.4.&9.5.朝   

      2. 三内丸山縄文遺跡「縄文のお月見」 2009.9.5.   

11. 初秋の青森・秋田風来坊 【2】                                                       2009.9.6-7   9iron11.pdf 

    秋田県中央 マタギの里「森吉山」Walk と縄文の環状列石 鷹巣・伊勢堂岱遺跡再訪  

1.  マタギの里 阿仁  リンドウの花満開の森吉山ハイク   2009.9.6   



      2.  鷹巣 縄文の環状列石群 伊勢堂岱遺跡 再訪      2009.9.7   

12. 【スライド】  「鉄のモニュメント」 阪神淡路大震災からの長田復興のシンボル「鉄人 28 号」       2009.10.1  9iron12.pdf 

       実物大モニュメントが神戸 新長田駅前に完成  

13. インターネット検索資料レビュー   英国のストーンヘンジ（巨石環状列石）                      2009.11.15. 9iron13.pdf 

日本と英国の環状列石どちらもが「墓場 転生思想に基づく先祖を祭る祭りの場」との説が 最近の調査で有力に  

14.  【シンポジュウム】  愛媛大 東アジア古代鉄文化センター「たたら製鉄の歴史と技術」聴講概要   2009.11.28.  9iron14.pdf 

  
和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1100】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001100  

〔たたら製鉄概説〕  風来坊 和鉄の道を訪ねて    たたらとは                    2010.1.     10iron01.pdf 

1. 和鉄の道・Iron road  たたらの源流      2. 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄    

3. たたらの語源 & 関連の言葉や地名       4. 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承  

5. 日本各地に残る和鉄の道 風景リスト     6 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝鮮・日本 

｢和鉄の道 Iron Road｣【10】 口絵                                  10iron00.pdf           

口絵-1.「地球誕生から約 46 億年鉄の歴史と役割」   岩波「鉄学 137 億年の宇宙誌」より   

           「地球に鉄がなかったら、 現在の地球環境も 人間を含めた生命体も存在しえず、人の歴史も生まれなかった」  

口絵-2. ヒッタイトの鉄  日本の考古学者が明らかにする世界最古の鉄の歴史  

口絵-3. 弥生から古墳時代へ 国の形成に大きな役割を演じた Iron Road・和鉄の道   

            近畿に実用鉄器の幕開けを告げた淡路島 先進鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡   

口絵-4. 褐鉄鉱の宝庫「みすずかる信濃」   八ヶ岳連峰 蓼科中央高原 諏訪鉄山跡   

口絵-5. 鉄がない縄文時代 この時代にも素晴らしい文化が花開いていた  

            日本の心のふるさと縄文 縄文人の精神生活と深くかかわった渦巻・円環文様   

                                             . 

 1.  たたらの話 あれこれ 〔たたら製鉄概説〕  - 風来坊 和鉄の道を訪ねて  2010.1.          10iron01.pdf 

● Iron road  たたらの源流          ● 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄    

● たたらの語源 & 関連の言葉や地名    ● 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承  

● 日本各地に残る和鉄の道 風景リスト  ● 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝鮮・日本 

2.  桃太郎伝説の吉備路 walk 鬼ノ城を訪ねる                                  2010.1.15.  10iron02.pdf 

     唐の侵攻に備えた古代 7 世紀の朝鮮式山城 「鬼ノ城」の中に鍛冶工房があった  

      1. 吉備の中山 walk 吉備津神社の「鳴釜神事」 本当に釜が唸るのにびっくりです・・  

      2. 足守川の土手を北へ鬼ノ城へ向かって walk   

      3. ７世紀唐の侵攻に備えた朝鮮式山城「鬼ノ城」& 鍛冶工房跡を訪ねる   

      4. 古代の製鉄地帯 奥坂・阿曽に下って 血吸川に沿って足守駅へ  

      5. 桃太郎伝説の吉備路 walk「鬼ノ城」を訪ねる総括 

● 吉備 温羅伝説・鬼ノ城・ 千引カナクロ谷製鉄遺跡 概説                                                      

3.  吉備津神社「鬼の唸り・鳴釜」の再現を試しました                         10iron03.pdf 

         意外にも澄んだ響き、イメージが次々と広がってゆきす    

4. 阿波 鍛冶工房から砂鉄が出土 弥生の大集落「矢野遺跡」を訪ねる           2010.2.6.  10iron04.pdf 

弥生時代中期末から北九州と時期をほぼ同じくして鉄器生産を始めた鍛冶工房.  

【概説】 1.「阿波の国」概説  阿波と初期大和王権のかかわり〔2.1MB PDF〕  

              2.「矢野遺跡」概説  村から国へ 鉄器加工を始めた弥生の大集落  

5.「地球誕生から約 46 億年鉄の歴史と役割にびっくり                             10iron05.pdf 

     岩波の科学ライブラリー「鉄学 137 億年の宇宙誌」を読んで  

   「地球に鉄がなかったら現在の地球環境も 生命体も存在しえず 人の歴史も生まれなかった」 

6.  日本美術刀剣保存協会たたら「日刀保たたら」の操業    2005.2.7. 鉄鋼新聞 記事より           10iron06.pdf 

 



7. 東近江 永源寺相谷熊原縄文遺跡 Walk                                           2010. 6. 5.    10iron07.pdf 

        縄文のビーナス誕生を思わせる日本最古級の美しい土偶が出土  東近江 永源寺相谷熊原遺跡 現地説明会に参加  

      参考 東近江永源寺相谷熊原遺跡 日本最古級の土偶と縄文草創期の竪穴住居群の出現を報じる新聞記事整理 

8.  奥播磨 千種川に注ぐ恋文川源流                                               2010.7.20.    10iron08.pdf 

     たたらの郷 宍粟市山崎町小茅野（こがいの）集落を訪ねる 

9.  参考資料 朝日新聞朝刊に掲載された記事「ヒッタイトの鉄の謎に挑む」           2010.8.7.       10iron09.pdf 

10. 旧諏訪鉄山の痕跡を北八ヶ岳山麓 蓼科中央高原に訪ねる                        2010.10.17.      10iron10.pdf 

みすずかる信濃 信濃の鉄を象徴する褐鉄鉱 

11.  この秋 二つの弥生時代後期の製鉄関連遺跡の講演会を聞いて                                     10iron11.pdf 

      「阿蘇谷 大量の鉄を集積した集落『下扇原遺跡』」 &  「淡路島 西日本最大級の鍛冶工房村『五斗長垣内遺跡』」 

12. 【写真アルバム】 縄文を代表する国宝「火焔土器」  新潟県十日町市笹山遺跡を訪ねる  2010.11.17.  10iron12.pdf 

13.  弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権へ 古代国家形成の時代を動かした「鉄」             10iron13.pdf 

     無手勝流で鉄をキーワードに弥生から邪馬台国・大和王権への変遷を整理  

       1. 弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権へ 国家形成の時代を動かした「鉄」 

       2. 日本統一国家形成へ 時代を動かした鉄 資料図集  

14.  弥生後期から卑弥呼の時代へ ベールを脱いだ「弥生の Iron Road 和鉄の道」                     10iron14.pdf 

     淡路島 五斗長垣内遺跡の謎 シンポ 2010.11.21. 聴講 して  

1.  五斗長垣内遺跡の概要 伊藤宏幸氏(淡路市教育委員会)   講演「五斗長垣内遺跡と淡路島の弥生遺跡」より整理 

2.  五斗長垣内鍛冶遺跡の役割と時代的位置づけ 村上恭通氏(愛媛大学東アジア古代鉄文化センタ長)   

                講演「弥生人が目指した鉄器化社会」より整理 

3.  弥生後期の和鉄の道・Iron Road 大久保徹也氏(徳島文理大教授)  

               講演「播磨灘と五斗長垣内遺跡を考える瀬戸内をめぐる交流・地域間関係」より整理. 

4.   弥生後期 近畿でも急速に実用鉄器化が進んだことを示す石の刃物の変化  禰宜田佳男氏(文化庁 主任調査官)   

講演「近畿における石の刃物と鉄の刃物」より整理 

5.まとめ 

番外   蓼科横谷渓谷で拾った褐鉄鉱? の検証 「褐鉄鉱を焼くと磁石に引っ付くか?」                   10ironB1.pdf 

 

和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1100】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001100  

｢和鉄の道 Iron Road｣【11】 口絵                        11iron00.pdf                                

口絵-1.  2011 年 見学した製鉄関連遺跡・遺構 
1. 西播磨 古墳時代の鍛冶工房跡 赤穂市有年牟礼・井田遺跡  2. 豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡 

3. 平城京 朱雀門のすぐ横から出土した奈良時代前半の鍛冶工房  

口絵-2.   弥生時代前期の広大な水田跡 御所市条 中西遺跡 

           大和は早くから開けた大穀倉地帯だった・・・大和の力の源泉か??   

口絵-3.    日本列島で一番低い分水嶺を越える氷上回廊  

太古から動植物の移動路 古代から多くの物産・人の移動路・交易路    

口絵-4.   鉄系超高温伝導体の急速展開と超高温伝導体実用化技術の進歩 

口絵-5.    鉄のモニュメント 〔 1. 神戸 兵庫港にある浮きドック群   2. 鉄のアーティスト 榎忠の作品群 〕   

 

1. 近畿 弥生時代後期 淡路島に西日本最大級の鍛冶工房村が現れた時代の 2・3 世紀                 11iron01.pdf 

     「鉄器は出ないが、急速な鉄器化が進行という「幻の鉄器」の時代があった」という考えには疑問符  

        - 鉄器時代のイメージ先行の弥生時代「北部九州以外 実用鉄器はさほど普及していなかったのではないか」- 

2. 「初期大和王権の成立に大きな役割を演じた西播磨」                                      11iron02.pdf 

      西播磨で古墳時代後期末の鍛冶炉跡が出土有年 牟礼・井田遺跡を訪ねる            2011.2.11.  

  



3.  西神戸神出東西に秀麗な山並みを見せる神奈備山 雌岡山・雄岡山 Walk                 2011.3.11.     11iron03.pdf 

鍛冶神大己貴命の伝説の地「神出」渡来鍛冶技能集団の進出地の伝承も 

4.  豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡を訪ねる大坂城南側から見つかった大規模な鍛冶工房跡     2011.4.16.      11iron04.pdf 

            大坂城のお堀端南約 100m 大阪市中央区森ノ宮 2 丁目    

5.  日本で一番低い中央分水界を越えて 瀬戸内海と日本海を結ぶ氷上回廊                    2011.5.14.      11iron05.pdf 

            加古川から由良川水系域へ 山越のない「水別れ街道」を行く   

6.  神戸でも北の縄文と交流  遮光器土偶[部分]が出土した神戸篠原遺跡                     2011.5.20.      11iron06.pdf 

       縄文後期・晩期 関西にも日本列島をつなぐ広い交流路がつながっていた  

7.  京都の新しいパワースポット  磁石が吸い付く平野神社の「すえひろがね・餅鉄」を訪ねる       2011.5.22       11iron07.pdf 

        東北と関係深く東北蝦夷の族長アテルイの顕彰碑がある清水寺にも久しぶりにゆきました  

8.  南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄の道」                                                     11iron08.pdf 

魏志倭人伝の時代 朝鮮半島の鉄との交易品は何か・・・・ 

9. 鉄のモニュメント 奈良 三輪山 大神神社の大鳥居  久しぶりに巻向・三輪 三輪山山裾を歩く                 11iron09.pdf 

10.  古墳時代 朝鮮半島との交流玄関口「若狭」を再度訪ねる                                  2011.8.30.     11iron10.pdf 

         脇袋古墳群など若狭の王墓からの出土品見学  & 若狭小浜港・遠敷(おにゅう)の里 Walk  

11.  鉄のモニュメント「浮きドック」・神戸兵庫の港 界隈 walk                                    2011.9.15.     11iron11.pdf 

12.  淡路・出雲・高千穂 三大神話の郷 神楽の競演  淡路島伊弉諾神宮 三大神話 神楽祭       2011.9.23.     11iron12.pdf 

13.  最近の鉄の話題「新しい鉄 高温超電導体」                                                           11iron13.pdf 

   BS フジ 10 月 9 日(日)8:00 放送「ガリレオ X  電気抵抗ゼロがひらく未来」より  

14.  鉄のモニュメント  鉄のアーティスト 榎忠氏(1944-)の鉄の作品群                           2011.11.23.    11iron14.pdf 

                  兵庫県立美術館「榎忠展 -美術館を野生化する-」より 

15.  北近江安曇川安曇あずみ会でのプレゼンスライド                                         2011.12..1.    11iron15.pdf 

     「和鉄の道 Iron Road 」から見た日本誕生前夜-北近江・若狭が輝いた時代- 

16.  平城京 朱雀門前から大規模な鍛冶工房が出土した  平城第 486 次平城京左京三条一坊一坪の調査          11iron16.pdf 

          奈良時代前半の鍛冶工房跡 平城京建設に鉄製品供給か??                          2011.11.25. 

17. 「大和平野は弥生時代のはやくから 大穀倉地帯だった ???」                                2011.11.25.    11iron17.pdf 

        国内最大級弥生時代前期の水田跡２千枚が出土?御所市 中西遺跡    

 

                                                                                                 
                                               

 

 

  

 



 


